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序

当叶］の遺跡につきましてば、過去において小規模な発掘調査か行なわれておりました。

ご存知のとおり、札幌市は各種開発事業が急速に進み、市内全域にわたり住宅地、工場街ある

いは迅路新設工巾等大きく r紅化しております。 昭和47年度1ま当巾で初めてといっても過言でない

各師間茫現場に，t，＼）しる遺跡の発見が続出し、 貴重は哩蔵文化財0)破壊散逸のおそれが生じ文化財

保護対策の確立が急務とされたわけであります。

調斉体制確立に当っては、さまざまな制約の中て、 いかにすれば十分な成果を挙：f得られるか

等、閃係機関と種々協議し検討したわけですが、 幸いに多くのご援助を受け、札幌市教育委員会

に自主調査を可能ならしめる調査体制を作り調府の運びとなったわけてあります。

こ＂ェ）たびの白石神社遺紐だ掘調査に行り直接こ指導を下：：：いました讀先生の献身的なご協力と

J:'fi施行者、北浦道大学、札幌大学等のご協力により萩に初期の調査を完了し、 翡直な凋査を終

え、本報告書の発刊を見ることが出来主したことを深く感謝いたします。

叉、直接調査の指導から本書の執筆、刊行に至るまでご努力下さいました北海迫大学大場先生、

札幌大学石附先生をはじめ関係の方々に重ねて惑謝の意を表するとともに、 広くぢ古学研究の一

助となれば幸いと存ずる次第です。

昭和 48年 3月

札幌市教育委員会

教育長
， 
尚 橋 喜 敬



序文

近年北海道円て、遺砂、］）調査件数が急増していますか、 その理由の一つ．；、国土間発に伴い開

発資掠ll)豊富な北海道に、 開発のための諸4濱庖が集中ぎれてきたためであり主す。そのためのエ

事によって、学術調査が行われていない地帯て、 遺跡が発見されますが、 Tliの性質[.:.遺跡を保

護することがてぎずに、やむをえず破壊することになり、 事前に遺跡の調査を行なわぢるをえな

くなったからであります。

遺跡はいうまでもなく、私逹の祖先の人々の実生活の跡でありますから、 私達の歴史を知るた

めにぱ調査研究が必要であります。 したがって、遺跡を未調行のままで破壊してしまうことぱ、

私達の過去を抹殺し、歴史を否定することにもたりかねないのであります。 しかも遺跡ぱどこに

でも無限に残存しているというものではありませんので、 もし遺跡と確認さ柱た場合こしま、極力

これを保護すべぎ性質のものなのであります。 しかしどうしてもやむをえない場合に限り、工事

を前提にして、了術調査を行って資料を残すことこなり士ず。

札幌市内に存在している先住民族の遺跡に関しては、 すでに先覚者による研究があって、数ケ

所の遺跡が確認され、数篇の調有報告山がありますが、 必ずしも十分な資料とはいえません。先

に述べた北海道内の各地で起っている開発に伴う遺跡保護の問題と同様の事情が、 ここ数年来札

幌市にも起ってきております。 すなわち、市郊外の市街化こ伴う宅地造成、道路建設などの土木

工事によって、先(j民族の遺跡が相ついで発見さい、 遺跡保存か、緊急調査かの問題に直面して

いるのであります。

昨秋急逮遺跡の発掘調査を行ない、 ここに調・府報告書として刊行される、 f札幌市白石神社遺

跡」も、そうした事情の一例であります。 白石神社地帯は現在市街の中心部に位置し、ここに予

定された工事ぱ幹線道路ですのて、遺跡を現状のままで保設することぱ、 困難な事情がありまず

ので、工事に先だって学術調査を断行したのであります。 調査に当って市教育委員会は、有能な

遣跡調査員を任爺して、これに対処したのでありますが、 時宜をえた配慮といえましょう。本遣

跡の調査は、札幌市が担当した最初の事業でありまず。 したがって本報告書でありますので発掘

調査の成果については、 関係官庁をはじめ専門学会 i./）;、等しく注目することと円、いますので札幌

市としては意義深いものがあります。

なお、北海直全域い追跡の考古学的な調査研究：i.、 南郭地方並びに北部地方は、比較的早くか

ら研究が行なわれ、したがってその外貌が判明しているのですが、 両者の中間地域に位置する札

幌地帯については、遺跡を発見する機会がすくなかったこともあって、 大規模の調査は皆無であ

り、したがって調査研究も看過されがらで、 本地方の先史時代については、不明なことが多かっ

たのであります。しかし宰い今回の調査によって、 縄文文化期殊に縄文文化中期ないし、同後期

の年代におけ；＇］、先住民［貨の生活の実態が、 かなり鮮明｛こされたということができ生しょう。

本調査並びに本報告占刊行を契機にして、 更に今後札幌市内における先住民族の4店の実態が



一層明らかに含れんことを祈屈いたし主ナ。

最後に本調在の遂行並びに木報告害の完成に尽力された、 市教育委員会の担当者の灯々並びに

遺跡関査員の方々の郷努力に対し敬意を表し、 本書0)刊行を心からお喜び中しあげる次第てず。

詔和 48年 3月 31日

札幌市文化財保護委員

北泡道大学文学蔀教控
大 場 利 夫



例言

1. 本書は、 昭和47年10月20日から11月15日にかけて実施した道々西野一白石線敷地内白石区白

石神社IR境内に存在する遺跡発掘調雀報告書である。

2. 本調査は、北海道大学教技、札幌市文化財専門委員大場利夫、 札幌大学ll}］教授石附喜三男の

指導のもとに、札幌市教育委い云嘱託上野秀一、カ1l藤邦雄、 羽質憲二の 3名が現場の仕事を遂

行した。

3. 本書の執筆、しま大場利夫教授、石附喜三男の指示のもとこ、 上記 3名バ訂議の上、各項目別

に担当し、文末に文資を明記した。

4. 発掘調査・整理においては、 下記の人々より協力と助言を賜わった。

北海道教育委員会文化財保護主事 藤本英夫、高橋稀一＾

北海道開拓記念館学芸員野 村 崇

東白石小学校教諭 畑 宏明

5. 発掘調査には、下記の人々が従事した。

青山幸夫、芳賀荘ー、中田主亮、七十刈昭夫、大山真充、藤田 登、石橋孝夫、 浜崎雅昭、

直井孝一

北面適大学、北面学園大学、札幌大羊、北海辺教肖大学、札幌商科大学、 芸女子項期大学学:I'

6. 遣物整理については、下；氾の人々の協力があった。

林 文子、前沢恵美子、八巻恵子、藤山裕子、雰本たか子

7. 挿図浄書且、 3名の嘱託の外

小尾栄子、森本雅子、吉島ひなが当った。 （以上順不同敬称略）

8. 石質鑑定は、 北悔道大学理学部地質学鉱物学科岩石学講座勝井義雄教授の石器表面の肉眼に

よる鑑定をお願いした。

9. 骨器は、北面沿大学文学部附属北方文化研究施設研究生西木盟弘氏にご教示いただいた。



凡例

①挿図は、完形士器実測図縮尺4分の 1、土器拓影縮尺 3分の 1、底部実測図縮尺 3分の 1、石器実測図縮尺 2

分の 1、骨苦実測図縮尺 2分の 1。

R写真ii、完形土器縮尺 2分の 1、土器縮尺 3分の 1、石器縮尺 2分の 1、但し、図版23図Bは図版中に明示し

てある。

R石器実測図輪郭に沿った（一）線は、ニッジに整形ないし使用による細かい倒離があることを示し、（←ー）

線は、ニッジが磨耗していることを示している c

R石器説明中 a面とは、背面tいし実測図中の左傭正面図を指し、 b面とは、腹面ないし右側正面図をいう。
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序「 ロ

この十数年来、日本全域における自然界に与える人的改在ば、 生物の適応亥化の追従を許竺ぬ

速さて進められ、誠に憂うべき状態にあるといわねばなるまい。 とりわけ大都市近辺における宅

地造成、道路新設等の時代、住民の要請に答えねばならぬ丁ー＇加の激増は、 想像に絶するものがあ

る。かかる自然破壊、およごこれに必然的に伴なう埋蔵文化財の破壊について、 我々考古学を山

攻する者のみならず、多くの識者が人間生活に最も必要なもグ），t何かという立場から、 抜本的叶

策を再考せねばならぬ時に全っていると言えよう。

一時代杵まで、緑の中に仔在する都市として、 その牧歌的旅li'Jを全国に詩われて来た札幌市も

近時、急辿こ激増する人口を収容する必要に追られ、 その変容を余儀なくされている。

この様な状況0)もとにあっ：、身近に存在し亡札幌市周辺の日然：文、 宅地造成、道路工事等の

重機械力の削に、急速に遠い仔在となりつつあることを認めない訳にiまいかない。

かつては、市内小中学校生徒の遠足の場として親しまれていた、 白石周辺も例外とはなり得ず

白石神社周辺に存在する遺跡も汗滅の危機にさらされるところとなった。

昭和47年8月初旬、近くの東白石小学校教諭畑 宏明氏よ、神社移伝；こ伴ない鳥）凸・植木等の移

転が行なわれ、遣跡の現状変更がなされている4iを使い、 石附にこの旨連絡があっ fこ3 石附，ま、

而ちに札幌市教育委員会菊地主巾、 札幌市文化財専門委員大場利夫t専士の同道を得て現場を踏査

した。その結果、 本地域が道々西野一白石線の迅路予定地とされて＿T^ー，h沿エ寸前にある廿が判明

した。

その後、札幌市教委、札幌市建設局、大場博士、 石附の 4者｝こよって数次にわたる協ふの機会

を得た。そして般終の会合にて路線~I画、 用地買収、工事の進行状況等の総合的見解より、路線

計画疫更は不可能てあり、 札幌市教育委員会が主体となり、事前調牡を行なうという帖論を得た

のてある。

かくして、 10月札幌市教育委員会に則蔵文化財調在担当嘱託職員か杓任し、 白石神社遺跡の発

掘調府が行なわれる連ひとなった。

白石神社周辺が迎蔵文化財の包蔵地てあることは、 昭和43年文化財俣渡委員会編『全国遺跡地

図（北菰直）』にも記載されており、 更に採集遺物の紹介も二、三なされている。しかし、いまだ

学術調在を一度も実施される事なく、 周団の宅地化の波に蚕食されるに主かせてあった。今回の

調査地点は、白石神社の境内であったがために、 かろうじて保存されていた最後の場所と戸えよ

う。

これを契機として、 札幌市の埋蔵文化財に取り組む姿勢がより一層前進的なものとなるホーを期

待する。 （石附喜三男）



第1章札幌市における考古学的研究の回顧

I 

北海道において本格的に考占学的研究による先史時代の解明が始められるのは、 昭和に入って

からである。それ以前にも数々の研究が行なわれごいるのであるが、 今日と比較して研究者も少

なく、研究の規模も小さなものであった。

札幌市の場合、考古芋l(J研究のフィールドとして、 大々的に脚光をあびるという事はなく、地

味な存在であった。 現在札幌市中には、 100カ所余の逍跡の仔在が知られているのであるが、本

格的な研究目的をもって発掘調査された例は少ない。

1. 1932（昭 7)年、発寒村・発寒神社裏ストンサークルとアイヌ墳墓

2. 1937（昭12)年、後藤寿ーが報告している真駒内種畜所構内の竪穴住居跡

3. 1953（昭27)年、北海道大学構内の竪穴住居跡群

4. 1954（昭28)年、手稲遺跡（この発掘は、 札幌市に合併される以前に行なわれている。）

5. 1964（昭38)年、平岸坊主山遣跡

6. 1966（附40)打と翌年の 2度にわたって北栄遺跡

の6例を数える。明治初年より北海道開拓の中心地として、 開発優先の街づくりは地下に埋れ

ていた遺跡・遺物を根こそぎ破壊するという大きな犠牲の上に立つものであった。 この様な遺跡

破壊は、すでに明治中頃には顕著に認められ、 1911（明44)年発行の『札幌区史』によると、札

幌の各地にみられた）喜見模な竪穴住居跡群がはとんど破壊されていると記している。

札幌市中に存在する遺跡の分布について大規模に関代された例は少ない。 胃け出こ入るといくら

か調査が行なわれ、報告が発表される。

1. 1937（昭12)年、後藤寿ーが札幌市及びその附近の遺跡24カ所について恨告

2. 1955（昭31)年、 『琴似町史』の品載で琴似町の26カ所の追跡の報告

3. 1963（昭38)年、岩崎隆人らによる分布調査により、 札幌市及びその附近の 113カ所の遺

跡の報告

4. 1968（昭43)年、文化財保護委員会編『全国遺跡地図（北海道）』に 100余力所の遺跡の記

録

この 4つの報告が、 現在の札幌市中に存在する遺跡の分布を知る上において屯要な手ぶかりを

提供している。しかし、それぞれ調査の不備な地帯を残しており、 今後大規模な分布凋査が行な

われなければならないだろう。

II 

明治から大正にかけて札幌において行なわれた考古学的研究は、 1884（明17)年10月坪井正五

郎らによって東京人類学会が創立されて以来、 中央学会ではなばなしく争われたアイヌ・コロボ

ックル論争に刺激され推進されたといっても過言てはない。 東京人類学会報四に渡瀬仕三郎が寄

稿した「札幌近傍ピット其他古跡の事」 という報文が、坪井のコロボックル論にしばしば引用さ
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れるなど、 アイヌ・コロポックル論争の双方の論の裏付けの咲料を提供するために研究か活発化

していったといえる。

1891（明24)年、 「札輯博物学会］の発足

1892（明25)年、 「札幌史学会」の発足

1895（明28)年、 「札幌人類掌会」の発足

と北而道における名占学的研究もその後日立した歩みを始めている。

この項の札幌市中の遺跡の状態ぷ、 ナこiこ開兌の互破壊さがる遺跡ぶ多く見られていろ、 1911

（明44)年発行の『札幌区史』 によると、 「明沿27、8年頃に調査した所によると北大構内を第

1として 10(）以上、琴似川流域こ 600、 1内物餓構内、円山山鼻一帯の丘陵地：侶こ多数の竪穴ぶみ

られたのだがそのぼどんどの遺跡は開拓に ctって破壊され壊滅してしまっている。」と記されてい

る。

大正時代に入ると、 考礼芦的研完も興味本位＇；状態から脱卿し始める。 1918（大 7）年にば、河

野常占を主軸に「北面道人類学会」が発足し、 翌年 3月には「北海道人類学雑誌」が il行される。

この間に河野，＼『吉は遺跡、己物の恨裏を＇〗ったえ、 広仰］ょ保仔運動，ど展開しごいる この運動，之

1918（大 7)年、第18回道，ふ会に 1遺跡・遺物の凋査並びに保仔に関する件」 という動議を提出

nJ決させている。

最初ば、興叫、本位九あく］：でも個人的に小規模に行なわれていた考古学的研究を、 遺跡の保護

という点において、 社会的な目を向けさせた事実は、現在行なわれている、ぢ占学研充の在り方

にも非常iこ有？こ義な「閏運提起をしていると思われる。

頂

昭和に入ると、札幌における考古学的研尤も本栢的な討直缶こ屎る。 ；］り 2次批界大戦；岱始まるま

て数々の凋査、研究が行なわれ、 論交も若F数発表されている。その中でも特に重要と思われる

河野広迅らによって発見、発拙調査された、 発寒神社裏のストンサークル状配石遺構とアイス墳

紅の報化と、 1937 （昭 12) 年、後荏JJ. —ぶ尺考古苧帷誌』 27巻 9 号に発表した 「札祝Ili及び共附

近の遺跡、遺物の 2、3について」の 2つの報告に/)いて、 概略左記してゆこう。

琴似町発寒神社遺跡には、 ストンサーク八状配石逍構とアイヌ渭墓がlj,,られ、 1932（昭 7)年

河野広道・高倉新一郎によって発掘され、翌年報告されている。 河野の記述によると、ストンサ

ークル状配石遺梢は、はとんど破壊され、 その概要を明らかにすることはでぎ位かっだ，，同時こ

発見されたアイヌ墳墓け、 2甚発掘され、 2休の人骨c 多数0)副葬品を得たと報侶している。 2皆

の瑣墓は、屯複する形て掘り込主れて，t3り、 仲展葬の遺体を埋葬した後、新しい纂痕がそれと屯

複される壮哩て祝られている C lかし、 すて：こその間分に，上、遣（本が存在していたため、遺体を

きゅうくつな姿勢のまま小さな窟城に埋葬したものと苺え、 伸展｝わされた筵の方が古いと、新旧

関係を考察している。 公培の坊羞こも非常しこらくの畠Il葬品，fバ出土 l＿てお，｝、その中 J)宋伐より嫌

倉時代以降のものと説明している。

ストンサークルについては、 Sビのほとんどヵ；破壊され形態ぶ明確こさればかったのて、 くわし
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い説明は行なっていないが、 音江遺跡等てすでに発見されているストソサークルと関連があるか

もしれないとしている。

後藤寿一の報文は、 主に札幌市及び近辺に発見されている遺跡の記録と概要を記したものであ

る。現在では完全に都心部となってしまい、 その存在を確認する事かできだい遺跡を多数報告し

ている点が注目される。

以下記載されている遺跡を列記すると、

1．南8条西14丁H 厚手縄文士器片・磨製石斧片

2. 南12条西18丁目 擦文土器片

3. 南14条西16丁目 擦文士器・擦文文化期の竪穴住居跡

4.南13条西13丁目 擦文土器片・擦文文化期の竪穴住居跡

5.南16条西14丁目 麿製石斧片

6. 円山 3丁目 厚手土器

7. 円山 1丁目 擦文土器

8. 円山段丘 黒燿石片

9.伏見 縄文土器・石匙

10.藻岩村上山鼻 石斧

11.北大構内 擦文士器・須恵器・竪穴住居跡群

12.北 1条西 8丁目 甲冑・刀剣

13.北 4条西12丁目 刀剣

14.真駒内種畜所構内 擦文土器・擦文文化期の竪穴住居跡 3甚

15.平岸天神山 チヤシ•関東式類似の土器

16.平岸台地上冷水 竪火状墳墓・擦文土器

17.平岸台地 厚手式・後北・擦文士器

18.平岸台地東裏 平岸天神山と類似の土器

19. 月寒

20.望月寒

21.陸軍射撃所附近

22.千城台

23. 向ケ丘

24.垂別

閃東式類似の土器

厚手式蠅文土器・石器

以上24カ所の遺跡を報告している。

真駒内種畜所構内の擦文時代の竪穴住居跡は、 発掘しており若干の考察を加えて、報告されて

いる。 住居跡は方形を呈し嘩の一部に粘土による造り付げのかまどと煙道を有していたという。

中からは、刻線による幾何文様をもった擦文土器が出土している。

平岸天神山についてぱ、 チヤシの外堀の存在を報告している。出土している土＇品はその特徴よ
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り関東式類似の土器ではあるが、 層位的に不明で、只一般に厚手期の土器と称したいと、深い考

察は行なっていない。

後藤がこの報文を発表したのは、 日本がまさに第 2次世界大戦に突入せんとしていた前夜とも

いえる暗くしずん戸頃であった。 後藤も文末に戦争が始まりそうだといった危機惑を喧べてい

る。以後終戦となり批の中が安定するまで、全道各地の考古学的研究も沈黙する。

IV 

札幌市及びその周辺において、 本来の考古学的研究にもどるのは、戦後の髭乱期が過ぎてから

である。 1953（昭27)年の北大遺跡の発掘凋査以後続々と研究の成果が発表される。

文化財保護法施行以来、発掘調在された遺跡は、 北大遺跡、手稲遺跡、平岸坊主山遺跡、北栄

遺跡の 4カ所てある。しかし、手桐追跡は、 手稲町がまだ札幌市と合併される以前に発掘されて

いる。これを含めて、いずれもその概要が知られているので、 個々について記してゆこう。

北大遺跡、 1953（昭27)年、北大調査団によって発掘される。 この遺跡は古くから竪穴住居跡群

として知られていた。北海道大学構内、 農学部附屈閃場内の標高10m前後の台地一帯に直径6~

7m程度の円形状を呈する凹部が多数みられ、 明確に竪穴住居跡とわかるものが73個、やや不明

確なものが10個と合計83個がみられたという。 発掘ぱ 8基の竪穴住居跡に対して行なわれてい

る。結果は38砂住居跡中より若千の士器と石製品をえたのみで、 他には全くみられなかったとい

う。出土遺物による竪穴住居跡の年代決定はなしえなかったが、 遺跡にみられる火山灰の降灰年

代より 4、500年前の所産と推測している。 竪穴住居跡の構造が非常に貧弱である事より、産卵

期の魚類（サケ・マスの類）を捕る為に一次lI!］こ［月かかま之た、 いわば仮小屋的存在であったろ

うと、報告者は考察している（北大調査団「北大遺跡について」 『北方文化研究報告』 10. 1955 

（昭30)年）。

手稲遭跡、 1954（昭28)年、 札幌市と合併される前に大場利夫・石川徹によって発掘されてい

る。紅葉山砂丘上に形成された遺跡で、 纏文時代後期中頃の示準遺跡として良好な資料が出士し

ている。報告者は、 出士士器を第 I (A・ B) 様式•第 1I 様式•第m様式•その他の様式に分類

しその概要を報告している（大場利夫•石川徹『手稲遺跡』 1956 （昭31) 年）。

吉崎昌ーによって行なわれた縄文時代の編年によると、 手稲遺跡出土の上器は、縄文時代後期

中頃に位置付けられ、 東北地方の宝ケ峰式あるいは1渭吸内 3式に対比されるであろうととらえて

いる（吉崎昌ー「掘文文化の発展と地域性ー北而近 l『日本の考古学』 II1965（昭40)年）。

平岸坊主山遺跡、 1964（昭39)年、宅地造成の忍破壊される部分ができるため、 札幌市教育委

員会主催、大場利夫担当で緊急発掘が行なわれた。 この遺跡ぱ、すでこ後藤寿ーが平岸台地上で

関東式類似の土器がみられたとしてその存在を報告しており、 古くから知られていた遺跡であ

る。発掘報告は、 1966（昭41)年、畑 宏明によってなされている。 それによると、上部になん

らかの上屋構造をもつと思われる遺構が検出され、 多数の土器が出土している。土器は I• II • 

m群に分類し、その概要を述べている。 I群には、縄文時代中期の北筒式土器、 II群には、余市

式土器、 m群として装飾1,lf-)な形態・文様を特徴とする天神山遺跡出土の土器と類似する資料をあ
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げている。

報告者に、 これらの資料を、円筒J::)曽b式土器に対比し、サイベ沢VI及びvn文化層に対比され

るであろうと記している。

編年としては、円箇土器との関連からぢえると 「m→I→II群士器」の編年がなされるかもし

れないが、 3群の土器は相互に大きな時間的差異はみとめられないとしている（畑 宏明「札幌

市附近の遺跡一資料襦1Iー札幌市平岸坊主山逍跡」 “AynuMoshiri" II、 1966（昭41)年）。

北栄遺跡、宅地造成によって破壊されるため、 札幌市教育委員会主催、松下旦担当で行なわれ

た緊急発掘である。 1966（昭41)年 4月、 翌年 5月と 2度にわたって発掘されている。本報告書

は、まだ発表されていないのだが、縄文時代晩期の土器が出上しているという。（石附喜三男「札

幌市北栄遺跡の発掘」 『古代文化』第19巻 2号 1967（昭42)年）。

以上 4件行なわれた発掘調壺中、平岸坊主山追跡、 北栄遭跡の例の様に開発こ（半い緊急発掘が

行なわれる椋こなった点に、特に止目したい。

遺跡分布状態に関しては、後藤寿ーによる報告以後、河野広道「先史時代」『琴似町史』 (1957 

（昭32)年）、北海道教育大学の滸氏による報告 (1963（昭38)年）、文化財保渡委員会編 『全国

遺跡地図（北海道）』 （1968（昭43)年）となされている。

『琴似町史』によると、 発宜川・琴似川及びそり支流附近の1Jヽ高I,ヽ 丘陵地帯iこ多くの追跡ヵ；存

在し、 種類もストンサークル・アイヌ墳墓・チャツ・竪穴住居跡とバラニティーにとんでいる事

を記している。以下琴似町に存在している遺跡を列記すると

1. 新川東牧場に 2地点いすれも擦文土器の出十がみられる

2. 東発寒 793 江戸時代末期のアイヌ墳墓と思われる遣跡

3. 東発寒•発寒神社裏 ストンサークル・竪穴住居跡・アイヌ墳禁

4.発寒 989 厚手、薄手の縄文十器・擦文土器・石器類がみられる

5.東発寒 薄手縄文土器片・擦文土器片

6. 西発寒46 余i|i式土器の包含層

7. 西発寒 643 厚手土器の包含層

8.西発寒にいずれも厚手＋．器の出土がみられる地点が 3カ所

9. 西発寒三谷氏所有地 厚手土器

10. 西発寒禄路北 ）享手土器

11.西発寒 736 古式尖底七器及び石器類

12.発寒厚手土器

13. 24軒南には、近接して擦文土器の出＋．がみられる地点が 5カ所あり、 竪穴住居跡群か存在

していたであろう

14. 24軒南 340 油手羅文土器と擦文い器がみられる

15. 24軒薄手縄文士器と擦文土器

16.琴似製楽所有地人骨出土
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17.駅前通り西側 刀剣・人骨出土

18. 山ノ手 ）？「：及び涛．［の継文土器と土師器

19. 山ノ手 391 チヤシ

20. 十二軒沢附近土器片

以 j::26追跡をあげているのであるが、 その立地条件と出土遺物による時代決定から、古い時期

に属する遺跡は、 山ノ手•発寒・円山等の比較的高い地域に分布し、新しい時期のものはその生

活圏を低い地帯まで範囲を広げて行くという事実を指摘している。

北海道教育大学0，苔氏iこよる精力的な札幌を中心とした分布調査の活動は、 そのまとめという

べき、収録篇・分布図篇として発表された。 この報告は、 後藤寿一の報告 （後藤五ー 1937)、

l『琴似町史』 (1957（昭32)年）、 『豊平町史』 (1959 (U334)年）等に記載された遺跡と新たに

発見された遣跡を集大成したものであるといえる。これによると、札幌市中には、現在の都心部、

発寒川、琴似川の流域、丘珠、平呈より真駒内にかけての丘陵地帯、 円山から藻岩山にかげての

山麓地滞、白石、西岡より月寒にかけての丘陵地帯、 厚別より野幌にかけての台地上等に 100カ

所余の遺跡が存在している事がわかる。 ほは札幌市全域にわたっての遺跡の分布を報告した例

は、初めての事てあ，った 3

その後、 1968（昭43)年に文化財保譲委員会より発行された、 『全国造跡J也図（北両直）』によ

れば、札幌市には、 1(）（）力所余の遺跡が記録されている。 これは、前述の北叫道教有大学の諸氏

iこよる報告をそのま左外用しているのであるが、 逍跡の正確な地番・規模・峙代こ関しての記載

がなされておらず、その地点のみを列記したものである。

北海迅における先土器文化研究は白滝周辺を中心にその分布か調査され、 1954（昭29)年には、

樽岸追跡の発拘ぶ行なわれ急速に関心が高まり、 札幌においても数件この時代と思われる追物の

発見の報告がなされている。

1958（昭33)年、君 手彦が白石本通りにて採りこしたフレードと、 札幌北向佼郷土研究祁が平

岸天神山で採集したブレードを報告している。

1958（昭33)年 8月にぶ、 札幌西高校郷土研究贔い白石町月寒川の中にて杯集したフレードに

ついて。

1959 (H{'l:34)年12月には、札幌光星高校郷土研究部が、 白石神社境内で発見したブレードにつ

いて報告している。

いずれの資料し表採資‘i1てあり出上層位も明確：こされてい 1いい為正確な時期はわからない。 今

後良好な遺跡の発見が期付されよう。

先に記した北悔直教育）ぐ芦による、 札蜆周辺の遺跡に対する精力的な研究はぷ々と行なわれて

しヽる。

重要な報告を見ると

1963（昭38)年、宇田川 洋が、 札幌市石山て採集された尖底土器について報じている。

同年には、前述した。 分布調在の成呆をまとめた「札幌市附近の遺跡について一収録篇・分布
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図篇ー」を、 1966（昭41)年には岩崎隆人らによって「発寒小学校裏遺跡」の報告がなされてい

る。 これは、河野広道が従来厚手式土器群・兌寒式尖底土器と称していた上謡を出土する遺跡の

資料報告である。 遺跡は、標高13~14mに存在しているという。出士土器は、縄文叫代早期の静

内中野式（尖底）土器群とされる賓料として考察している （岩崎隆人ら「札幌市附近の遺跡ー資

料篇 Iー札幌市発寒小学校裏遺跡」 『北海逍の文化』 10)。

同年には、前記の、平岸坊主山逍跡の発掘報告が畑 宏明によって 「札幌市附近の遺跡ー資料

篇IIー」としてされている。

1968（昭43)".いこは、「札幌市周辺の遺跡一号察篇 Iー札幌扇状地における遺跡の先史地理学的

考察」が発表される。この論は、 札幌扇状地において発見され、まとめらhている65遺跡につい

て、先史地理学的に考寮を加えたものである。 まず先土器時代よりアイヌ文化期主でを、 A~H

期の 8期に分類し、各地こ存在する遺跡の立地条件、 標高差等より、札幌扇状地し＇）成立左考古学

の面より追求したものである。 これによると札幌面には、縄文時代中期以降の遺跡・遺物がみら

れ、標高10~30mに集中、中ノ島面では、 縄文時代早期以降の政跡が分布しており、標高40~5゜mに集中している。 平岸面では、先土器時代以降の遺跡の存在がみられ、標高30~60mに分布し

ているという。

これらの事実より札幌扇状地が形成され、人が住める様になるのは、 きわめて新しい時期に入

ってからである事を結論している。 この論考は、北晦道教育大学による一連の札幌こ関する考古

学研究の総括的なものをなしているのである。

その他にも報告された研究は非常に多いのであるが、 近年発表された、天神山遺跡・手稲砂山

追跡は、縄文時代中期に属する良好な資料が得られている。

1967（昭42)年、菊地俊彦が、 天神山に建てられたホテルの造成現場より採集した士器、こつい

てくわしく記述している。

報告によると資料が多く、セット関係としてとらえられるとしている。 席 1形_,¥(A・ B類）、

第 2形式、第 3形式1こ分類して考察している。 第 1形式よ、サイベ沢VIあるいはv11文化）付に対比

され、余市式土器の特徴をも備えているものも含んでいる Q 第 2形式については、第 1形式のロ

縁部の装飾が退化したクイプをあげ、第 3形式は、 後期初頭のものに類似しているとしている。

編年的には、 第 1、2、 3形式ともに大きな時間差が認められないが｝曽位的にとらえられていな

いため、今後の調査をまたなければ、結論を出しえないとしている。（菊地俊彦「札幌市平岸天神

山出土の土器について」 『北海道考古学』 31967（昭42)年）。

手稲砂山遺跡、 1967(A(H2)年、石川 徹が、 羅文時代中期後半より後期初頭にかけての土器

の出土を報告していなこの報告された資料の場合し発棚，巴れておらず、 ）情位的こ明確にされて

いない。 （石川 似「（札幌郡手稲砂山出土の土器について！ 『北梅道考古学』 3 1967（昭42)

年）。

V 

開発が急速に進み、 つい最近まで窄地であったり、畑地であった所が、住宅地、工場街へと変
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化してゆく様子は、一見文化か非常に発展したかの様な幻想をいだかせる。 札幌巾は、北海道間

拓の中心地として、非常な速度で開発を押し進めてきた。 この開発優先政策はそれまで地下に埋

蔵竺れていた逍閾i})破壊すら凱人ない野蛮さわまりないものであった。 北海道教育大学の諸氏に

よる精力的な分布凋査によって、 確認されている 100余力所の逍跡のうち、現在破壊の危機；こ直

面していない遺跡はほとんど無い程である。 もうすでに破壊されつくし、その存在すら確認がで

ぎない遺跡も多く存在していると思われる

戦後、文化財保晶法施行以仮、正式に発拙された追跡：ょ、 北大遺跡・手涌遺跡・ヤ庁坊主山遺

跡・北栄遺跡の 4カ所にすぎない。 うち 2カ所は、開発に伴う緊急発掘てあった。

明治末には、河野常吉によって遺跡・遺物の保存・保設運動が広範に展開され、 1918（大7)

年によ、第18回道成公：こ「遺跡・直物の調査並こ保存に関ずる件」 なる動議を提出可決させてい

る。研究者によって保存・保設の具体的な提起がなされたのは、 日本において始めててあったた

ろうと息われる。近時開発によって破壊される遺跡が急激に増大し、 社会問題化している状況を

考えると、現在こし□主ま河野常古り提言をとりあげてもなんらそん色ないであろう。 この事実は

河野常古による提五以後、 文化財を守るべき立場の行政当局は何ら遺励の破壊を防＜加こ策をこ

うじなかったという状態を示している。

日本全国こ先ぎかげて広範な保存・保護運動か展開された北脱道も現｛「に登っては、 本州各地

域と比較して非常なたらおくれを嘉見させている 0てある。

遺跡は個人の所有に帰するものてはない。 一度破壊を許してしまえば、再び元の姿に返すこと

ができない民族の歴史的遺産としての属性がある。 これを本米あるべき姿て後世に伝えてゆくこ

とが我々こ諜せられた貞格てある＇• 従って、造跡の保存・保設，ょ研究者をも含めた国民全体の問

題である。 この河野常古の提言より 65年間の空白をうめるべく広範な保存・保護運動の展闇され

る事が急務てあろう。 （羽賀、も；口）
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第2章遺跡の位置と環境

白石神社遺跡は、札幌市の都心部より東方に位置し、 国逍12号線と道道西野 白石線が交差す

る白石神社境内に存在している。地番は、白石区木通 789番地である。

眼下に月寒川、 広く；ま大谷地一帯をみわたせる標高22rn~23rnの南向き台地である。遺跡の中

心部には湧水がみられ、 この湧水部分が小支谷をかたち作っている（湧水の栢高は17,642mであ

る）。しかし、現在では、開拓当初より幾度かにわたって整地されており、台地の原形をとどめて

し、なし ‘o

遺跡は、湧水部分を中心に営まれていたと思われる。 湧水量は、現在も非常に豊富であり、水

神宮がまつられている。遺跡の営まれた時代においても、 人々が生活上、この湧水の存在は重要

な役割をなしたと考えられる。

文化財保護委員会編『全国遺跡地図（北海道）』によると、 白石周辺には、白石神社を中心とし

て、 7カ所の遺跡が記載されている（巻頭図版）。

1. 北郷

2. 本通り

3. 白石神社境内に 3地点

4. 本郷通り

5. 大谷地

これらの遺跡は、ナベて月寒］II流域に関連する台地上9こ存在している。 月寒川濯域し')台地上に

，之まだ発見されてい；；い遺踪が多く存在していると考えられる。

こ く 2
 

゜
g 3

 
5cm 

第 1図 白石神社附近の出士遺物
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白石近辺の追跡は、 1958(!l/{33)年、 け 手彦が白石本通りにて採集したブレードを求附告して

只来、札幌市中iこら先七岩鼠代の遺り亦が存在している可介翌1士を提示し、 多くの研究者から注目さ

れてきた。

白石に在住 (/)1日島一郎氏採集資計；こよれよ、 直文時氏早期から擦文時代に至る逍跡の仔在が窺

える。特に石器碩は非常に名く、プレー 1、‘状の石器（第 1図 1)、 多数の石懺、 石匙、 下頌、 石

斧、丸のみ形石斧（第 1図 3)とハラエティーにとんている。

第 1図の説IIll

1. 白石本通りにて田島一郎氏が採集し現在時計台に展示心れている資料である〉 この資料ぱ

君 手彦によってすーアこに報告されている（君 計彦 1958)。

長さ12c]Il。幅 2c]Il、厚芦 1CIDの大ぎさであろ。 打凸ば非常に小苔く長芦：こ対して福が非常にぜ

主く、翡度な剖離技術をもって係ljされたと思われる。 君は、報告の中で下祁を欠失していると品

してし、るが。その部分は細かし、泰lj糾が加えられ＇こおり、 一つり）面が作り出どれてし、る。この面を

打点としているかは解らなかったが、逆）j向の条の判離が入っている。，それぱ J應渭鰭店の刃駕

状を合しているとも息える7J‘、彫沿と断定するによ、 岩干のためらいを感じさせる。黒怖石製。

2． 白石rメ：大谷地にて、君手疹が採化し、 現在時叶台に展示されている資料てあろ 長さ11

CID、輻 3CID、厚さ0.8CIDの大きさてある。縦長の石刃(l)パルブ面に入念な押IE条lj離をほどこし、尖

頭器状の尖m部を作り出し Cいる 長らこ対して塩か非常こせまい点が 1と同様芯特徴である。

黒耀石製、 北常に闊度なプレー l、•テクニックをもって狭長の石刃を作り！廿ず改、石刃こ押圧判

離を加えて尖頭器状の石協を作り出す技術等在芳えると、その類例ば、 先土器時代よりも道東北

蔀を中心にその文化の存在を知 r,｝れている石刃謹文化；こより近いと 1，占じら仇る。

1. 2とも表採行料であり他に伴出遺物が明らかにされていず、 出土）州位も確認されていたい

ため正砲な呵産， ì、今後の調査左また辻けれよ芯ら；＇ぶい。

3. 白石木通りにて田島一郎氏が採集し現在時計台に展小されていろ昏料である。 令長llCID、

最大幅 1.5 CID、汰材面を若干残している。 特に先饂祁の刃陥は入念に研肌され、鋭い丸のみ状と

している。 石材は、片壮角閃石である 重紐：文44.7gてある。

この種の石器は、特異な形態を有する事より、 占くから祐くの注目をあびていた。道内におい

ては、石狩川流域を中心に多くり）発見1'ク：jふ発表されている。 しかし、その時代は、現在に至るま

で明らかにされていない。

1966（昭41)年、大塚和義は、石狩町花畔出上の丸のみ形石斧を殴告している。 伴出遺物が叫

確にされていない信、 形態より I:て入手困難は金属製丸の入を模倣し、それを補う役割をよたし

たもので、続罷文時代以降、掠文時代の可能性が最も強いとしている。

1969 (II且44)年、本田栄作氏は旦空知地方の文化財』において、 縄文肋代中期の所痒として，］兒

明していな

白石出＋ーのこの丸のみ形石芹については、伴出遣物、正確な出十-l也点が不明てある。

（羽賀憑二）
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第3章発掘調査の方法と層序

第 1節調査方仏

今回の調査は、直々西野一白石線敷設に伴う緊急調査で、 発掘用地が直路のため、発掘区は、

北東ー南西方向に紺いこ「~< 20m X90mの約 1800m2てあった。

発掘区設定ぱ、原則として20mxzomの大クリノド方式を採用した。 南から l~V区とする。

これを、さらに 2mxzmの小クリッドに分割した。 小ク｀リソトの名称は、東西方向ぱ、西から

A~Jと称し、南北方向は巾から 1~10と呼称する。 発掘方法は、千，凡り拙りである。 I区と II

区およびV区は、包合罰がほとんど削られていたため、 テストクリ y ドをあけるにとどめた。発

掘総面積は、約 lOOOm2てある。

第 2節層 序（第4 • 5図）

セクション図は、グリットの長軸方向 (a-bセクション）と短軸）j向 (C--d セクション）の

2本をとっている。 a-b七クションは、南西ー北東方向で、 E-Fダllのライソである。 mE5南

東璧から VF4北西壁まて図かした。 C-dセクションは、 南東一•北西Jj 向で、 m 区の 6-7 列

。^ ぅラインである c

、13層に分類てきた（ローマ数字／）。

壌 I層：整地層。二次堆積の岱土てもる。

弟 I'層：攪乱層

弟 1l"層：第v層と第VII層の混じった攪乱層。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

A 

B 

C 

D 

E 
a o― 

F 

G 

H 

J 

I 
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第II層：赤褐色土層。木の根による攪乱州である。 腐植度が強く、赤味を帯びている。

第m層：黒色土層。多少粘質性がある腐植土層である。

第IV層：賠茶褐色土層。士質は、第m層と同じである。

第V層：賠褐色土詈土旦ま、第m層と同しである。

第 V'層；粒子の粗い暗褐色土層。

第V"層：処々に黒い祁分のある賠褐色土層である。

第VI層：賠黄褐色」履。芦千粘土質が強く、黄色味を惜びている。

第VII層：暗黄褐色粘質土層（漸移層）。 地山の黄褐色粘土陪J::面の暗色に汚染された層である。

第Vlll層：黄褐色粘土層。若干の円礫を含み、 炭化物が散発的に混入している。地山である。

第IX層：黄褐色粘土のブロック状の二次堆積である。

第x層：砂層。二次堆積てある。 レンズ状こ入ってしる。

第XI層：炭層。昭和42年に、神社が焼けた時のもので、神社遺構とその周辺聟にあ 7Jo

第xn層；二次的な粘士張りで、神社遺構のレンガの礎石の内部にのみある。 加壇であろうか。

第xn層：木の根の跡てある。第II層ほど腐値化ぃ進んていない。

I • II区および田区 1~5列、さらにIV区 4列からV区 4列までは、 ほとんど腐植土層は削り

とられ、プライマリーな包含層は局部的にしか残っていない。 m区6タIJからIV区 3列までは緩ら

かな谷である。

遺物包含層は、第m~v~である。第VI層からも若干出土している。 遺物は、層位的に捉える

ことはできなかったが、 m.IV区は、縄文中・後期の資料が主体で、 V区ば、涜網文期の資料を

多く出土している。

VF5グリットよ、現地表下2.85mまで掘った。簡りバこそれを説明しておく（アラビア数字）。

c
o
l
 

-O b 

rn↓ 
d 

区配置図

z
 

＞
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し、

第 1層：褐色粘士層 I。砂粒を含み、多少吸湿性がある。

第 2層：黄褐色粕上層 I。砂粒を含み、多少吸湿性が克る。

第 3層：褐色粘」』,;,lII。フロック状で、砂粒を含み、多少吸湿性がある。

第 4層；褐色粘土層m。砂粒を含み、多少吸湿性がある。

第 5層：褐色粘土層IV。第 4層より多くの砂粒を含み、多少吸湿性がある。

第 6層：褐色粘土層V。第 5層より多くの砂粒を含み、多少吸湿性がある。

第 7層；褐色粘土層W。性状ぱ、第 6層に近い。

第 8層；黄褐色粘l--I,；"II。砂を多塁に含む。

第 9層：黄褐色粘 I[｝m。砂をほとんど含ま、：cい。

第10層：褐色粘土屈VII。砂を多少含み、吸湿1化がある。

ぶ11層；黄褐色粘土層IV。佑量の砂を含む。

弟12層：黄褐色粘土層V。ル少砂を含み、吸湿性がある。

弟13層；黄褐色粘土層VI。砂を多少含み、吸湿性がある。

第14層：褐色粘土層珊。砂を多少含み、吸湿性がある。

第15層：褐色粘土層LX 砂の含有量は微量である＾

第16層：暗褐色栢土），;,t木炭と砂を若干含む。

第17層：褐色粘土層 Xo微量の砂を含む。

第18層：淡褐色粘士層。名量の砂を含む。

第19層：陪黄褐色粘土層。砂は全く含まないが、全体に黒く汚染され、 粘着性はあまり強くな

0 

第20）げi:暗褐色砂層。多量の砂を含み、多少粘質性がある。

第21層：黄褐色砂層。多いの砂を含み、多少枯質性ヵ｀、ある。

第22層：褐色粘土層XI。砂を多少含む。

第23層：青褐色粘土層。砂を多少含む。

第24• 25層以下は、火山件の細砂と粗砂、礫層との万屈である。

第vm層および第 1~19層は、 月寒火山灰層—いわゆる大谷地黄褐色粘土層と思われる。第24

・ 25層以下は、 豊平浮石層（支笏軽石流堆積物）の二次堆積した火山灰質砂と安山岩の小礫・浮

石礫の互附からなる厚別（あしりべつ）砂礫層である。共に洪柏世の所産である。（小山・杉本・

北川1956)。 （上野秀一）

―~ 14 -
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第 4章遺構および出土遺物

第 1節 ピットおよびその他の遺構

第 1号ピット （第 7図 1、図版 5A) 

直径98cm、深さは掘り込み面より50cmの円形状のビットである。 壁は直立に近く非常にぱっき

りとしている。底面は平らである。 掘り込み面は黒色土層下面からと思われ、黒色士層を剣ぎ取

った段階で、ビットの仔在が確認されている。 覆士中には府干の土器片と石器類を含んでいる。

埋没状態を層によって餞察すると順序よく重なり合っているのがみられ、 たんら人為［内に埋めも

どされた様な形跡を残してぱいない。 覆士中に含まれていに遺物は、続罷文時tしiこ屁ずる士器が

主体をなしており、このピ、ノトが掘られた時代は、 続縄文時代かそれ以降であろうと推測され

る。このヒ゜、ノトの性格は明らかこすることができなかった。

見1 位

第 I層：黒色土層 I。 （暗褐色が強い）。

第1I層：黒色 1：層 IIC （児色である）。

第m層：黒色1-．層中に焼上が若千含まれている n

第1V層；焼土のブロック。

第v層：灰褐色土陪。

常VI屑：黒色士層m。 （黒色を呈す）。

第Vl1層：黒色土層中に粘土が若干含まれている。

第珊層：粘土中に黒色士ブロックが含まれている。

第1X層：黒色土中に粘十．ブロックが含まれている。

第x層：黄褐色粘上層てある。

A.土 器（第 8図 1~10) （図版11A)

縄文式士器 (1~3) 

（羽賀砧；二）

斜行縄文を施文する士器のみてある。 2ば、口縁部破片である。 器形は、すべて深鉢形をなす

てあろう。

焼成は、概して良好で、 色調は灰色に近い。器厚は 1.2cm前後である。

続縄文式土器 (4~10) 

ロ唇上に小さな刻人目をつけ、口縁に横走するやや太めの隆起帯をつける。 以下、徴陸起線、

三角形の刺突文、帯縄文で曲線文様をなす(4)、 口縁に横走する刻み目を有する 2条の隆起帯を

めぐらす (5)、 6~9も同林な破片である。 器形のすべてを知り得るものはないが、鉢形とな

る゜
焼成は、概して良好で、色調は茶褐色となり、 すべてに炭化附着物が見られる。

器厚は、 0.7cm前後である。

--15 -
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網文式士器の出土数ぱ、非面に少なく時代を明確に判定し得ないが、

あろう。

続縄文式土器は、いわゆる後北 C2式、後北D式土器もこ属する。

縄文時代中期に属するで

（加藤邦雄）

B. 石 器（第 9図） （図版23A)

本ピゾトから！ま、石鏃と縦長剣片、各 1点しか出土していたい。

石 鏃 (1) 両面加工で、基底部に扶ぐりを入れた無茎録である。 この無茎鏃は、当遺跡で

ぱ、哨ーの出士である。

縦長剥片

第2号ピット

直径 105cm、深さ：i掘り込み面より 60cmの円形状しりピノトである。

(2) a面両側に不規則な剥離がある。バル側は欠損している。 （卜野秀一）

（第 7図 1、図版 5B) 

墜ぱ直立こじく非常，こはっ

きりしている。底面は平らであり、 アンペラ状を見する炭化物がうすく一面にみとめられた。掘

り込み面ば、黒色土層下面からと思われ、 黒色士層を剣ぎ取った段階で、 ピットの存在が確認さ

れている。覆土中には若干の士器片を含んているが、 ピットの底面には・切の遺物は認められな

かった。埋没状態を層により観寮すると極めて乱雑に堆積している。 ビノト底面部に粘土の固く
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しまったブロックが円錐状に見られた。その他は相互

の士附が混り合った状態を呈［て堆積している。この

事史は、自然堆柏こより埋没しにとよ考えられず、人

為的に埋めもどされたものと理解される。覆土中に含

まれていた遺物は、続掘文時代に属する士器が主体を

なしており、このピ、＇，卜が掘られ、埋めもどされた時

期は、続縄文時代かそれ以後であろうと推測される。

底面にアソペラ状の炭化物がうすく一面に存在してい

るのであるが、その材質を明らか，こし、ピットの性格

を決める事は出米なかった。

層位

第 I罰：黒色土層（若干粘土ブロックを含んでい

る）。

冷;II層；黒色士層。

第mr付：焼土。

第1V層：黒色土層中に若干の粘士を含んでいる。

第v層：黒色土層。

第VI層：粘土中iこ黒色土が含まれ、賠褐色を呈する土屑てある。

り
2

胄
-

~3 旦□

ご二＞。 5cm 

第9図 第 1 号•第 2 号ピット出土石器実測図

第VII層：黒色土中に若干の粘土を含んている。

第v'Ill層：黒色土を若千含む黄褐色枯土層。

第IX層；粘土を含んだ黒色土層。

第x層；黄褐色粘士層てある。これは、明らかに二次堆積したものである。

第XI層：粘土を含む黒色土層。

第XII層：黄褐色粘土層。

第XIII層：賠灰褐色土層である。これは粘土と黒色土がまじり合った状態を呈している。

第XIV層；円錐状に入りこんだ非常に堅い淡黄褐色粘上層。

第XV層：アンペラ状を畠する炭化物の薄い円。

（羽賀ぶ二）

A.土 器（第8図11~27) （図版llA)

縄文式土器 (11~15)

ロ唇部に、表裏より U字状の l~ 見を押圧し刻み目をつける。 表面は、以下縄文のみを施文する

(11)、口唇内面こ糧文を施文し、 表面は、口縁こ 2条の沈線を横走させ、その下部は縄文とする

(12)。胴部破片で、羅文のみを施文する(13~15)。

器形は、鉢というより椀形に近い（11)、その他は、鉢形となろう。

焼成は良好て、色調しま灰色こ近い。

- 18 -



器厚は、 0.7cm前後である。

続纏文人土器 (16~27)

縄文人士器 (16、17、27)

ロ唇上に刻み目を施文し、徴隆線文か見られす、 直線的!•こ三角形の判＇だ文、罰址文を施又ず

る(16、17、27)。

器形は、確実には知り得ないが、鉢形となろう。焼成よく、色調ぱ灰色を呈し、 器厚ば 0.6 cm 

前後とばる。

続細文式土器 (18~26)

口唇［このすべてに刻み目をつげ、口縁こ隆起祝をめぐらし、 以下曲戌の三角 Iiう，！）判突、 惜唱

文、微謹起線文0組み合せる文様をつける(18、2(）、 22)、他の胴部飯片も全くこれに煩する(19、

23~26)。

席形ぱ破片て知る限りに均いて：ま鉢形てあろ〉 j

焼成は良好て黒色を呈し、 器厚は、 0.7cm前後である。 16、17、21、23、27を1床いたすべてに

炭化附着物が見られる。

纏文式土器は、蠅文峙伐晩期iこ比定ずることか出来よう。

紬龍文式土悩ぱ、いわゆる後北C五し、後北D式上器である。 （加藤邦川）

B. 石 喘 （第 9図） （同坂23A)

本ピットからは、倒片に簡単な二次加工を施こした石堺 3点しか出 i：していない。

ナイフ状石器 (3) 横刻ぎの泰IJ},を素材にして、 a面J「上と下緑、 b面左上に二次加工かある。

a面左上辺ぷ、統；こそいに面て、 a由i右下辺は欠損面か、切断面てある。 石鏃の未成品か、尖頭

状のナイフてある。

続長泰lj片 (4、 5) 4 :i、 a面右側；こ細かば二次加［りある緞長'feij片てある。 下部矢i□5よ

判片の両側に二次加上がある。打l(liにも細かな二次加1がある。下晶欠損。 （上野灼ー）

第 3号ピット （弟10図、図版 6A) 

長径 140cm、短怪80cm、 深さ：t掘り込み面よ ')50cmこ、長軸）j向を南北こ特つ楕円形状を呈す

るピットである。壁血ぱ、はっさりとせず、 底部はまるみを帯ひている。掘り込みは、漸移層Ĵ．

面より行なわれたと、田われ、 払盤の黄褐色籾土層を掘り抜いてその哀誓，よ旦竺の下囮てある厚別

砂礫層にまて達している。覆士中にも底面にも遺物は全く検出:れなかった。 埋没状態ぱ層を観

察すると極めて乱雑な堆積をパ」している。 曙には、［I¥褐色粘土が（よりついたように行化してい

る。 その他は相互に開なった上胃が混り合った状態くと呈してサi柏している。この事＇足は自然堆柏

により坪没したとはぢえられず、 人為的に埋めもどされたものと理解される。遺物が令く見られ

ない為、このピットが掘り込主れ埋め 1)どされた時期の判断は梵されず、 ビノトの性洛，こついて

も明らかにすることは出来なかった。

層位

第 I!げ｝ ；暗褐色土層 I （黒色土層中に若干の褐色栢土フロ、，クを含ん―こいる）。

- 19 --
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第10図第3号ピット実測図

第II層：赤褐色士を含んでいる黒色士層。

第m層；暗褐色土層 (II層の土を若干含んでいる）。

第1V層；暗茶褐色土署c

第v層：黒色士を若干合し＇ボ褐色土層。

第VI層：黒色上を合みまえらに黒い部分を＇ l土する陪褐色士層。

第VII層；灰褐色上層（黒色土層と赤褐色土層がまじり合った状態を屋する）。

第VIII層：若十の粘土を含んた暗灰褐色土層。

第IX層；粒状の粘土を含む賠灰褐色士層。

第X層：褐色粘土と黒色 1：かまじり合った層である。

第XI層；砂粒をかなりも＜ ；幻んた粘土層に黒色士が若干入り混っている。

第XII層；暗褐色士！1[＇9:,中に褐色粘上がまだら状，こ入り込んている。

第xm層：暗茶褐色 i-I¥'」し

第;XIV！曾：陪黄褐色粘土層。

第4号ピット（第11図） （図版 613)

長條200cm、短径150cm、深さは掘り込人1hiより 10cmの皿状を呈するピットであり、 南側半分が

（羽賀憲二）

直條 100cm、深さ30cmと太らに掘り込まれている。 壁はなだらかな立ち上りをしており、底面よ

平らである。掘り込←l大しよ蘭移層の上面からと思われ、 蘭移｝位の面よりピットの存在が確認されて

いる。北側の浅い；t|；分(})壁ぎわに直径15cm、 深さ 5cmの小ピットが 2個検出されている。覆土中

には若干の土器）：か臼主れているが、ピット底面には令く人られていない。 ピットの埋没状態を

層によって観察すると、きわめて自然な堆積を示しており、 ピット外部の士層がピット内部に流

れ込んている状態かみられる。 こ(}),h実は、人為的に埋めもどされたも(})と 1ま思われず自然堆積

によって埋没したことを示している。 覆土中に含まれる遺物は、縄文時代中期の土器が主体をな

20 -
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第11図第4号ビット実測図

しているため、このピットが掘られた時期は、 贔文時代中期かそれ以後であろうと考えられる。

ビットの性格は同様に明らかにはできなかった。

層位

第 1層：黒色士陪（若干0)粘土を含んでいる）。

第II層：黒色士中に粘土を含んでいる暗褐色土層。

第m層；粘土の非常にかたいブロック。

第IV層：黒色土を含んだ暗黄褐色粘質土層。

第v層：黄褐色粘上層（二次堆積）。

第VI層：黄褐色粘土層（地山）。 （羽賀ぷ二）

A. 土 器（第12図） （図版11B)

ロ唇上にヘラ状工具こよる連続押圧文をつい、 口緑部iこも同一工具による沈線を数状めぐらし

地文として編文をつける。焼成よく、茶色を呈する。器厚は 0.7cmである(1)。 口唇上に縄文を

つけ、表面も同一原体による耀文となり、筒形に近い深鉢形となろう。 焼成は、不良で褐色であ

る。器厚は 1.0cm内外である(2、5)。底部破片であり、底部は、かなりの外反を見せる。かなり

の傾斜を示して口縁部へと立ち上がる器形となろう。 焼成良く、褐色である(5)。

以下すべて胴部破片ー斜行羅文を施文し、焼成は粗こして、 黄褐色となる (6、7)表面は風

化して文様の窺いえない（ 8)、条線文が見られ、灰色に近いもの (9)がある。

- 21 -



器厚ぱ、 1. 0 cm前後てあな

轟文時代中期こ！属すろであろう。

（加藤邦雄）

第 5号ピット（席6!;;!) 

直径5()cm、深さは掘り込み面より 50cmの円

形状を呈するピット。に軸方向を N-38"-E

に向げた長径 200cm、短径60cm、深ぶよ掘り

込lJ面より5()cmの油長い楕円形状のヒ゜ノトの

2個が接して発見された。両方のピットこも

黒色土屈下面より確翌されたc 両方のピソト

とも貼血は直立こ近くしっかりしている。底

諏ま両ヒットとも丸みを帝びている。両ビッ

トリ）覆士中には若干の1'器片と石器類を含ん

1 i' 

己ヌ 、9

冗竺万〉＇
匹年＼―

叫口羮:, ： 3,  

゜字攻1 な記・こてJ門

知／＂`` 55C111 ; 

I I 
i 

第12図 第4号ピット出土器拓影

でいる。 坪没状態は、楕円形状ヒc ノトの層を観察すると黒色土が流れ込んだ様に存在しており、

渕上中に含まれていた遺物は、纏文時代中人：：り的に哩めもどされた＼［し雑な堆積ぱ示していない。

期の土器がE体をなしている為、

れ以後の時代でち乙うと乃えtこいこ

これらのビットが掘られたのぱ、縄文時代中期に属するか、そ

2個のヒ° J 卜は、切り合，う形で存在はし 0お l̀)ず、遺物も同

じクイプの物を含んでおり、その新旧関係は、明らかにできなかった。

も一切不明であった。

またこれらのピットの性格

層位( 第 5図 a-b(2)セクション）

弟イ屈；黒色土層。

第口層：茶褐色土層c

第ハ層：黒褐色上層。 （羽賀憲二）
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（第13図） （図版 5B) 

ロ縁部破片てあり、 2条の横走する半政竹管工具の内面を用い、 連続刺突文をめぐらす。筒形

し「）深鉢となろう (1)。以―卜すべ：胴部破片でち ,1羽壮糧文となる (2、3)、斜行縄文 (4~13)、

ロ縁部の破片であろうが横走する貼付帯を有する(14)、 撚糸文を施文するもの (15)がある。

器形は、 円筒形の深鉢となろう。 8、13ば、 繊維質を混人する。

薄いもので 1.0cm、厚いもので 1.6 cmである。

l、2、

色調1ま、褐色であり、器厚は、

纏文時代中期；こ属するものてめる。 （加藤邦雄）

（窮9図） （図版23A)

本ピットからしま、黒耀石の横剣ぎの剣片 (6)が 1点出上している。

B.石 g99 

"" 

に加工はない。

ハルブ部分ぱ部厚い。特

(I野秀一）

神社遺構

レン→：積みの 1日：土殿｝）土台跡と、

（第 6図、図版 7A) 

Zー乃内側こ15個いどットが検出されている。
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第13図 第5りピット出土 1：器拓影

まず内側に検出されたピットの概要について記して行く。 直径50cm、深さ50cmの円形を星する

ものが大部分であり、 中に砂がつまった状態で発見された。この内 8個のピ、ノト（第 6！翌P-1

• P-2 ・ P-3 ・ P-4 ・ P-5 • P-6 • P-7 ・ P-8)は、 方形をなす一定し＇汀見則的な

配列をもって存在している。

1921（大10)年発行の『白石村誌』 「神社・仏閣」の記載：こよると、白石神社ぱ、 1872(1月5)

年 4月にこの地に置かれ、 1891（明24)年5月に白石村民の鎮守として神武天皇をまつり村社と

して新座され、本殿問口 1問（約 1.8m)、奥行 1間 4尺（約 3m)、拝殿間口 3間（約5.4m)、

奥行 7間（約 3.6m)であったと記されている。先きの 8個のピ ノいま、 この数値の配列と完全

に致している。これらのピットは、 明治24年に新築された社殿の礎石を埋めたヒ°、ノトか、ある

いは柱穴であろうと考えられる。 尚この社殿は、 1897（明30)年に焼失し、 1901（明：34)年に再建

されたという。

レンガ積みの旧社殿跡ぱ、 1967（昭42)年 2月に焼失した神社社殿の土台である c 1970（昭45)

年発行の『白石発展 100年史』によれば、 1925（大正15)年にこの社畷バ新築さ｝し、 本殿間ロ

1.8m、 奥行 3.6m、拝殿間口 9m余奥行 6.3mてあり、 その後1940（昭14)行に改築され、

本殿間ロ 1.8m、奥行 3m、拝殿間口 5.4m、 奥行 6.3mになったと記載されている。しかし、

発掘された社殿の土台ば、大正14年再建されたとしているものより若干小さく、 昭和15年改築さ

れたとされる上のより大ぎい。

現在の白石神社宮司の況明しこよると昭和42年に焼失した什殿は、 大正年間に建てられ、その條

改築が若干行なわれているものの大規模な変更はなされていないという。 そして社殿の規模は、

本殿間口 1「サl（約 1.8m)でその両側に「たたみ」 が 1枚干つしかれていた。拝殿間口ぱ 4間（約

7.2m)、 奥{13間（約 5.4m)で造り；ま「流れ造り］て柘ったとい、ゞ）。発掘されたレンザ積み社

殿跡は宮司の説明された数値と一致している。 2度にわたって火事に会い焼失している事は、レ
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ンガ積み土台内側にしぎつめられた粘土層上面に炭化物の附がみられる事よりも理解される。

レンガ積み土台内側より検出されたピット中 8個は、 その性格が明らかにされたのであるが、

その他のピットよ、 レンガ積み土台に伴い社殿をささえる支柱をうめたビットであったのではと

も推測されたが、規則性をもって配列されてはおらず明確な性格は不明である。

（羽賀憲二）

第 2節住 居 跡

第 1号竪穴住居跡 （出14図） （図版 3)

II区 J5, 6 区にわたっ—c存在する。 南東隣接地が造成工事により削平さいズおり、その切断

面にセクションが露呈していた。 現存部分は約 3分の 1程度であろうかと推察される。

aー °I 
勺`m 

｀ n ¥1¥3,゚
＇ 

廿

」＼ ＼ ｝ 

I蕊

レペル23,ooorn、<(
｀ ゜----FI 

゜ lm 

-
v
 

ー

0

第14図 第 1号竪穴住居跡実測図

竪穴の埋没状態は、次のとおりである。

第 I層： ！！荘色士層。草木の根が入り込み明らかに 2次的攪乱を受けている。

第 1I層：黒色土膵。栖木の根があまり届いておらド、吸湿性を有し粒子が細かい。

第rn層：真黒色士層。 2次的な移動を受けることなく仔伍し、 第II層より更こ吸湿!'Iことみ、

粒子が細かくなる。

第IV層；黒褐色土｝曽。席 1I層の黒色上が多く、これに貨褐色基盤粘土層か若干混じる。

第v層：焼土。若干の焼士がブロック状に存在する。

第VI層：褐色土層。黒色土と載褐色基盤粘土の混在により作られる。

第Vil層：暗褐色土層。 いわゆる漸移層的な土層で第rn層真黒色土と第1X層黄色基盤粘土の混合
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によって作られる。

弟vm層；褐色土罰、第VI陪に近い状態であるが、粒子が若干糾かくなる。

第IX層；黄褐色粘一十層。本台地の基幣をなすものである。

竪穴住居跡掘込み而は、第IX層に至って確認される。

現存部は、．壁上端より南北 315cm、東西残仔隅 150cmを算ナる。

平面形は、現存部ク］より想像をたくましく推察すれは、円形、惰円形が考えられる。 しかし、

後述する如く北海追の該時期の竪穴仕居跡の形態には、 特異たものが見られる故、宅かだこと：ょ

し、えなし ‘o

壁の状態は、深い部位で約20cm、浅い部位では約10cmである。 立上りぱ、割合なだらかであり

覆土と明確；こ区別ごきる。

焼土は、中央部より北東部にわたって細長く見られる。 厚さ 5cm約であり、中央部近くと、北

東；こ偏した 2箇所こ約30cmにわたって多く見られろ。 他のものよ、この両者より散乱した如く状

態にある。北東に存在する炉の西側に若干の木炭が見られる。

床而｝ぅ状態ば、炉近辺にドいて：l-一、堅緻に踏み固められてt；り、 向辺にしたいって軟弱とな

る。中央に向ってゆるやかな煩斜を見せる。

柱穴、及び他のピット類ぱ現存部に！まー•LJJ見られだかった。

この住居跡の構築年代を決定するに足りる十分な絨の土器は得られなかった。 あえて求める Ic

らば平州天神山造跡（菊地1966)出土土器に近いふ 0)か、 或ぱこれこりわずかに新しい時期／こ位

置づけられよう。

該時期における住届跡の報告例は、道央部においてはい主だなされておらず、 これに近いもい

を求いる｝ょらぶ、道南地区の該叶期とぷは時を同しくするてあろうサイベ沢B遺跡（森旧1967)、

本住），片跡よりやや新しく位置されるであろう函館rli見睛町逍跡 （森田・高柘1966)が得られる。

ザイヘ沢 B遺跡；こおいては、サイベ苅式—1器期；こ同足できる 2 基見IIけ町式 L沿期に 1,1） 定できる 1

基の計 3基の{i居跡が発掘されている。しかし、 サイベVII式土器期に比定される住居跡は複合し

ており、更こ農道工事により削闘、されて 1ゞ り、全在を窺い、こるこぱやや不十分である。 見晴町式

土器期とされる 1基は、平面プラソしま五角形に近い隅丸方形を呈し、 6個の柱穴と 2箇所の地床

炉を有する C ザイペ沢澗式土器期とされる 2基もこ｝いこ近い形となろう c

見貼町遺跡の場合も、そのプラソを定かに推定し得るだけの資料とはなり得ない。 現存する隅

丸方形を呈する一辺より想像をたくましくずれぼ、 五角形状を呈する偶丸方形フ゜ランとばり得る

可能付を十分に秘めていると言えよう。

旦上の類例より本什）片跡を見れぼ、 楕円形、叉ば、見貼町式土器期に見られるプラソを呈する

ものと考えられよう。 （加藤邦雄）

A.土 器（弟15図） （図版lOA)

囮土出土士器 (1~17) 
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第15図 第 1号竪穴{i:居跡/1¥I：土器拓影

口[L;1ぶこ磨消帯をつ

灰褐色をぼし、厚さ 0.4cmてある(1)。

る(2、

は良奸で、

3)。器形は、小形の鉢形土器であり、

器厚は 1.() cm前後である。2は灰色、

(4 ~6、10、11)。

旦下，こ蝠約 0.3 cmの

3は黒色を1孔する。

呈する 6、10の他ぱ黒色てある

起：料と横走させる小形士［器破片である 3 色調は

ロ縁部破片ご、慇りの 9わるい題文原体を回転させ施文す

3は小突起が見られ、 ロ縁か若干クト反する。焼成

2、3に類似する胴部破片

ロ縁部破片であろうが、表面が判離して詳細は不明である (12)。黄褐色を

12ぱ、胎土中に微醤の繊維質を混入する。 器）1｝ーは、 1. 2 cm内外

てある、」月叫贔破片て還文のみり）もり (7~ 9)と咲部近くり破片であり無文のもの(13、16、17)、

上半に輝文を施文し、哀部近くを無文とするもの (14)、堪文を施文するもの (15)がある 3

円詞形深鉢で、焼成は良く、色調は茶褐色を1T}する。器形は、 器厚；ま0.7~1. 5cmてある。

褐色土）iり出土土器 (18~22)

指頭による押圧をつける貼付帯を巫―下し、地文に縄文を配する (18)、

22)、縄文を回転庄ずに押庄するもの(20)0

縄文のみのもの (19~ 
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器形は、すべて円筒形の深鉢形である。 焼成ぱ概して良判てあり、色調は茶褐色である。胎土

中には、 22を1ふいてすべて繊維質を食む。 器厚ぱ、 1.5 cm前後である，

床面直上出十士器 (23~28)

ロ唇上に腿文を有し、口縁部 Jり出部，こか：ナて 4条の北線を横走し、 口唇部より縄文原体を押

圧する貼付罰をにさ約 4cmにわたって堆下する。 地文として縄文を底部近くまて施文する。器形

ぱ、若干波状口緑をなす小形のL席て、 胴部がわずかに脹る鉢形士器である 内面には炭化附済

物が見られる（、焼成は粗であり、色 i闘ぱ茶色となる。 器）Iれま 0.8cmである (23〗

縄文のみのllh1部破片 (24~27) と1j応部破片 (28)；)バちるた これらは胎l中に緻維を混入する

焼成がよ〈、茶褐色を呈する 喘I1出ま 1.0cm前後でもる

床面出土 I'.^器 (29~32)

縄交を施文した小破片のl;_て、その全貌をうかがうことは出来ない。 30は、胎士中に繊維質左

混入する。その他は、床面1i'J:上出ヒの土器と同一てある。

出 II: :t:}の総数を拓影i:: ]、 l たか、~;れらクr ふっご積極的，こ年代を庚をず乙ことば、 非常こ因

難でで)/

7、Sしヽ 土器よ、平｝『 Jこ神山追跡出土土器にれ'i似ずる。 2~6、9~12の土器ぱ、纏文「東休の

様相より見れば、本遺跡出十叶只I詳土器に近く、 いわゆる伊達山式 I灌ド（岩崎他1970)に最も近

いものといえよう。

18~32は一括資料と［て収り扱える状態にあって出士しており、 18、23よ、手稲砂山伐淋出士

昌
2

i

尋

こ 5
 

息
4h

。 ゜
5cm 

第16図 第 1 号堅穴件屈励•第 1 号竪穴住居跡状逍描出上右器実測図
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土器（石川1967)に最も近い存在にあると言える。 本遺跡発掘区出士士器に対比して見ると、そ

の焼成、 II在土、色調等の総合的所見により弟 I群土器に最も近い。第 1群土器は、 その組成より

平庁天神山遺跡出土土器に近いものである。しかし18、23に見る交様は、 平岸天神山遺跡出土土

器に全く見られないところより、 平岸天神山遺跡出土土器よりやや新しく位置づ汁られる可能性

も考えられよう。 （加藤邦雄）

B 石 器（第16図） （［―ぶ版22A、23A)

石器は、本竪穴からは少量しか出土していない。

褐色土層出士石器 (1、 2)

すり石 (1) 円盤形の河I東石である。ほとんど原石面のま主であるが、 a、b両面を粗くこす

っている。石器製作に関連したすり石と思われる。

掻 器（2) 縦長剥片を索材にして、 a面下部に背の高い二次加工を入れ刃部を作出してい

る。 a面にぱ幡広く原石面が残ズ， 0

床面出土石器 (3、 4)

石 錐 l31 半両面}JII［か痙こし、 先頭部および柄部を作っている。 a面左にぱ切断面があ

り、右には背の高い-二次JJIltがある。

縦長剣片 (4) a圃右に二次加工があり、 b面右には使用による不規則な刃こぼれがある。 a

面右J:::と左上は欠担している。 b面には、短軸および長lhli)j向の短かい擦痕が無数に観察され

る。 （卜野尻ー〕

第 1号竪穴住居跡状遺構 （第17図） （図阪 4)

IlI AlO、IlIB 1(）、 IIA 1、 IIB 1、にわたって存在ナろ。

堅穴の埋没状態：：

第 I層：賂地附。帖地による 2次堆積が明瞭な層である。

第II層；黒色土図。粒子が粗く粘質をおびる。

第IlI層：黒色士層。粒子が細かく極く微量の黄褐色粘土が混入する。

第IV陪；苗褐色士層。第IlI層の黒色土と第vm層の苗褐色粘土の混合によるもので、 第v'Ill層が多

く混合する。

第VJ¥!:：褐色＋附。第IlI層黒色土と第vm層黄褐色枯土が況り合う。

第VI層： n_1冒仏色土閃。第vm層の黄褐色粘土iこ若干の黒色土が混入する。

第VIIIけ：苗色ト一層。第VI層より、 より第珊層こ近いが、若干暗い感じがする。

第渭屈；黄褐色粘土層。本遺構を乗せる台地の某盤をなす。

竪穴の掘込み而は、第vm層黄褐色粘土層により明確に確認出来る。

大ぎさぱ、慨上部で長径 412cm、 短径最大幅 253cmである。

平面形は、卵形に類する五角形に近い状態となる。

長軸は、 N-40°-E となる。

撃の状態ば、地山が北西にゆるやかな頌斜を見せているために、 南東の壁高がより高くなる。
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第17図 第1号喀穴住居跡状遺構実浪lj図

東壁高20cm、南壁高25cm、北壁高12cm、西壁高 9cmを計ることがでぎる。

は急傾斜を見せるが、他の部分ではゆるやかな傾斜とたる。

立ち上りは、東側部で

焼土は、 これを認めることがてきなかった。

底面は、平坦に掘り込んでいるも、

なかった。

極めて軟弱であり、人為的に踏み固められた状態iま見られ

柱穴、及びヒ゜ゾト類1ま、発見することが出来なかった。

本遺構を一見するとその形状は、あたがも竪穴住居跡であるかの如く惑じが強い。 しがし、覆
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土中よりわずかの遺物と底面近くに完形土器 1個体分か発見されたのみで、 I未面と考える底面に

も炉と思われる焼士、文」／）か、一切の焼土・炭化物等左検出することがでぎなかった3 床面と考

えるには、その状態が極めて献弱であり、 生活の痕跡が何ら残されておらず、柱穴、及び他のビ

ット頂の検出は全くできなかった。

以卜述べた如く、本遺構を住居跡とする積極的な証左を得ることがでぎなかった。 竪穴状の落

ち込みが明瞭に認められているのみで、その性格を決定する条件は、 何ら具備しておらず不明で

ある。

時期は、朝日卜で口遺閾出土第 6類土器に当てられよ、、））

A.土 器（第18、19図） （図版 9、10B)

完形士器（第191;;11、t<1版94)

ロ径16.Scm、高さ25cm、口緑部に 6個の小突起を有する波状口縁となる。 頚部にて若干のくび

れを見せ、肩部より胴部上半に脹みを有し底部へと移行する。 底面ぱわずかに揚底となる。口唇

（加藤弔雄）

上に連続刺突を施文し、口緑部に円形工具による刺突文（内而突瘤文） を2cmの間隔にてめぐら

す。底部約 4cm幅以外すべてに縄文を施文する。 椙文原体ぱ、長さ約 4cmの紐を使用し両端に結

節を有する。縄文：土不鮮明となる部位が多い。

胎土中に小石を古I大、繊紺を含む。 焼成は概しC良好てある。色調は、口縁品より頚涌にかけ

て黒色、以下黄褐色と fころ
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器厚は 0,9C111前後である。

土器片（弟18図、図版lOB)

表裏に縄文を施文し、頸部近くに約 3cm問隔にて刺突文（内面突瘤文）を施文する。 その一部

，ま、完全こ裏面に突き抜けている。

器形は、 6個の小突起を有し、頸部がわずかにくひれ、 胴部にやや脹みをもたせた深鉢形であ

る。

胎上中に小石と微量の絋維を含み、 焼成良好で、黒色を星する。器厚は 1.1cmであり、復元推

定によれは、日径約3()cmとなる(1)。

地文と Lての網文と沈線による文様の組合せである。口縁部が波状となり、 これに平行な沈線

を描く (2)、横走する沈線となる (3)がある。

器形は、波状口緑となり、頸部にわずかにくびれを見せる。 焼成ぱ良好で、褐色を呈し、器厚

vま0.7cmとf;／，（ 2)。器形ば、うかがい得ないが、焼成良好で黒色となる。器厚は0.Scm(3)。

ロ縁部破片で縄文のみのもの、平口縁の鉢形士器てあり、 裏面ぱ、器面調整を行ない光沢をお

びる。表面は黒色にして、器厚ぱ 0.9 cmである(4)。

胴部破片であり縄文を施交ずる (5~10〗器形は、全形を知り得心いぶ鉢形と t［ろうこ 7 ほ、

薄手であり、 8は、底翫近く）破片である 黄褐色を呈する(5~6、8、9)、黒色となるもの

(6)がある。 1(）は、灰黒色を呈する無文土器である。器厚ぱ 7が0.6cm、他：i1.0cm前後であ

る。

遺構底面近くで発見芦hた 2個（第18閃 1、第19図 1)：ょ、 朝日トコロ貝塚出 I窮 6煩土器と

全く同一時期のものでち；’.））へ

覆士中より出 lこした上器ぱ、 2 • 5 ・ 7より見て縄文時代後期中艇の土器とでぎよう。

（加藤邦雄）

B. 石 器（第16図） （図版22B)

石器は、本竪穴の覆土中から 1点出土したのみてある。

石 斧 （5) 素材を荒く打調し、全面を研磨したものである。 定角式で、 b面の曲面は弱く平

坦である。両刃で、断l面ぱ少し非対称形である。 整形痕は、 a面が右下りが王体て、長軸方向が

若干あり、 b面は、長l叫方向が主体で、 短軸方向が若干ある。側面ぱ長軸方向である。刃部の平

面形は少し右下りである。柄部は、少し欠損している。 （上野秀ー・・）
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第5章遺構外出土遺物

本遣跡の各発掘区より得られた遣物は、前述の如く、 何ら層位的な出土事実は得られなかっ

た。以下にそれらの概要を述べよう。

第 1節 土器及び土製品

出土上；｛｝｝は、褪文時代中期より縄文時代後期、 縄文時代晩期、続纏文時氏、擦文時代の広範に

わたり、それらが雑多に出土している。ここでは、 従来発表されている知見をもとしこ、便宜的に

幾つかの詳別を行ない説明を加えた。

完形土器 （第19図2~4、図版 9-2~4)

(2) 口径12.2cm、高さ16cm、口縁部に 4個の突起を有する波状口縁となる。 頻部にわずかなく

びれをみせ、肩部に脹みをもたせる深鉢形となる。 器面｝l1叶部まで斜行縄文を施文し、以下無文と

なる。縄文は、ところどころ消失している。

胎上中に若干の砂礫を混在し、焼成は、概して良好と;::;ぇ、色調は灰色に近い。

器厚は、約 0.8cmである。第v1群土器；＇こ属する。

l3) 口径7cm、高さ 4cm、小形の土器である。 日唇上に刻みRを施し、器面に、長さ 1cmから

2cmの刻み目を/)バーる。

胎土中に微少の石英片を含み、焼成よく灰色に近い褐色を呈す。 器厚よ 0.6cm、第XI群士器に

属する。

(4) 口径21.5cm、高さ現存約21.5cm、樽形の器形となる。 口唇を若干外反させ、刻み目をつけ

已／3 ゜
10 20cm 

第19図 第 1号竪穴住屈跡状遺構出士士器（1)、発掘区出土 (2~4)上器
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る。頸部に 4条の横走する沈線を配し、以下縄文であろこ

焼成よく灰色を呈する。冶XII群土器に属するものであろう。

第 1群土器（壌20図 1~30) 

A類 (1~15) 

縄文を地文とし貼付帯を有し、口唇上、貼付帯上、あるいは、 頸部，tり胴部にかけて連続刺突

文を施文する。本類における連続刺突方法について簡単に説明ずる 3

(a) 半観竹管工具を用い、士器器面左から右方向へ順次施文する。 施文工具を器面に対し

て、約 20°~30゚ に当て、右から左方向へ加える力と、 ＇晶面外側より内側へ加える力を、同一時

に｛動かせることにより飾文する。 その後、次の胸文位置へと施文工具を移動する際しこ、施文原体

を器面からはなすことなく、 浅い沈線を描きなから移動する。為に、この文様を拓影によっての

み見れば、あたかも単なる沈線としか見えないc 文様ば、前述の異なる方向よりこつの力を同一

時に加える刺突と、単に、 器面外側より内側に加える単一方向の力によってのみ施文される 2通

りが見られる。この二者が同一個体に見られる。

(b) 円形竹管工具により (a) と同一施文を行なうもの。

(c) 先端の平らなヘラ状工具により（ a) と同一施文を行なうもの。

(d) 半敬竹管の内面を、 器面に対して20°~30°の角度に当て (a) と同一施文手法を用いて

施文するもの。

尚、縦方向に施文する場合にも、 (a)と同様な施文手法を用いる。

地文としての縄文を施文した後、口縁部に横走する 2条の貼付帯と、 更に、これより垂下する

貼付帯を配し、貼付帯上に (a)の手法による文様を施文する。 刺突を施文後、貼付帯に整形を

加えており、刺突の形が均ーでなく崩れが見られる。 これらの作業の終了後、口縁より頸部に至

る4条の (b)の手法による施文が横走する。 土器内面に幅約 3.0cmにわたって縄文を施文す

る(1)。

ロ唇部に横走する貼付帯は倒脱している。 ！］唇上と貼付帯・ロ縁の境には、それぞれ (a)に

よる文様があり、顎叩こ；よ、横走する 2条の (C)による文様が施文される。 表面によ、纏文が

施文されていたようである。 内面は、現存部すべてに羽状をなす縄文を有する(2)。

ロ唇部に横環する貼付帯を持ち、 口唇」：と貼付帯上に(d)の手法による文様、口縁部に (d)

と同一原体を用い（ a)の手法による横走する文様を構成する。 地文は縄文である(3)。

懸垂する貼付帯と胴部に (a)による丁法の文様を有し、 地文に縄文を配する(5)。

6、7は同一個什であろう。地文の縄文を施文後に太い貼付帯をめぐらし、 底部方向より口縁

部に向け力を加え九がら、 竹管状工具の側面を用いて4甲圧する刻み目を施文する。口唇上には半

賊竹管工具の先端による刺突を、貼付帯直下には、 円形竹管工具の先端による刺突を施文する。

その下には、 約50° くらいの角度に竹管を土器面に当て (b)と同様手法による文様をつける。

以下このくりかえしである。

地文として輝文を施文後、口縁部にやや太めの沈線をめぐらし、 口縁内面、口唇上、貼付帯J:
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しこ細い半載竹管上旦の先端こよる刺突を作る(8、9);

縄文を地文とし、口唇部に貼付帯をめぐらし、口唇上、 口唇と貼付帯の境、及ひ貼付帯上に、

半賊竹管工具の先端による施文を行なう (10)。

ロ縁部に貼付帯を横環し、口唇上に左より右方向に力を加える刺突、 貼付帯上にヘラ状工具に

より刻み目を施文する(11)。 同じく口柑卜に横走する貼付帯を有するが貼付帯上の文様ぱ、指頭

による押圧である。口唇上には、竹管による刺突文があり、 内面にも縄文が施文される(12)。13

は口緑部破片である。口唇上にば、 (d)による文様があり、口縁こ懸垂する沈線を有する。沈線

の施文には、半戟竹管の内面を用いているため、 2本一組の沈線となる。

胴部破片であり、頸部こ拙七する竹管による叫哭を配する(14)、 懸垂する貼付常，，こ (c)によ

る2条の縦走する文様を描くもの (15)がある。 両者とも地文として縄文を有ずる。

器形は、すべて深鉢形てあり、ゆるやかな波状口縁と明確に知れる(1、12)の2点がある。 1 

は、いわゆる朝顔形に近い器形を示す。 口縁部がやや外反するもの(8、14、15)がある。他は単

純な深鉢となる。

胎土中には、微量の繊維質を含み、若干の小石を含む。

焼成は、非常に良好てあり、 1の如くはは、あたかも鉄鉱石を思わせる感じがある。 他もおお

よそこれに類する。

色調は、その多くが赤褐色であり、 13のみが黄褐色を母ずる。

器厚は1.2cm~1.4cmてある。

B類 (16~32)

地文として縄文を有し、半歓竹管工具の内面、 外面を用いての刺突状の文様を主体とする。

ロ縁部を肥肛し、口唇と口縁に (d)の手法による文様を有する。 口唇部施文の方向は、土器

ロ縁に対し右斜上方より施文し、 更に同一箇所に右方向より力を加える施文を行なっている。貼

付帯の施文ほ、右方向より力を加える施文と、 同一両所に手前より同様手法にて施文する(16)。

ロ縁部破片であろうか口唇部は欠失している。 口緑部に糎文を配し、口唇より隆起帯左垂下さ

せる。頸部には、 (b) 1こよる技法を用いる枕線をかパリ乱雑に横方向に描く。 隆起沿上には

(d)による手法で16と同様な文様を施す (17)。

(d)の手法による文様を有する貼付帯をめぐらす (18)。斜行、縦走する貼付帯上に (d)0) 

文様をつける (19、20)。竹管工具により右から左方向への刺突を施文する(21)、垂直方向からI})

剌突を口唇上に有し、口縁に縦走する 3条の (a)手法による文様をもつ (22)、口唇上は、竹管

工具による円形刊突を有し、以下縦走する刺突を (d)による手法を用いて施文する (23)、口唇

上及び口唇部にヘラ状工具による刺突を施文する (24)、口唇上のみに幅の広いエ具により (d)

の手法による文杜をつける (25、26)がある。 27は、内面にも編文を有する。

29は、小形の鉢形の器形を有するものであろう。 口縁部に貼付帯を有し、半政竹信工具を直角

に刺突する文様を 3条施文する。 口縁部に貼付帯を有し、口唇上及び口唇：こ (d)による述続刺

突をつけ、貼付帯上にも轟文を施文する 3 地文の縄文を施文する前に貼付帯をつける例は、この
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1,l,、［のみてある。口唇上、口唇及ご頸部近くに 2伯の連続刺突文を有する (28)。

以下蘊文のみの胴部破片である。胎土、焼成、 色調すべてより見て本類に属すと考えられる。

複節縄文のもの (30、31)、単節謳文のもの (32、33)がある。

器形は、明らかに波状口縁と知れるもの (21~23)がある。 いずれも頸部に粋干のくひれか見

られる。 24ば、かなりのくひれを見せる。すべて深鉢形であろう。

胎土中には、その多くに繊糾と砂粒を含み、 19のみには鏃糾の混入は見られない。

焼成は良好で、色調は、 17、19、28が黄褐色を呈する。 他は赤褐色であり、 A類と同様であ

る。

器厚は、多く；よ 1.0cm内外ご、 31、32は l.4 cm程である。

第n群土器 （第21図 1~12) 

地文として輝文を施文し、口緑部の折返えし、及び貼付幣を有する。

ロ縁部に輻広の折返えしを/-）ける (1)、若干細めの貼付舟をめぐらす(2、 3)、口唇上に指頭

による波形を作る(4)。

頸部より胴部にかけての破片であるが、貼付帯が 1条のもの (5、6)、2条のもの(7、8、9)、

3条のもの (10)がみらわる。貼付帯ぱ、ずべて地文の縄文を施文の後iこつげられる。地文の羅文

：文、羽状と匁る (7、8)、坦文と貼付帯」＿しり謡文方向がlnJじもの(6)がある。

折返えし「1緑にしており、更に、 胴部近くにて一段薄くし底部に至る。頸部に棒状工具にて外

側より刺突するために、内側にいわゆる突術文を作る。 刺突は、棒状工具で器面を突き、更に、

これを土下［こ動かすことにより長方形に近い刺突となる 2 内而こも縄文を韮文する (11)。11とす

べて類似ずるが頸部の刺突は、四角のエ具により施文する (12)、両者とも纏文施文後に器面調整

を行なうため、縄文の粒子がかなり変形される。

器形は、多くは平口縁の円筒形となる。 11のみが頸部にて若千のくひれを見せ、胴部がわずか

iこ脹る深鉢形となろう。

胎土中には、すべて砂位を含み、絋祉質の混入は見られない。

焼成は、概して良好で、色調は 3、7~10は褐色、他ぱ黒色を呈する。

器胆は、 1.6cm前後のものが多く、 11¥i0. 9 cmである。

第III群土器（第21図13~18)

地文として縄文を施文し、細い貼付帯をもって装飾する。

ロ緑部破片である。口唇部及び口唇上にも網文をつけ、 口縁部に約 1.0cm幅の磨消帯なもら、

幅 0.7 cmの貼付帯をめくらず。貼付惜いこも縄文をつげる(13)。以下B|nj部破片であるが、 14、15も

同桂てある。刻み且を有す縦走する貼付帯を有する (16)、逆丁字形の貼付惜を有する(17、18)。

描形は、破片で見る限りすべて平日縁の筒形に近い探鉢形となる。 18は、頸部に若千のだ判曲が

みられる。

胎土中には、砂粒を含み、 13、14、17iこiまわずかに磁椎質の混在が見られる。

焼成は、 13、15、18を除いて粗てあり、黒色のもの多く (13、14、16)、17は褐色である。
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錆IV群土器（第211m9~22)

沈線と刻み目を有する貼付帯との組合せとなる (19、20)、同じく沈線と指頭による押圧を有す

る貼付帯をもつもの (21、22)。21は、内面にも縄文を施文する。

器形は、円箇形に近＇ヽ深鉢バ多く、口糸点が外反するもの (19、21)がある。

胎土中には、砂礫を含み、 19、20を除いて焼成よく褐色を呈する。

第V群土器（第21図23~27)

地文として纏文を有し、口縁部に垂下する貼付帯を有する。

ロ縁部より長さ約 5.0cmの無文の貼付僻を有し、口唇上、及び裏面にし縄文を施文する。 頸部

に刺突文（内面突瘤文）を有する (23)。口縁突起頂部より纏文原体の先端にて刻み目をつける貼

付帯を約5.0cmにわ］こって垂下し、 内面にも縄文を有する(24)。口縁部に、右から押しつけて作

る肥厚帯を1iする (25)。口緑部に幅約 3.Ocmの磨消幣を有し、突起頂部より籠文原休を押圧する

肥厚帯を呈卜ここし、口）伍 l::にも縄文を施文ずる (26)。口縁祁を肥厚させ、半裁竹管工具の内面に

より横環する三段の連続刺突を有し、 突起頂部より連続刺突文を有する貼付帯を垂下させ、内面

にも縄文を有し、綾絡文が見られる(27)。

器形に、 2]を除いてすべて突起を有するぷ鉢形である。

胎土中には、小石を含_J;..、焼成はおおむね良好で25は県色、他は赤褐色である。

器厚ぱ、 1.2cmから 1.8cmである。

第VI群土器（第22図、第23図 1~10) 

A類（第22[Z11~12) 

ロ緑部に肥厚帯を有し、頸部にPl形工具により外面から刺突文（いわゆる内面突瘤文）を作るし9

すべてに縄文を施文する。

頸部に刺突を施文し、この一帯に暦11り手仏を用いる（ l)、纏文の知こ刺突文をつける(2)、ロ

縁部に屯との稜をつけ、その直下に太い円形工具にて刺突を施文し、 口唇上、内面にも遥文を施

文する(3)、口唇部に刻み目をつける (4)、口縁部に 1条の横走する太い沈線をめぐらし、頸部

に刺突を有し、内面にも蠅文を施文する (5)、口縁部を大きく肥摩させ、表裏及び口唇上に誕文

を有する(6、 8)、薄手の土器で裏面の縄文を欠く (9)、 口縁の肥辱が大きく無文となる(10)、

ロ縁の肌厚かなく、口唇」Jこ示』かい沈緑を加文する (11)、口唇上に悔状工具にて剌突文をつける

もの(12)がある。

器形は、破片にて知り得る限り 2、5、 6、 7、9は、 口縁に小突起を有する波状口縁とな

る。多くふ頸部にて若干＜ぴれ、胴晶のわずかに脹る深鉢となろ・〗? 2は口縁部か内賛し、

7、11、12は、円筒形の深鉢となろう。

胎士中には、すべて小石を含み、 7、10~12以外ぱ繊維質を混人する。

焼成に、概ねく良好である力；胎土中の砂粒が多いため、 表面はざらさらした手ざわりとなる。

色調は、 7 ~11しま褐色を咽し、他は、灰黒色である。

器厚ぱ、その多くが 1.0cm内外である。
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B類 (13~21)

地文としての継文と口縁部に連続刺突文をめぐらし、 頸部近くに刺突文（内面突瘤文）を施文

する。

ロ唇上、及び口縁部に先端の丸い工具による横走する連続刺突を施文する (14)、先端の平坦な

ヘラ状工具による刺突をつげ、内面に羅文を有する (15)、縄文の撚りがゆる＜、更に内面にも同

ー原体による縄文を有する (13)。ヘラ状工具により同一箇所を 2回にわたって東り突し、内面にも

蠅文を有する (16)、斗戯竹信工具の内側を使用ずる連飩刺失文をつける(17)、口唇上と口縁に先

端の三角形な工具により連続剌突文を作る (18)、薄手の土器で口唇部のみに半載竹管工具の内面

を用いる連続刺突を施文し、内面にも縄文を有する (19)、口唇を若干折り返えし刺突文のみをつ

けるもの(20)がある。 21は、多くのものと若干趣きを異にし、 口唇及び口唇上に縄文原体を押圧

し、口縁部より野i部にかげてて段にわたって、円形工具の先端による刺突文をつける。 内面にも

縄文を施文する。

器形は、破片で見る限り平緑の深鉢形である。 19よ、頸邪で大きくくびれる C 他のものは、顕

部にてややくびれを見せ胴部左ゆるやかに脹る器形となろう。

胎上中にぱ、すべてに小石、砂粒を含み、 13~19は、繊維を混入する。

焼成はおおむね良好であり、色調は黒褐色を呈する。

器厚は、 19、20ぱ0.7cm、他は 1.2cm前後である。

c類 (22~26) （第23図 1~10) 

地文としての褐文を持ち、口縁部に 2~3段の連続刺突文をめぐらし、 頂剖近くに出I]突文（内

面突瘤文）との組合せとなる。

ロ唇上は指頭で押圧し波形を作り、 ヘラ状工具により二段の連続刺突文をつける(22)、内面に

蠅文を施文する (23~26)、口唇上と内面に縄文を有する(1)、口唇上に先端の円い工具による刺

突を施文する。口縁部刺突も同様工具により、内面にも縄文を有する (2)、口縁部磨消帯をはさ

む 2条のヘラ状工具による連続刺突文をめぐらすもの(3)がある。 3と同様であるが、口唇上に

も連続刺突文をつけ、内面に縄文を施文する (4、 5)、口唇上と口縁部に同一工具による連続刺

突文をつける(6)、口縁名［に先端の平坦な工具により 2和の連続刺突文を横走し、 その間に同一

工具の側面を使用する沈線を有する（ 7)、幅広い半政竹管工具の内面による連統刺突文(8)、先

端の細い工具により沈線川、の連続刺突文を施文ずるもの(9、10)がある。

器形は、破片で見る限り 1、8を除いてはずべて平縁であるが、定かでない。

胎土中には、すべて小石、砂粒を含み、繊維を混入する。

焼成はおおむね良好で、 25、 4、 5、7、8は黄褐色であり、他は黒色を呈する。

器厚は 1.2 cm前後である。

第VII群士器（第23図11~21、第24図、第25図）

縄文のみを施文する。 こJ消）類が前述した土喘群り）何拠に属するか問題があろうがここでは、一

応一括して取り上げる。
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ロ縁部に幅広の無文帯を有する (10)、やや幅の狭い無文帯を有し、口唇上に縄文を施文する11

を除いて内面にも縄文を有する(12、13、15~17)。 粒子の荒い纏文を口唇上、表裏ともに施文す

る(19~21)。

以上の土器は、口緑に小突起が見られる鉢形士器である。 胎土中に小さな砂礫を混入し、焼成

は概してよい。色凋ぱ褐色である。

破片で見る限り口縁の小突起は見られないが、多くは前述の第V群土器の破片てあろう。

そのほとんどが口唇上と表裏に羅文を施文する。 第24図 1、2は例外的である。羽状纏文とな

る(10)、口縁に横走する纏文を押庄する (16)がある。 11は口唇が薄く口唇上と裏面の縄文を同

時に施文する。

胎土、焼成、その他は、前述のものとほぼ同様である。

第22図ー 1は、比較的大きな口縁部より底部にかけての破片である。 羽状縄文を施文し、縄文

施文後器面調整を行なうため、 粒子がつぶれている。 2は、斜縄文のみであり、綾絡文を有する

(4、7)、羽状網文 (8~10)、斜行縄文 (11、12)、横走する縄文(13)、撚糸文(15)、条線文の

もの (16、17)がある。

3、5、7、8は、胎土中iこわずかの繊維を訊入する。

第珊群土器（第26図）

地文としての綱文をつけ、曲線の沈線による文様を描く土器が主休となる。

刻み目を有する隆起帯を口縁iこめぐらし、胴部以下纏文を施文する (1)、人手状の文様を作る

(2)、二本単位，）環状0)曲線と、同じく 2本単位の1尤線で連結する (3、 4)、横走する沈線に曲

線を配する(5~8)、方形の文様を形づくる (9)、波状沈線による(10~12)、菱形、三角形の文

様となる(14~17)、レンズ状となる (19)、波状沈線文を描き裏面にも縄文を有ずる(21)、カギ形

の沈線に囲まれる纏文常を残し、磨消手法を用いる (22)、口縁より孤状の沈祝を描苔裏面も同様

であるもの (24)等がある。

器形は、すべて鉢形となるようである。 1ば、キャリバー状に近い形となろうか。

胎土、焼成ともに荒く不良である。器厚は1.Ocm ~ 1. 6cmである。

第IX群土器（第27図 1~6) 

無文を地とし、沈線による文様を構成する。

1は、カギ形の沈線によろ文様をつける。 一部に隠文の見えるところより胴蔀地文として縄文

を施文していたものと思われる。 口縁部破片で2~3条の横走する沈線の見られる(2、 3)、 4

も同様であろうが、窺い得る胴部には、 沈線による曲線の文様が見られる。胴部破片であり、前

述の土器と同様な構成となる文様であろう (5、6)。

器形は、完全には知りえないが、口縁部がやや外反し、 胴部がわずかに脹みを見せる深鉢とな

ろう。

胎土は、良好で克り、焼成もよく、褐色を呈する。

器厚ほ、 1.0cm前後である。
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底 部（第27図7~16) 

大きく分けて 2うの形こ分娯することが出来より，9 刷［；［より底面に到る直前に大きく外反を見

せるもの (8、10~12)と、 そうでないもの (7、9、13~16)がある。 前者は、 胴部てやや大き

＜轡曲を見せ、後名は、その甕曲が少ない。 ともに底面ば平坦である。底血近くを無文とするも

のが、その大勢をしめる。 9は、底面近くまて置文をつげ、底面にも見らかる。

第x群土器（第28図 1~14) 

A類 (1~ 6) 
地文とし斜行縄文を施文し、沈線による文様を構成する。

斜行縄文のみのもの（ 1)。波状口縁に平行する横走する数条の沈線を配し、 ロ唇上にも縄文を

施文する (2~5)、ロ唇上の椰文を欠き、裏面に罷文を施文する(6)。

器形は、すべてゆ？）やか忙波状を呈する深鉢形て、ある。 ロ縁部が若干外反し、胴祁がゆるやか

- 46 -



~四四⇔ 繹シ珈疇ら ~字- - 窒霞

”[i、言:蕊戸竺―〗
2 

(•9マ¥’’しン,.......、・ウや;. I 

r:•.;,;..-.-· :t. I ¥ ·•.'.>•キ→
3 ， 必諸蚕

4' ， 

第28図第x群 (1~14)、第刃群 (15~34)土器拓影

- 47 -



に脹らむ鉢形となる 1の他は、すべて底部より口縁部まで直線となる。

胎土中には、その多くに小さな石英片を混入するが、 全く見られない一例（ 1)がある。小礫

片を含み粗雑な感のあるもの(3、4)もある。

焼成は、おおむね良好であり、器面は光沢をおび黒色を呈する (2)、単なる黒色のもの(6)、

黄褐色となるもの (1~5)がある。

B類 (7~14) 

縄文を地文とし、横走する数条の沈線と縦走する沈線によって区画する。

ロ縁部に磨消手法を用いている (7~9)、胴部破片であるが、細い沈線による文様をつける

(10)、くの字の連続させる縦の沈線を用いる (11)、斜行する沈線による(12)、2列の縦長の刺突

により区画し、以下に磨消手法を用い、再び沈線と籠文を配する (13)、口縁より頸部まで磨消

し、以下に沈線を用いて区画するもの (14)がある。

器形は、口縁部をうかがい得る 4点のうち 2灼二、ゆるやかな山形を形成ずる波状となる (7、

8)、すべて鉢形となろうが、いわゆる朝顔形となる (7、8、13)、 小形の鉢形となるもの(10)

がある。

胎土中には、すべて微量の石英片を含む。焼成は、すべて良好であり、 器面をよく調整し、や

や黒色をおびる (8、13)、黒色を呈し器面の粗な(10、11)、黄褐色をして、器面のなめらかなも

の (7、9、12、14)がある。

第XI群土器（第28図15~34、第29図、第30図）

A類 (15~26)

数条の沈線により三角形、孤状の文様を構成し、地文に蠅文を施文する。

ロ唇上にも縄文を有し、口唇より直接孤状の沈線による文様を作り、 頸部に 2条の横走する沈

線、胴部以下も沈線による文様を描く (15)、16も同様てあろう。口縁に 2条の横走する沈線をめ

ぐらし、以下15、16と同様手法を取る (17)、沈線が孤状とならず鋭角となる(18、19)、口縁に横

走する沈線をめぐらし、これより三角形状の沈線文様をつけるもの (21~24)も同様となろう。

器形は、朝顔形の深鉢でゆるやかな波状口縁となる (15、17、18)、小突起を有する22を除いて

くま、他は平縁の深鉢形となろうか。

胎土中には、すべて極微少の小礫片と同程度の石英片を含む。

焼成は良好で、色調ばすべて黄褐色で、表面は手ざわりがよい。 裏面に多贔の炭化附着物の見

られるもの (18、23、25)がある。

器厚は、 1.0cm程である。

B類（第28図27~34、第29図 1~8) 

横走する沈線とこれを区画する孤状の沈線によって構成される文様と、 府消手法を組合わせる

類。

ロ縁部に磨消手法を用い、横走する数条から10数条の沈線を描き、 上の線より下の線にかけて

孤状の沈線によって結ぶ手法を有する土器がすべてである。 地文には、縄文を施文する。
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器形は、ゆるやかな波状口縁の朝顔形を呈する深鉢形 (27~30)、浅鉢形(33、34、第29図1)壷

形 (2)、小形士器となるもの (3、 4、 8)がある。

胎土中には、すべて石英微小片を混入している。

焼成は、非常に良好であり、多くは黄褐色であり、 黒色を品する 1点 (1)がある。器血凋整

の研磨により表裏ともに光沢をおびる。

器厚は、 0.6~1.0cmである。

C類 (9~14) 

細いエ具による沈線を描き縄文を施文し、口縁部に無文帯を配し、 沈線にて三角形を形成する

(9、10)、 横走する沈線を数条描き、口唇上に縄文を施文する (11)とそうでないもの(12)、縦走

する沈線を描くもの (14)がある。

器形は、いずれも小形土器であり、 iO＇i/f1の鉢となるであろう。

胎土中には、すべて石英徴小破片を含み、 焼成は、 11左除いてすべて粗て応る。色調：ま黒色を

□するもの 1点のみて‘、 (11)他は黄褐色である J

D類 (15~20)

ロ縁部に無文帯を配し、以下斜行網文を施文する。 但し、頸部こ横走する沈線をめぐらし、以

下蠅文を施文するもの (15、16、20)がある。

器形は、口縁が乎縁にて頸部に若二「のくびれを有する深鉢形となる (15)、ゆるやかな波状口縁

の深鉢形となる (16、17)、浅鉢形で口縁部の縄文を磨消するもの (18、19)がある。

焼成は、 16、17を除いごずべて良好であり、 色，謁よ黒色をおびるもの多く、 15のみが娯褐色と

凡し色のまだらとなる。表裏とも器面調整を行なっており光沢を有する。

器厚は、 0.8~0.9cmである。

E類 (21~27)

地文としての縄文のみを施文する。

縄文は、すべて斜行縄文であり、 器形は、深鉢で平口縁が大部をしめる22、27の如くゆるやか

な波状口縁となる 2例がある。口縁より底部にかけて直線となる。

焼成は、おおむね良好であり、色調は灰色 (21)、黒色(22、24)、茶色(23、25)と黄褐色を星す

るもの (26、27) かある。表裏ともよく器面調整を行ない、内面に炭化附着物が見られる (22、

27)、表面にも見られるもの (24)がある。

器厚は、 0.Scm~l.Ocmてある。

F類（第30図 1~31) 

沈線による曲線と、磨消手法の組合わせによる文様構成を主体とする。

ロ縁上に円形工具による刺突文を配し、 口縁に平行する 1条の北線をめぐらし、以下四角の沈

線により醤まれる鹿消部を有する（ 1)、口縁部に磨消手法を用い、方形の沈線によって、囲まれ

る縄文を有するもの(2)がある。

ロ縁に磨消手法を用い、頚北に横走する沈線と、 胴汀［l)、卜にレンズ状の曲線こより且まれる磨
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消手法を用いる (3、 4)。

以下、胴祁破｝ヤであるが、方形の沈線により磨消部を囲tr(5~8)、レンズ状の謄消手法によ

る (11)、文様のすべてをうかがい得ないが、曲線の沈線と磨泊により構成されるもの (12~15、

23、24)、三叉状文を横に 2個接紐した如くの磨泊部を有するもの (18)が見られる。

磨消帯と揮文帯を交万に放射状に配する (20、21)。16、17、19も、 18あるいは20、21に類似す

るものであらう。

器形は、 3、 4は壷形に辺い形となるにろう。 1、 2はゆるやかな波状を示す深鉢形となり、

31は浅鉢0_）破片であり、他はすへてギロ絃の深鉢形である。

焼成は艮好て、焦色を呈するもの (10、11、22、23、30)を除いて、すべて黄褐色である。

器四，よ、 0.8cm~l.lcmである。

第XII群土器（弟311~、バ1321)(])

A類 C1 ~ 9) 
地文としての纏文を行し、内心iよりの判突文（外面突恥文）をつげる (1~ 3)、口唇I勺面に撚

糸を押主する (4)、撚糸を押a-．した後、円形工具の側面を用いて沖圧ずる亥lJみHをつける(6)、

撚糸を横方向に押Jピする (8、 9)、穏文のみの土の (5、 7)がある。

理形ぱ、すべて鉢形となろう、ロイ加の直立ずる（ 1)、口縁ぶ大ぎく外反ずる 3の他は、胴部に

やや門曲をもたせた形となる。

胎い：中にば、すべて微少の石徒片を含人、焼成｛まよく、黒色（ 1)、灰褐色(2、 3)、褐色を星

すろ i)の (4~9)がある。

器肛ほ、 0.6cm~l. 1cmで あ な

B頂 (10~17)

ロ縁に横走ずる縄文原什を押庄し、地文として縄文を施文する

ロ縁に横走する数条の罷文厭体左押IIし、更に、 これに直交或しま針行する郷文を原体押庄す乙

(10~12)。10、11は、口唇上に縦方向に縄文原体を押）じし、 12ぱ、口緑に平行して栂文肛休を

押且：し、更にその後円形工具の側1(liにて刻，人目をつける。

枇走する俄lli文尉体の押月のみでい唇上にも纏文原体を押圧する (13)、数条の横走する縄文原休

の押IEの人 (14、15)、胴部破片であるが、ドそらく頸部近くであろうと思われ、横走する縄文原

体の押月を有するもの (16、17)がある。

船形け、、すべて平日縁であり、口唇の平姐なもの(10、14、15)、内釦するも 0)（ll~13)、頭部

に沿干の甕曲をもたせ、 日縁の直立するもの (11、15)がある。

胎土中には、石英の微少破片を含み、焼1成は概して良好であり、灰煎色(11~14)、茶褐色(12、

15)、褐色を渇するも J) (16、17)ふある。

協厚は、 0.7cm~l.Ocmである。

c煩 (18~29)

地文こ羅えを有し、北緑、及び）i肘肖手法による文様の組合わせ。
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太いエ具により口緑に平行な沈線をめぐらし、 こ0)下部に幅の広い磨消帯を設け、以下再び沈

線により囲まれる蠅文帯となる。沈紛りこ団まれる糎文帯：ま、 一種の上字文風の文様となり、口唇

上にも縄文を施文する (18、19)。20、21も同様な文様を有する上器の胴部破片であろう。

ロ緑より胴，恥こかげご横走ずる数条の沈線を描き、 口唇 IJこ選文と剌突文の両者を組合わせる

(22、23)、口唇上に文様を施文しない（24)、｛尤線と円形刺突文の組合わせとなる(26、27)、沈線

に三角状の剌突を加える(28)、口唇を好干肥）＇｝させるもの (29)ぶ応る。

器形ば、口緑に小突起の見られるもの (19、29)かある。 しかし、 18、20、21も19に同様の器

形となろう。大形、小形の土器を問わず、 胴部の若干脹る形となる。

胎士Iいこば、石芙小片を含み、概lて良好た焼成てあり、款褐色 (18~21、24、26、27)、黒色

のもの (22、23、25、28)がある。 18、19、21ぱ内面に炭化附着物か見られる。

菩厚： j• 、 0. 9 Clllである r

D類（第32図 1~8) 

ロ縁に小突起を有し、譴文、陀線文｝ピーじ休とずる。

友面は、無文てあり、口唇上に撚糸を押庄する (1)、同じく 11唇内面に指紋状の撚糸を押）Lず

~:, （2)、 見文し空起部口唇上iこ凶糸を陀襄ナ ~,(3)、撚糸を押 11：の後、口唇頂閲に円形刺

突、及ひこのエ見の側面を用いる刻み目をつけるもの（ 4)、網文を施文し、沈線にてh形の文様

を作り、口唇上こ遇文を杓王ず乙 (5)、これと詞一手よて克：l、口唇こ円形」！しの側面による亥1j

み17をつける (6)、突起頂部より垂下する沈線と、突起頂部、及び裏面に撚糸を押庄する(7)、

沈店ぶこより直裸、或、こ方＼；の文tl'、を描き、 口唇」しこ撚糸を押庄ずるも J) (8)ぶある c

闘｝形は、小突起を有する鉢形かちく、 3は、舟形に位るかとも思われる。

尻成，よ良く、黒已の 8，喜余し、て］ーベて褐色て克る。

咽
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第32図 第 XII群・ヒ器拓影
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第蕊図 縄文時代後・晩期土器底部実測図

器厚は、 0.7cm~O. 9Cmである。

E類 (9~15) 

出土数の少ない土器を一括した。

縄文を主体とし、沈線と円形工具による刺突、 及び口唇上の縄文によって構成される(9)、10

も同一個体となろう。表面は無文て、口唇卜ょり裏面にかけて縦走、 及び横走する撚糸庄痕をつ

ける(11)、口唇部に縄文と三角形の刺突による文様をつげ、 以下無文とする(12)、口唇部表面に

撚糸を押圧する(13)、無文のもの(14)、条線と縄文によるもの(15)がある。

器形は、鉢形が多く、 12ぱ壷形に近い形となろう。

焼成は、概して良好で褐色を呈する。

器厚は、 0.6cm~O. 9cmである。

縄文時代後期、期晩土器底部 （第33図）
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底部が直立し、胴部にかけて大きな門曲を見せる (1、 2)、底部より直接胴部にかけてすぐに

甕曲の見える類 (3~6)、底部より胴部に直線的に立ち上るもの (8~13)がある。すべて無文

で、底面は、平らになる。

胴部よりゆるやかな曲線を描きながら底面に移行して、 底面も平坦とならず丸味をおび、胴

部、及ぴ底面に』lli文が施文される (14~17)。底部か 41図直立し底面へと続き胴部、底面ともに縄

文を有する(18)、底面の縄文を欠く (20)、底部に数危0)沈線をめぐらすもの(22、23)がある。

1 ~13が縄文Il＼代後期、 14~23は、纏文時代晩期に属するであろう。

第xm群土器（第34図）

ロ唇上、及び口唇に刻み目を有する微隆起線をめぐらし、 胴部には、微隆起線文、帯蠅文、三

角形の列，rば文を使用して描く曲線の文様を構成する。 器形は、鉢形の片口注口上器と思われる。

注口蔀の反対側に穿孔する (1)。口唇上、及び口唇に刻み目を打する微隆起線をめぐらし、以下

帯縄文、微隆起線、 ミ角形の列点文にて曲線の文様を構成するもの (2、 3)がある。 口唇上に

刻み目を有し以下1証文となる (4)、微隆起線と三角形のタlj点文が見られずl(i紛線の帯縄文のみで文

様を作るもの(5)か応る c

器形は、すべて鉢形となるようである。 色調は、赤褐色を呈する(1)と灰色を品するもの (2

~5)がある。

器厚は、 0.6cm内外である。

底部は、外反し若干の揚底となる(7)と、平坦になるもの (6、 9)が見られる。

第XIV群土器

表採によって得られたい器 1片である。 図版18Aの下段中央に示した壷形には心であろう土師

系の土器である。頸部に 1段の稜を作り、 器血全体に胤目の整形痕が見られる。大きく肩部を脹

る器形となろう。

土製品（第35図）

9,  

ー-' 
-9 

＼
 口 三

/[、ロ
5 10cm 

第34図 第X頂群土器拓影、第XIV群土器底部実測図
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第35図土 製 品

いわゆるオロシガネ状の土製品であり、縁取をして皿状左なすもの (1、4)、単なろ土板の如

き状態のもの (3)、若干中央部に窪みを有するもの (5、6)がある。文様は 6を除いてすべて

綾杉状の文様を基調として構成される。 綾杉状の文様と円形工具による剌突文の組合せになる

(1、 2、 4)、綾杉状の文様のみのもの (3、 5)があり、 3は、縁取面に 1個の穿孔が見られ

る。 6に、尤線による格子状文を基調とし、これに円形刺欠文を組合せる。

裏面は、板として直線的となる (3)、ゆるやかに曲線左描くもの (1、5、 6)か見られる。

色調は、灰色を呈するものが多く、器面調整は顕著でない。盛厚：訊0.Scm~ 1. 3cIDである。

現在まての知見によれば類似資料は、手稲遺跡（大場•石川1956)、幌内ウレロッチ追跡（野村

1962)、余市町（大塚1967) よりの出土例かある。手稲遣跡、幌内ウレロッチ遺跡においては、縄

文時代後期中葉の手稲式土器に伴出することが知られており、 本遣跡例も焼成、胎士、色調ょ

り、第XI町七器に伴出するといえよう。

さて、これらの機能について形態より見れし£、すべて10c田内外の小形品で方形、長力形、 円形

の極く浅し、IIll形を呈するのが一般的である。 手稲遺跡出土遺物第16図には、 4本の脚を有するそ

の形状あたかも該時期の石皿を模したものが見られる。 本遣跡例では、皿形とならず、板状を示

す形態が存在する。 板状形態の存在，上り見れば、必ずしも皿状にすることによってのみ、その機

能を全うするものとは杓えられず、 おのずから液体、或い；ょ、それに近いものに限定した使用目
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的よりはずされることとなろう。

機能に関する問題としては、 大塚の毒矢に使用するオオブシ (I、クトリカブト）を磨る携帯用

の道具てあるとする考え、 松下の、これにやや否定的ながらも単に練るとする作業にば使われた

であろうとする考えの二者が存在する。

手稲遺跡、北店島第 1遺跡（高橋1971b) より石製の材質を用いた類似製品が、出土してい

る。その形状、大きさともに十製品に極めて近いものであり、 両者が機能的に相互間に何らかの

同一使用目的のもとこ作成されたものと考えられよう。石製品については、 高橋：まアクセサリー

又はランプであろうと推察している。

石製品は、何かを磨る、 つぶすという目的の用に十分耐えられる強度を具備するであろう。し

かし、土製品の出土例の観察によれば、 器面に擦痕が全く見られず、物を磨りつぶすとの用途に

使用された痕跡を認めることが出来ない。 また、ランプとしての用に倶したのであれば、油煙等

の附着が強く見られなげれぶなるまい等の問遠点か指摘される。 このように考えると、これらは

日常生活の用に作成されたものではなく、 ある種の儀礼的な用具としての意図をもって作成され

たと考えられよう。

以上出土土器について第 1群より第 XVI群；／こ分って、 その内容について概述した。次にこれら

の士器が、現在の北海道出士土器の中で、 如何なる位置に存在するものであるか簡単に述べよ

第 1群土器としたものは、半戟竹管、竹管、箆状工具等により、 器面を引きずる様1[［連続刺突

文が見られ、器而忙］而こ覗文を施文し、 胎土中｝こ繊糾質を龍在する事に特徴が見い出される。

これらの特徴を有する ::l〗器は、道央部にあってば、 平岸天神山遺跡（菊地1967)、道北部にあっ

ては、嵐山遺跡（斎藤1966)、名寄智東B遺跡（山綺1966、山崎・長谷川1968)下層出土のものに

最もよく見られる。しかし、これらに多くの類似点が見られる反面、 本詳土器は、口縁部突起が

小さく、肥厚帯を大きく有するものが少なく、 胎士中に繊維の混入が見られる点に大きな梵が見

られる。

本群土器は、纏交時代中期中葉末より後葉に位置するものと考えられる。 本群土器の位置を決

する前に該時期の栢直な展遺を試みてみよう。

道南地方においてば、東北地方円筒土器の系灌を引くサイベ沢VI式、 VII式、見晴町式土器期の

三時期に分かれている。サイベ沢VI式土器とされるも 0m)は、サイベ沢遺跡（児玉・大場武内1958)

第 1地点 5層より発見された土器によって注目された土器である。 その類例は、浜益川下遺跡

（大場・石川1961)によって得られる。 しかし、浜益川下遺跡出土土器にば、サイベ沢遺跡第 1

地点 5層出土土器に見られる如くの発達した沈線文の土器は、 見ることが出来ず、両者の組成に

は少なからず差が見られる。

高橋は、最近当該時期を合む縄文時代中期終末の問題を全道的な視野に基づく、 意欲的な労作

を発表している（高柏1972a、1972b)。限定された人のみが実見し得うる未発表資料を数多く使用
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している点を除ぎ、 現在の査料蓄積段階より見れぼ、わ怜むね妥当性を有する説付力のある論考

といえよう。

高橋によれば、 前辿のサイベ沢VI式土器とするサイベ沢第 1地点 5層出＋」士器の中にば、 1時

代新しく考えらhるサイベ沢¥'II式土器を含むとナろ。 どれぶサイベ沢VII式土器；こ合まれるもので

あるか、明示してないが、恐らくば、 サイベ沢遺跡第63図中に挙げられるものの 1部をさすもの

であろう。 もし、これらの土器がサイベ沢VII式土器に属するものであるならぼ、サイベ沢遺跡第

六文化層の基盤は、大含く崩れるとともに、 サイベ沢VI式土器の概念が大きく変わらなければな

るまい。

サイベ沢第 1池点日嘔出士七器と浜益川下退鱈の両苦を比較してみた場合、 そJ)間こ仔在する

光異は、認めない訳にいかない。 これは高橋も述べる如く、浜益という周辺地域におけるサイベ

沢VI式士器とされる土器群0)持異た一面である (l)か、或ぱ、 これがザイベ沢VI式土器そのもので

あるのか判断に迷うものである。 サイベ沢V式土器とサイベ沢VlI式土器との間には、大きな差が

見られ、これらの遺跡出士土器を介存させることにより、その流れ：よスムーズにとらえられよう。

しかし、サイベ沢VI式土器の実態は、一体何かとの問に直面した場合に、 それに的確に答える

に十分な資料として1ま、いまだの感が大きいと言わざるを得ない。

この次に位置する1：器としては、 サイベ沢遺跡第 1地点 2~4層出土のサイベ沢VII式土器があ

る。サイベ沢VII式ナ隅：ょ、-いイベ沢B遺跡（森FB.凸i喬1967)の調査により、 そつ内存がかなり

明確にされている。ゼにこの調査を通して、サイベ'v1Ia、vrrb式土器への細分の可能袢ル論じてい

る。その根拠とするところは、住居跡の切合関係による土器のセットの中に、 結節羽状縄文を有

するグループと、これをもたないグループが存在するところより、前者をサイベ沢vrra式土器、後

者をサイベ沢 vrrb式士器とした。 鈷節羽状縄文のみを摘出してみれ，‘i、サイベ沢VI式土器、サイ

ベ沢VII式土器、 サイベ沢VlI式士器よりも新しく位置される見晴町式ヒ器と通観した場合にしま、確

かに結節羽状縄文の消失という事実がとらえいれる， しかし、両者を比較して見る左らぼ、結節

羽状椰文の存在のみに差異が見られゐ点を除き、 他の組成にiまあまり大きな変化を認めることが

出来ない。更に、 fも見された住居跡のなかで見晴町式土開期（高橋1966)に屈ずる 1基を除ぎ、

他の 2某が新しい住居跡の構築、農道工事により、原形を窺い得ない程に破壊されており、 決し

て良好な遺跡であるとは言い難く、この細分ぱ、やや時期尚早と思われる。

見晴町式土僻は、見睛町遺跡発見の 1群の土器により注目された（高橋1966)。サイベ沢B遺跡

の報告中にみられる該土器の説明によれば、 粘土ひもの貼付帯、沈線文（いわゆる円筒土器系に

一般的な）の消失なあげている。 この説明によれば、見附町式士器とは、見晴町追跡発見の単一

のセットとして捉えられた土附を指すものではなく、 サイベ沢B遺跡発掘の沼 1号堅穴住居跡発

見の土器をもって当てると理鮒出来よう。

サイベ沢VII式―L菩群にたると、各地に地方色の罪い一！月の土器が現われる土うてあり、 高橋ほ

サイベ沢 vrra式土器と Vllb式士器の中間頃に位置する土器として見る道北部の智東B遺跡出土土

器（智東B式土器） （山崎1966・山崎・長谷川1968)、道央部におげる平岸天神山遺跡出土士器

- 59 -



（菊地1967)をあげている。この両者の時間差は、 現在のところ智東B式土謡か古く乎岸天神山

遺跡出土土器が『hしく、後者はサイベ沢 VIIb式に平行すると考えられる。 道央部における智東B

遺跡出土土器に対比される土器としては、石狩高岡出土土器が当てられる、 （高仙1972a,b)。石

狩高岡出土土器にういて詳細な報告例が見られずその内容をかnるべくもないが、 平｝『天神山遺跡

出土土料は、 サイベ沢VII式土器に極めて近い位置を得るものといえよう。

この様な円筒土器系のれに対応されて、 かつて北筒式土器と呼ばれた一群が存在する。桑原に

よれば北飩式土器と呼ぶ中で古く位置するトコロ貝塚出土第 6類土器は、 円筒上層式土器の影孵

0)もとに発生したものてあるとする（桑原1966)。智東B遺跡の調査結果より見れば、竹東B式土

料の上層よりトコロ貝塚出土第 6類が発見され、 サイベ沢 Vllb式土器と平行関係にあるとされる

（高橋1972b)。即ち、 トコロ貝塚出土第 6類土器よ、サイベ沢VII式土器に平行か、 糾［く位置づ

けられることは、妥当なものと言えよう。

この様に考えてくると本遺跡出士第 I群土器としたものは、 平岸天神山遺跡出土士器、智東B

式土器（智東B遺跡出土土器、嵐1!1渭跡出士土器）に最も近い位置にある。 しかし、前述の諸特

徴の差異より見れば、これらを同 1期の所産と考えるより、 ある種の地方差、時代差を有する 1

翡了と肥える事にこり妥 ‘1『『l:'ぃ感じる。 サイベ沢VII式上華罰分の基準と見られる結節羽状継文の有

無よりとらえると、本翡tl灌芹及び平岸天神山追跡出土土器報告例には、 これを全く見る＇ドが出来

ず、石狩高岡出土土器、附『東B式土器には、これが仔在するらしい。

更に胎土中に繊維を混什―ずる事実は、サイベ沢VI:r¥、 サイベ沢VII式土器、智東B式土器、石狩

高岡出土士器には、全く認めることが出来ず、平岸天神山遺跡出土土器には、 わずかに存在する

らしい。 本群土器には、かなりの量が認められる。即ち本群l灌怜と平岸天神山遺跡出上上器に繊

維を混入するという事実は、 サイベ沢VI式、 VII式土器の系譜より逸脱したものであり、サイベ沢

V式土器の影響を残すものか、 あるいは 1、コロ貝塚出土第 6類土器の影響による一現像と考える

ことができようか。

半観竹管工具の内面を用いて施文する連続剌突文は、 ・,r岸天神山遺跡出い．のものより極めて盛

行する時期であり、口縁部の形態は、平岸天神山遺跡出卜十．器、智東B式上り片ては、いまだ、かな

り雄大な装飾効果を有している。以上の：：：とより本群土器は、 平岸天神山遺跡出土土器よりは、

やや新しく位置させることに最も妥当性を有する。 ただ、平岸天神山遺跡出土士器、智東B式土

器の編年的iこ位置について見ると、若千問題を含むように思われるが、 石狩高岡出土土器が未発

表資料で、その内容を知り得ないので本稿では態度を保留した。

第II群土器は、 昭和 9年に報告された余市町大谷地貝塚出土の土器（五卜嵐1935)によって代

表される、いわ》る余市式土器である。 余市式土閤ふt、唸京（桑原1967)、吉崎（吉崎1965)、岩崎

（岩崎·三室•他1970) によって、 その内容が詳糾こ検』され、現在は三型式こ分類される。各

者ともに若干の相巽が見られるが、 基本的には三型式に分類される事実は、現時点ては十分な説

得力をもつ試論である。

本群土器は、伊逹山遺跡（岩崎・三室•他1970) 出土の土器に最も近いものである。

- 60 -



第llI群土翌としたものば、 出土数が雇めて少芯く、

:［わ～ざるを得芯し、 U これらの特徴を有rる上部よ、

この資料を i）つご即断することぷ、無謀と

嵐山遣跡廿itB 類、浜益川下遣踪（）叶樹•石

)111961)見睛町遣疇出土C類（「）土閏こ悶似ずるもので応る。 いわゆるサイベ沢＼1式土器こ見られ

乙貼付帯の幅はオ翡竿のも 0）より幅 1五く、

ある。本詳のものは、ずべて奇罰文ごあり、

貼付罰の崖文も網文こ模した幼み日をつける翡こ特徴か

や？趣ぎを如こしている。 見晴町遣跡出七C煩土器と

Lて反J示ーじるものの詳細左知り得芯いぶ、本群のものぱ、 これiこ恥も近いしのと言之よう。

第w群上盟ま、第Ill群土器に類ずろ七器で克る c 沈線の底：文よ‘l鸞し＇1］管，こよる粗雑な惑しの加

文を行ない、）！占fl帯に特徴を有するものてあり、 一応;BIII詳土：器と区別した。

第 V群士悶ま、 ロ緑部より磨下ずろ詰付帯に最し特徴を有するものてある。 直央部においては

その峨告例を見る事が出来t［し、。強いて誓干乃芯ら，t、 サイベ沢＼n式土器、見晴町式」：器、嵐山

遺跡出土 F類士煕、罰臼中学佼校庭遺跡出土土器（東大文手部 196ふ） ｀こやや五いものと t，ぇょ

。
ぷ
ノ 嵐山遺f,lが出し F噸」帯：r;、い縁汎：をいぐる協数CIDの折り返し；’ハ見ら肛叫突文 （内面突屈文）

；信見らわず罪臼中学校校を迎跡出土土器げ、 胴音らこ数条J骨恥月帯を有ずること iこ特徴か見られ、

本群とは明、＼か；二異，｝ころらのであろ〗 C ［ビiこ，［、叶J--イベ沢＼1I式ヒ品、見哨町式土器によ叫突文（内

文而突叩］文）が全く見られ九いとこ；＇）よりや｀こり崎泉と国 1]するてふるう。

閏央；ぶこ：;:t ~：）刺哭文（内面究賓文）し;‘‘ トゴロ具塚出土后 6煩土温，こ始＆＇）て見る iげが出沐る

ことよい、 本町士即が l、コロ第 6知し郡よりは古く位屑づけること，汀不可能・こあらう。 むしろ］、

コロ貝只出＿七第 6類ヒ器よりやや新しいと考こられよう。

第VI詳士喘ぱ、 トコロ貝塚出士第 6類＿己器こよって代表さ、れる 1；器ごある。 近接地ごは、平岸

坊主山選跡（畑1966)、浜益遺跡寮こ見氏れる。

栴＼1I詳土唱：t、都文仄）みしハ施ださ｝した卜習にこ九，）、

難」；土＇靡が多し、。翌罰文戸体、，！尭成、恰土 C［り見れば、

そ i)屈属するとこらを1尺定ずることが、 困

弟23区111~21、第24図 1~l4，よ、弟Viiに［土

菩；こ属ずるしのご‘あろり。 これらの多く：ま、表貨とし籠文を有し、

ロ唇士及ひ内面こ網文と施文ずる例，よ、

しま、それを全く見；：／ことが出来ない

系り道央・東・北訊；こ見られるヒ悶こげ、訂干出現十る J

て代表さわる土器群こょー艘的てある a

群と伴出する tの'-あり、

嵐山遺跡出土上郡、

そし？）年氏も、

れよう。確たる証：i何ら得られないが、

とこより妥当性を感じる。

サイベ只B遺鍋出土土盆、

ロ唇いこも蘊文を廂文する。

見請町追跡出上＿―^ l-＿器：iこおいて

こい岸天神山遺：沸出上」•器'：i の日尚上器

史9::.lヽ＝口貝塚出上祈， 6知土沿によっ

さすれぷ訟譴11~21、元24iZI1 ~14の土器は、壌V

トコロ貝均り出士第 6類J:::.器、こ平けか、莉しく位iはつけら

トコロ貝坂出上第 6類上器よりやX［新しく位厩ぷせるこ

窟25図に見られる結箱羽！だ褪文、綾絡文i})主体とはる上器，よ、

平岸天神山遺跡出上土帯に；ま、

第胃群ヒ習よ、沈線；こ，tっで描かれろモヂーフを主休とずる。

サイベ沢＼Il式」；器、

出t第 6類士堺、囁山遺勘出土士堺中に一般的，こ見られるものごある。

こい両苫といこ見い出ずことが出来はい。

トコロ貝極

しかし、道央薗こわける

本遺跡出七のものは、

その胎土、焼戌等より第w詳土器トコロ貝J哀出土第 6知土謡；こ｛ドなうものと言えよう。

北品叫，こいげる当時期の沈線文
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の系譜は、東北地方南部に主体的に見られる大木系の土器と無縁ではあり得ないサイベ沢VI式土

器に見られる沈線は、太めのエ具（半祓竹管が主体か）による粗雑なものが多く、 本群土器に見

る如く繊細なものは、サイベ沢VII式に至って見られる。 しかし、かつていわゆる余市式土器と呼

称された 1群の伊達山式土器：かにも沈線文が見られ、 その資料が豊富と言い得ない現在、本群土

器のすべてについて語りなく、その位置を決することはやや困難である。 ;~;25図 3 、 4に見られ

るモチーフば、サイベ沢Vll式土器、 見晴町式」．器に伴なって見られる大本8b式上部の要素に近い

ものである。 しかし、 同じく 2、5、6、 8等に見られる手法、 13、22に見られる磨消手去を用い

る土器は、むしろ入江式土器（名取・峰山1958)に見られるものと言えよう。 但し、 1に見られ

る孤状の隆起帯上に刻み目を有する土器は、 現在のところ岩内曾我・北栄遺跡（大場・桐井1958)

より出土している 1点が管見に触れるのみである。 伴出土器ぱ、定かでないが、いわゆる余市式

土器、野幌式士器が出土しているらしい。この文様、器形より見れば、 あたかも関東地方縄文時

代中期に一般的に見らがるそれに近い。

第IX群土器は、無文地に叱線による文様をつける煩である。 器形ぱ、すへて頸部にーやや湾曲を

見ることにより、口縁か外反する深鉢形がすべてであるの その器形ぱ、入江貝塚出上土器で入江

A式士器とされるものに類する。 2本 1組の沈線を基木とし、 その尖端に丸味をもたせる特徴を

見せるc

第x群士筈は、船泊上層式土器（児屯・大場1952)に属するものである。器形は、 単なる深鉢

形となるもの、頸部のくびれが大ぎくなり、 いわゆる朝顔形に近いものによって代表される。器

形のバラエティが多くなり本遺跡でぱ見られないがii．口 I；器も出現する。 この土器の直央部にお

げる発見例は極めて少なく、類似の土器としては、手稲追跡出士の手稲式士器（大嗚•石）111956)

に求められよう，，しかし、手稲式土器と本群上器との闊には、 種々な相違か見られ、吉崎の述べ

る如く明らかに一線を画さなげれiiならない（吉崎1965)。

第XI群士器ぱ、編文時代後期中葉の士器であり、道央部においてぱ、 普逼的に見られる。その

好例としてぱ、手稲遺跡出土土器が挙げられよう。 本群土器と手稲遺跡出土土器の組成は、極め

て類似する。ただ、 手稲遺跡出土第m様式とする刻み目を有する隆起帯をもつ土器は、本群には

全く認められない。この種の土器｛ま、 エリモ遺跡（大樹・扇谷1953)出土土器に多く見られる。

手稲遺跡出土上沿、エリモ追跡出土土器、 前述の第x桐ヒ船船泊上層式土器は、ともに従来野幌

式土器の名称の中に取り扱われて来た。 吉崎は、この口者の関係を船泊上屈式上器→手而式土器

として 2分し（古崎1965)、野村ぱ、船泊上層式卜器→手面式土器→エリモ式上船とIi廿間追のある

ものとしてとらえられ、極めてスムーズに流れるものてあるとした（野村1967)。 2説を吟味して

みれば、現時点では、野村の提称する仮説が、より説得力があるといえよう。

第XII群土器；ま、綱文を地文とし、沈線、栂文、 撚糸の押圧文を基調し、口唇裏にも同様の文様

を施文するこれらの土器は、縄文時代晩期に属するものである。 追央部においては、クンネトウ

遺跡出土土器によって代表されるクンネトウ L式七器と称呼される 1詳である。 これらの類例ぱ

浜益柏木B遺跡（大蝙•石川］961)。鳩山遺跡第 3 地，点（野村1964) ママチ遺跡（石川1970) によ
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によって、便宜的に以下の 3つに分類した。全例黒耀石である。

第 1- 1類 (1~5、7、 8、10、11、21、22)

茎を明瞭に作り出しているが、逆刺よあまり強くない。 尖頭部ぱ、長さのわりに幅が狭く、そ

の比をとると1.4~2.0の枠内に収まる。この仲間は、長さを甚準にさらに 2つに細分できる。

(a) 全長が 4.0cm左越えるもの (1、2)。 1、2共こ、 b面にぱ一次剣：打ii血を残し、平両面加

工である。 1ほ、縦長の剣片を素材にし、先端部は曲り、 全体として非対称形である。 2ば、横

長の条U片を素材にしている。 重量は、各々 2.2g、1.6gで3いる。

(b) 全長が 2.0~ 4.0cmのもの (3~5、7、8、10、11、21、22)。3、4は、両面加工、 5、21

は、半両面加工で、共に縦長の剣片を素材にしている。 7、22：文、両面加工で、 22は軽度こ焼げ

ている。以上 6点の重量は、 1.1~2.0gである。

10、11は、周辺加工で、素材面が幅広く残る。 11のa面尖頭部右には、 切断面がそのまま残っ

ている。重量は、 0.4~0.5gである。

8は、非対称形であるが、両面加工で、茎を作出している。

第 1-2類 (6、12~18、23、28、29)

茎を明瞭に作出し、尖頭詞り長さと最大幅、J̀ tほ等しいもの。 その比ぱ、 1.2~0. 80)枠内に収

まる。この仲問も、逆刺の程度、長さによって 2つに細分できる。

(a) 逆刺が極端に発達し、全長2.4~3.0cmのもの (13、14、28、29)。13、14、29ぱ、両面加工

で、 13は逆刺がかなり強く、 14には、整形ないし使用による細かい剥離が全周にある。 29の a面

左茎部のエッジは磨耗している。 これら 3点の重量は、 0.8士gである。 28ぱ、尖刑部の先端と

a面右の逆刺部分が欠損しているが、尖頭部は五角形てあったと思われる。 b面；こ'，t、一次剥離

面を残しているc

(b) 逆刺はあまり強くなく、 全長 1.6~2.4cmのもの (6、12、15~18、23)。6、15は、各々半

両面・周辺加工で、共に両面に素材面を残す。 16は、両面共に素材面のままで、 素材面に対し直

角に、 a面から a面の右上と左下の面、 b面から a面の左 I'.と右下に二次加工を施こしている。

12、17は、共に b面に素材面を残し、厚手である。 18、23は、各々周辺・半両面加工で、共に非

対称形である。とくに、 23はb面上部に原石面を残し、厚いことから未成品の可能性もある。 重

量は、 15、23例を除いて0.5」gである。

第 1- 3類 (9、19、26、31、32、35)

茎の作出は顕著ではないか、最大幅が胴下半部にくるもの。 逆刺はない。この仲間も長さ、加

工方法などて 2つに細分できる。

(a) 全長 3.0士cmで、半両面・両面加工で非対称形のもの (26、31、32)。26は、部厚い刻片を

素材にし、両面加工である。 31、32は、 共に半両面加工で、 :32は、横長の刻片を素材にし、 b面

に原石面を幅広く残す。重量は、 1.7~1. 9gである。

(b) 全長 2.0土cmて、周辺加工のもの (9、19、35)。19、35は、共に周辺）Jnエニ、 19は、 両面

から加工がある。 35は、先端部が欠損し、 a面の中「九晶左と茎部末端右に切断面が残っている。
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a面に加工が集中している。 9は、半両面加工に近く、最大幅は胴中央部にある。

その他の類 (20、24、25、27、30、33、34、38、73)

20は、先端部および茎部は欠損し、鋸歯刃状に周辺加工している。 30は、片面力0工で、 b面上

部にバルブが残り、下郊は欠損しているか、切断されている。細かい倒離が切損部以外の全周i.::.

あり、 a面左上部エッヂは磨耗している。 石錐の可能性もある。 24、25は、全長のわりに幅広の

もので、各々粗い半両面加工・周辺加工で、共に b面には原面石が残る。 25のb面左側の加工

は、素材面に対し直角に入っている。 33は、 a面に原石面を残し、 切断面が a面左下部と左上部

側辺にある。粗い半両面加工である。非対称形。 38は、 a面右側辺に切断面が残り、 a面左上部

にのみ逆刺を作出している。非対称形で、半両面加工である。 27は、下部ほ欠損し、全体形はわ

からない。周辺｝JIl上。 34ば、 b面；こ一次剥離暉ゲ浅し、 a面左上側辺は切断面のままで、 胴中央

右にも切断面が残る。 a面右上と左下、 b面左下に周辺加工をしてある。 36も、 a面右上と左下

側辺に切断面を残し、加工ぱ a面左上と右下、 b面の右上に施こしている。 37は、下部が欠損し

ている。やはり、 a面右側辺に切断面を残し、 加工：ょ a面左、 b面左上と右の周辺にあるのみで

ある。第37図73は、石鏃の未成品であろうか。

2. 石 話（先） （第36図39~42) （図版19A)

この器種は、石鏃に比べて、全体に幅広く、 全長も 4.0土Clllで、柄部は長い。尖頭部の長さと

最大幅の比は0.7~1．公で、 1士である。重量に 4.0~7.0g。全例黒耀石である。

39は、両面加工で、両面に一部素材面が残る。逆叫は強くよなく、 大きさのわりに薄い。 40

しま、半両血加工で、 b面上部と下部に一次剣離面が残り、極めて平坦である。 39、40共に a面右

の逆刺の力が強く、少し非対称形である。 41は、小形であるが、やはり逆刺はあまり強くなく幅

広で、両面に素材面を残し、半両面加工である。 先端部は欠損し、少し非対称形である。 42は、

柄部ぱ短かく、逆に尖頭部の）jが長い。両面加工であるが、 b 面の方が乎坦である。逆刺は、

不顕著で、非対称形である。中程度に焼けている。

3. 尖頭器類破片 （第36図45、47~50) （図版19A)

45、47~50は、石鏃ないしは石鈷先の破片と思われる。 4:S,＇工、軽度に焼げている。 48は、 b面

に素材面を残している。

4. 石 槍（先） （第36図 43、44、46、51) （図版19A)

51は、大形の木葉形石槍先てある。両面加工で、 b面右上端に一次剣離面が残っている。 43は、

小形であるが、両面加工で、厚さは0.88cmを数え厚い。 浅い柄の「卜出が認められるが、逆刺はな

い。石鈷先の可能性もある。 44、46しま、石槍先の柄部破片と思われる。 46は、両面加工で、厚手

である。 b面は乎坦で、破損前に焼けている。 44は、半両面加工で、部厚い。

5. ナイフ状石器 （第37図52~63) （図版19A、B)

ナイフ状石器としたものは、 形悲・加工方法・つまみの有無て大きく 3種；こ分類可能である。

第 5-1類 (52、62、63)

両面・半両面加工で、平面形は非対称である。扁平で、つまみはない。

―-66 -



ご》ゞ＼＼＼7 ¥ I.I ¥'¥¥-::¥.ffl/ I I I -__ 67 

= 
り戸宣二。 73

琶冒
/---—、 74

0 5cm 

第37図 石器生測図(2) （ナイフ状石器、削器）

- 67 -



52は、縦長の剥片を素材にし、半両面加工している。 b面には

一次剣離面が残り、柄を作出し非対称形である。尖頭部の a面左

中央のエッジには細かい剥離があり、柄部両ェッジ、尖頭部 a面

右と先端部のエノジは、磨紅している。また、両面も滋汽全面に

亘って磨耗していろっ観察される傷跡の方向は長軸方向が主体

で、若干の短軸方向のものか混じる（第38図）。 62、63fま、この種

石器の破片かと思われる。 62fよ、柄部破片で、両面加工であり、

薄手である。 63は、頁岩製で、両面加工。 b面は平坦である。

第 5--2類 (53~58)

加工は種々あるが、両側にノッチを入れつまみを作出している こニニニニ>≫ 0 2cm 
1,， l 

もの。いわゆる「石匙」といわれる仲間である。さらに、 3種に 第認図石牝詞実罰］図(3)

珊分できる。

(a) 周辺加工ないし片面加工て、縦長の剥片を素材にし、つまみを作出しているもの(54、55、

58)。いわゆる縦型伍匙てある。

54は、 b面上部にバルブが残り、 上部両側にノッチを入れ、つまみを作出している。 a面周辺

とb面のつまみ部分に加工がある。 つま人部分の両面には黒い物質（アスファルト？）が付消し

ている。 2個に割れて出土した。 頁岩製。 55は、素材・形態・加工は、 54と同様である。 a面に大

きく原石面が残り、素材面も若干ある。 b面上部には、 バルベアースカーがある。使用による擦

痕が、 b面にあり、左側縁のは短軸方向、 右側緑付近のは長軸方向である。 a面にも若干擦痕が

ある。 58は、こ 0)種伍器の先端部破片で、片l面加工である。

(b) 横型石匙である (5G)。

56は、横長の剥片化素材I、こし、つまみを作出し←こい心。 a面の周辺と b面のつまみ部分周辺に

加工を施こしている。つまみ部分には、黒い物質（アスファルト？） が付着している（図版23B

- 4)。

(c) 両面加工で、つまみのある例である(53、57)。

53は、両面共に中央部に素材面を残している。 卜部両側に、深いノッチを入れ、つま J大を作っ

ている。刃部は木葉形で丘ぼ対称形である。 細かい剥離が、 a面左中央と先端エッジおよぴ a面

右ノッチ部分にある。 柄部末端と a面右先端付近のエッジぱ磨耗している。掠痕ガ a、b両面の

先端部と a面柄；iいこあっズ、それは長軸方向り、エ休て、 若干短軸方向である 0 57，：、こ＇）仲間の

つまみ部分の破片であろうか。

第 5-3類 (59~61)

全長は 3~4cmで、長さのわりに幅があり、非対称形で、 尖頭部を作出しているもの。つまみ

はなし ‘o

59は、両面の全周に背の高い加工をしている。 とくに、尖頭部には顕著ぱ加［がある。 a面右

側辺と基底部ぱ切断のままこある。 a面に丸い破裂痕か無数にある。 60は、半両面加工で、 a面

―-68 -
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;'こ原石面を残し、 b頂il-，，i『ご，二ぷ甘直）、fりん。 」［対称形て、尖頭菟を作り出している 0 61、文チャー

ト割。半両面加―Tーニ、 a面ん、 b面］，＼ ，いふ贔芯ど：こ加工が入ってし、るこ b面下部，こ、 一次象情h:

面が大きく残り、非け称）Iクごある J

6. 石 錐（冶39l:;;J75~79) （図版19B)

無柄と打柄かある。

第 6・ 1知 (75)

無柄のもの u 7Sは、 Iい 両面加上で、両面に若干素材面が残っている。 尖頭部には入念な

加＿ーしか人っている。部）＇i-い。 b涌の上端iこは、黒色の物質（アスファルト？）が付心 Lている(I<l

版23B-5)。 a巾I|•端にも若干ある。

;］] 6 2 {[~ (7G~79) 

{j杞］のもの。 76は、幅広の剥片を素材にし、 半片面加工したもの。 b山i尖唄i,i1;（l虹には、 JLい

）月,J0)）れ耗狼かある。 77ば、横長の剥片を素材にし、 a面尖頭部に加工を施こ LCいる。 b伯lに

は、輻広の糾淵が 2つ入っている。 b面尖頭部には、上下および左右）j向の短かい椋肌かある。 78

は、輻Jj_、-cl?:fの条lj片を素材にし、半両面加工である。 a面には原石1川、 1)［hlには次判離血とバ

ルフが残る。尖頭部（よ、両面共、加工；ま入念である。 a面上辺には切断血か直をのをく。細かい剥

雌，fい、先端部と柄部の両ニノジiこあり、 a面右の柄部二、ノジ、よ肌耗し Cし、 /r,J)1) |HiJ）一次罰離面；こ

, l、il[t数の短かい左下、右下方向の擦痕が観察される 8 79,: 、扁十石艮•，'「)戌核八土材，こして、その長

＇！直の一•端 (a 面） ｝こ二次加工を入れ、 尖頭記を作出しごし、 r：, b面を打由，こ［ こ，説角，こ a面か

ら縦長側片を 4｛固剣いた跡かある C a面上部：こは、 ，、し I ，ごI；';;）＇、'、 1 、 [;j'」、•次倒即面てあるマ十几l

かい象IJ離か、上源ニノジと尖頭印 a面右ニノ‘ン;:ーしお，）、 ＇）し l,＇,；，]1:0)二 ／ 9 :、ず/’＼一―磨耗してし、る＿

7. 彫刻刀(?) （第39図80~82) （区11仮19B)

グレーバー・ファシノト (graverfacet) t,い）加工か）＼った特殊｝ー石器である c

80は、厚手の縦長剥片を素材にし、 a[hi両側に-.次加」こかある、， a面左上と右下から短かいフ

ァセット（？）が入っている。一次倒離面とファセノト 0)なす角度は疸角である。 a面上部に：よ、

赤褐色の付着物がある（図版23B-3)。81は、）＇｝―- fー・輻）ムの判片を素材にし、 a面左側辺に二次

加工がある。 a面左上から短かいファセ y 卜（？）が入っている。 •次判離 l~i と九ず角笈はやはり

直角である。下部は欠損しているが、 再度剥離が人っている。 82：よ、 1,l,j面休石悩を、長軸に沿っ

て縦割りした資料である。 a面右は他端まで抜けているか、 左側It途中主 Cてある。細かい倒離

が a面右と左下ニッジにある。長軸方向の擦択か右縦内llり廿ul‘l軍にある。

8. 掻器（第37図66 、 69、り3391叉18:3~92 、 95 、 ;:{~401-:<!114) Cl又ll坂19B、20B)

この中には、一＾端に背の高い lliをもつ竹日をずへて入れた。 2Hこ分げられる。

第 8- 1類 (69、84~92)

一端ないし全周に背の高＼刃；＇ i|い］’|出 l＿にも U）ご‘ -般的にいう先刃式掻器 (endscraper)、

円形掻器 (roundscraper) たし、とJ)J;（('忍印ーこちる

85，之、血屈広の招長判片左ー {9日こし、 a叫1,1,j側‘--1、j見IIij［て次加工がある" a面下五恥こ，よ、比咬

71、1
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的背の高い加工を）、れ刃部を作出している。 86は、厚手・幅広の象lj片をよ材にし、 a面右側辺九

どこ二次加工かあ／どぃ a向下部；こ背の高い加 lを入れ刃部を作っている、' b面［：部に顕著な擦痕

Iいある c 下部こも散兌廿いこ擦痕がある。 91ぶ、刃』：し＇〉破片てある。 b面ここ、散発的な短かい擦

択がある。 87は、？tlif．輻広の倒片を素材に、 a面！汀il;iこ背の高い刃部を（『')ている 3 刃部．よ狭

い。 84ぱ、小形で、 a面卜判犀刃部を作っている。 a由i左側辺は切損面てある。 69は、横長の剥

片を素材にし、 a面1ミ部に背の高い刃部を作っている。 92は、小形で、 a面左側辺には、小さな

ノ／チが入っている。両血に擦痕が散発的にある。 89は、厚手の横長剥片をよ材にし、 a面下部

こ輻 1人＜背の高い刃部[1「出している C b面左上よ焼げごいる。 88は、扁平石核の残核を素材に

l.――、その一端，こ入念こ /Jil1と入れ刃玉を作ってし、，') ¥）（)よ背の高い刃部か二りを巡る C a面左

は欠担している。 b面には1り［数U)短かい擦痕がある e 円形掻器てあろうか。

;il 8 2類 (66、83、95、114)

形態的には、第 1類に近く、 骨加こ背の高い面があるが、 刃部を明瞭には作出していない。す

べて、艇長剥片を素材にしている。

8:）は、 1'片面加工て、 a由it、緑と→次剖離面とのなす角度は伯：角であるが、 明l阻な刃部作出の

二次1JIII. h J:び細かい剥離よ；みよ l b向こぶ、長軸およご，凰抽）j向の擦痕が一面にある。 a面に

らi’f-11稟狽かある。弧かし、剥離fJ,、 1,見（月jェノ｀／こあって、↑卜』八こくこ＼れがある 3 111 I t、b面

下部のバルノ、、打面部分に、 a1i1iから b面に対して加工を人、！し、 ＾次剥離面こ対し Cμ'いりは11'りを

作り出 Lている。 a面中央部下にはくひれがあり、 下半部向側には二次加工がある。 b1i'ii：こぷ長

軸および短軸方向の短かい擦痕がある。 66ぱ a面の周辺に調依を施こし、 下半部には浅いくびれ

がある。 95ば、四手の縦長剥片を素材にし、 a面全周と b面下部に加」こがある。 b面れには LJJ断

面か信をしー）そ〈—. b面上記と下部：こ打下）1|丘］の擦痕がある。

9. 削 器（第37図64、65、67、(iS、70~72、74、第39閾い、 94、96、97、第41図

121~144、146~148、15{）、 152) （図版20A、B)

この仲間は、 綺［長斜片を素材としたものと横長ないいま幅広の寸つ主りの剥片を素材としこし

のに、大別できる C9

第 9-1知 (64、65、67、96、97、124~127、132~141、144、146~148、152)

組長の例片を素材としたものふ 訳 /Jil工の位置によって更に 1つに細分できる。

(a) 素材い仙ji!！III・；よび上・下縁など：3~ 4 像，こ二次加工か人ってし、るもの (136~1:~8)。

136は、打面丘i:i/)‘．よf尺損している，か、 a jili左こ b面左おここ iはこ二次加工が入ってい'，,:i, 137 

は、 a面両側およひ卜縁、 b面の右と卜縁に加工がある。 138よ、 a面両側と上・下緑こ /Jil[?J; 

ある。打面ぱ原石川lてある。

(b) 縦長剣片の両側に二次加工が入っているもの（67、96、124~127、132~135、139、 11・1、

146、147)。

67、125、127、1氾、 139よ、 a面両側：こ二次加工が入っている, 67()） b面には擦痕かある。

B3~13ぅ：之、バルフ[』 'j‘し＇）破片て、 や、こり両側に加工か入ってし、る 124は、 a面両側および b
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i｛町ヽ ILブ付近に二次加丁かある。 a面下部に、細かな繰り返しの象ll離がある。 96ば、 ）＇J了ーい）刻片

左↓：材にして、 a面右側緑と b面左側縁に背0)砂い倒離が入っている。 b面上部には、バルブが

残っ：：し、る c

に汲し、鼠lj離が入っている c

144ば、原『・幅広の条1j片を素村;::ーして、 a面左；こ背の向い倒離、 b面心と a雁右

じりよ、 a面右下』こ b面右側縁i二加上いあるつ 146、147.;:_、 1--"「14 I孔J乞≫

欠担 L-(_-しヽるが、

(c) 

a面側緑に加［がある。 146O) a面左側縁には、一郎）辰石面が残る 3

蔽長の剥片の側縁に不）見リljな剣離の入ったも 0)(140、141、148、152)。1521ま、 ジャスバー

製であるの

(d) 虹長象IJ片の両側こ、袂く：り込み状こ二次りnlーを加えたもの、 し、 j)ゆるノッチド・スクレイ

ノミー (notched scraper) -, jらる (64、65、97)。

64、65(上、 a面両側に、戎い袂ぐり状に二次加 I'.^在している。 打面こ 石面を残ナ。

65の b面には、長軸方向 0)長I1の擦痕と左下りおよび紺軸方向の短かい捺痕がある。

97は、小形の縦長剣片を素材にし、

第 9--・ 2 fr! 

a面を半片面加［し、 上部両側にノッチを入れている）

横剣き斤し、 1 '，よ靡広の知j 片，',―]、村こし二次加丁— f,9 }祖しビし之〉

~123、14:l)ぃ

(68, 70~72、74、93、91、

70は、直府製て、幅広の泰lj}｝を1:1オ｝こし、 a 面 1\＇,〖に刃部を作出 t［ーし、／：）。 a面および I辺と

左右側辺；こ、 1枚茫的に黒い物質（アルファルト？）か付着している（図版2:1B-2)。71は、

スハー製て、枇長0)剣片を素材で 1＿ー、

゜
↓G
 

ヽし

68は、

細かな二次加 lーを入れている。 121~1且：｝は、

な二次加工がある。

121 

b面および al(！i卜部に二次加上を入れ、

b面下部に刃部を作出してし， ;:,072、74ふ 1,ii/］、の剥片を素材ぃ— L _•9ー、

少し幅広 0)糸Il片を素材して、 a、

‘‘‘ 
ン／一＼’

刃部を作出しマ→→

a面つ両側に一、

b面側縁に不規訓

93、文、幅広の附l)iーか素材こ、 a面Jこと bi面左に加工がある。 b面iこぱ散発的tc短かい擦痕がある。

143 之`、亨手（乃午［国を素材；こして、 a面）吋辺，こ背の高＼，、『』削、 b面全面，こ し、印憎itが入ってし、る c

94 は~ヽ a面左こ比い［内背の高い加1>口入仇刃部を作出して I. るヽ 3 刃晨こよ、 i:！［かし、倒離ぶふ

ろ。 a面上部は欠柏している。

冷9-3類

紗（長ないししま、横長(/)判片を素材にして、 長軸に沿った一側辺を切断ないしは縦長にそいであ

,I 、反対側の側像；ヽ-_—^（,r、加工が克るらし，へ (128~131 、 142 、 1 ｀了0)

128は、縦長の象iJJ¥，どネ材，こし a面Iしりしし）」：＇胃さむており、 a II,li臼と b面ハ、ルフ； 加工がち

0

0

 

入

る

129は縦長剥片左kt1にして a面）！てか縦応こそいであり、

13(）は、縦長剥）l化ふ材に a面左が切IfJiされ、

左側に背の高し、象軌li力、入って＼、

a面右側に＿ー．次加工が入っている。 129、130

は、共に強度に焼けこいる。

l:ll:：、横長の条lj片八↓甘，こ、 a面右側，ぐ［、孤，こそいだ面てある c 左に背の高い判離が入って

しヽ乃。 b面：文原石面てあろ。 150 ら、横長0噂ljりを素材こし、 a面左右およこ＼上面、主切断されて
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しヽる。 a而下部には加工がある。 142ぱ、横判ぎの剣片を素材に、 a面およびその上縁には原石

面がある。 a面右と左下緑は L)］断されているヘ

10.縦長象1J片 （第40lsll11~113、115~120、第41図145、151)

113、115~120、145、151は、中形の縦長象lj片である。

に長軸およひ短軸、右下0)）j向の擦痕がある。

a面左と b面芹こ二次加工＾い入ってし、る。

とくに、加工iよない。

a面にも芳干ある。

(I <I版20B)

145 にしよ、 b面

118~12(）は、小形の縦長刻片

である。 118しま両側ェッ：／りこ象』かい剣荊いいり、強度こ焼：，｝て、、る。 l l(）~120：ま、 下紐，た；h/門損し

ている

111、112は、厚手の大形判片である。 111は、頁岩製。

規則な依lj離があり、

11. 扁平石核

第11-l類

b面には長軸方向の訓かい擦痕がある (9

（第40図98~108)

扁し「石枚 (flakecore) i二ま、三稲｝りある。

(98~104) 

(1俎1版20A)

打角の直角なものて、打面は多くは原石面である。

片 二，―,てし、る" 9D: ~、

を1]両こして、剥片ぷ！！産している。共に打面は原1ilhiである。

長梨lj片ル生産しているり

原石面は残っ Cし、ない。 104は上辺を打面にし a面から判）iを生産してし、，:)し、る。

;4'ill-2類

b liliに剣離を入れ、打面を作出し、

106 : l、b面上；駕を打面にして、

t[ l" -:しヽる。 107 [̀ a、

＇ t ヽ

冶ll-3類

面の創離：よ、

＇ま、

13. 一括剥片

上辺と下辺［1[面こ、

打面は原石面てばなし。

b各面か」1面こ、

b面の原石1i'ti左打面に、鋭角な角度で、

糧 [i.：［)罰片を生産しこーし、る。

円錐形の石核てあな 108Lt、打面が原石而ご、

12. クレステッド・フレーク

b面の一次罰離面て切られこし、る。

（第42図15:-l~185)

とくに加工ぱ八い。

98ぱ、

101は、

112は、 alhi右に不

上辺と a面左側辺を打面iこ、縦長剣

100、102 ょ`、 上辺

や1まり」：辺を打面に縦

103は、上辺と alffi右側辺から争lj}lを生産して

I罰片をこっ -;rl、,'.)J 

(lOS~l07) 

この打面に対し、

149 ;;t、

鋭角な角1'iC‘剥片を生PELCいるもの。

a 1111から縦長の例）！を生産しでい 7八 a面の『軌II乃稜：ま一部呪

打直1，こ灯して説角こ両面から剥片をとっている。

籍[J¥c0)剣片を生i席している。

(108) 

そこから仝片l，二亘って、

Iでし、る。

（第40図109、110、沼41図149) ([刈版20A)

扁平石核のクレステッド・フレーク (crestedflake= ridge flake)が出士している, 109よ、 a

ずヘ-:b面の一次判,4ffi面て切られでし、，＇，，打面りま「原 1iitiごあろ。 110 し、

a面の主要な糾離；ま、

b面からし

1 (）3 

1、t見11_1]，こ刻片を生I茫

a面の条：j

b面で切られている。

a面左には、細かな二次加丁かある。

（図版21A)

第42図iこ1J、した資料：ま、

155)；ま接合した。 154Iよその採合図てある。！い布された倒片は、

Ill C 8 Ii から出土した、黒櫂石の—ヤ括印l 片て克る。ノ：の白、 2点(153、

一般に寸の短かい幅広の剥片て

ある。 157、172~176のような、少し縦長の依Il)iもある。二次加工のあるものは、 177、178の 2、（夕Il
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だげである。料体となった扁乎石核は、 出土していたいが、釧片(/)量がちいってかなり大ぎだも

のであったと考えられろ。打面は匝石面である。 182と185ば、 石核の関係伎lj片か！し杜だいc

これらの資料は、剣片の生産に関して必ギしも明瞭忙規lllj性ガ遠かめられうと：文いえ九いが、 (1) 

大形の横長剣片 (153、156、1S8、169)、（2＼寸の知かい幅広の例片(15り、 1う9~168、 170、 171、

177~181、183など）、 （3ゆし幅広の縦長争l]片(157、172~176)；ごたまかに分類てぎ、も種類のあ

る程度均―—性のある条U片を生痒していた可能性も克る。

14. 石 斧 （第43図186~19:3、↑和44図194~198、200、201) （図阪 22A、B)

大きく三種に分類てき互

第14-1類 (186、187、195、198)

軍可・幅広の素材を用し、両刃し＇）もの。

186は、翡材を兄割りし研磨したも(;)。 a面よほぶ全面、 bi面よ刃部と）五右の隅のみ研磨してい

:。左右ツ）側1位は、原石田iを軽く研磨したえげてある。 b面は乎坦て敲Jj器で緑り返し敲打した

尻が観察される。 整形痕（よ、石下りか主体て、刃部は長軸方向てある。定角式で、両刃てある。

187 も、翡材を荒割りし、 研磨したもの。 a面および左行の側面ぱ仝面研磨している。 b面の研

]，：ょ刃部／）違＿て、 あとは改兌的である。 a面よ多少llh面ヵ邊あるか、 b面はほぼ平坦てある。刃部

カ少し非吋祁り両刃［ある。上蝙よ欠損。整形痕ふ a、 b|Ii,i面，よ右下り、 側圃ま短軸）j向であ

る。 198ば、こい仲間の刃部破片てあろうか。 卯形戒は長軸方向である u 195も、この種の胴部

飯片かと思われる。 b面は平坦てある。

弔14-2知 (188、189、191、192、197)

薄手、幅仏の板状の石を素材にし、 片刃のもの。いわゆる扁平片j)石斧てある。 卜斧として用

いられたと思われる。

188は、板状石を素材に、その両側面付近などに症い加工を施こし、 その後両側而および刃部

両面を研磨している。 b面十部は、全く廂理面のままで、F坦で虎る。 厚さ{t薄く、 1ヤ刃乞ちろ c

整形痕は、すべて短軸方向。柄部は少し欠担している。 189ば、やぱり板状石を素材にし、局部

］丹製したも 0)。)1/-:さぱ蔀く、 b面の刃部は、 b面に対してかなりの角度を i，って作出しており、

片刃、附刃である。 b面は、きわめて平坦に作ってあろ 3 舷形痕は、 a、b両而ぱ長軸方向、側

面は短軸方向である。 刃部のエッジには、使用による刃こばれピ b面の方（こ深いきず、『ぶが克ろ

（図版23B-1)。191、192、197ば、 同種の破片かと思われる。 192ば、両メ］でもそ，し

第14--3m(193) 

狭長で、刃部の輻が狭いものc

193は、両面をほぼ全面研咽 lー：：：しろ。局邪的こ素材而が残っている。長さのわり，こ幅がはく、

両刃であろ b面ばあtり1世面ぱ弥くだい。 粕形仰ま、短軸方向と右下りこ克る。全体：：： l／：：：、

丸C'〉み形石斧に近いが、刃剖に挟ぐり：t入っていない。

石斧の未戌品 (19(）、 194、196、20(）、 201)

196:t、原石を荒割りし、一間研磨して支乙整形痕よ、 a、 b両面よ、 J丘下りと右 Fりの方
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向、 ari'lj右側辺は長軸方向である。また側面付近には、 整形のための敲打器による繰り返しの敲

打がある。 194は、下部を欠損している。 b面には、原石面が残り、右ドりの軽い研磨が観察され

る。 a面も研磨している。整形痕ぱ右下りである。 左右の側面は、やより敲打器による細かい繰

り返しの敲打かある。側辺も軽く研磨している。 190は、 a 面の一部に原石由l 力•あり、 b面には幅

広い原石面が朽る J その他：文粗い剣離を入れ、 石斧の形在整えている。 b而］）円［石直、こ：ま、左下

りの軽い研磨疸かある。 200よ、素材である。側辺iこ少 L敲打の跡があり、 a面 l噂いこ研磨した所

がある。 201も素材である。 a面左側辺と右側辺は原石川lが残る。 整形のため粗い剥離と細かい

紐り返しの敲打がある。

15.すり石 （第45図202) （図版21B)

1点出土した。 202は、断面三角形。三面共、長軸方向の細かいすり跡がある。下面にも 4方向

のすり跡がある（図版23B-6)。 上面は、素材の皿＇)よまであるが、そのい月 0)角は、面取りさ

れている。この石器は、すり跡の方向からみて、 ：」面を利用した長軸方向の作業と石器を立てて

の 3~4方向の作業を行なっていたことが考えられる。

16. ＜ぽみ石 （第45図203~204) （図版21B) 

2個出土している。 203は、円柱状の河原石を素材にして、 a、 b両面に 1個ずつ浅いくぼみが

ある。 204は、カマボコ形の河原石の平廿1面の方に 2個の浅いくぼみがある。

17. 砥 石（第45図206~207) （図版21B)

206、 207は、砂岩製で、 206ば、 4面を利用している。 図上部；こある面は、少しコソケーブ

(concave)している。細～中砥である。

207は、 2面を利用し、一部欠損している 紐訳てある。

18.礫器（第45閏199、205) （図I阪21B) 

205は、河原石を素材に、 a面両側と b面左上に荒い剣離が入っている。 a面上部は、原石面

を軽く研麿している。長軸方向が｝で、短軸方向も若干ある。石斧の未成品の可能性もある。 199

は、性格不明であるが、 a面に似石面と右側に荒い剣離がある。 b面は節理面で、その周辺に細

かい繰り迦しの刻離がある。上部は欠損している。

19．有孔石製品 （咆46図〗 （図版22B)

円盤状の転礫こ 2伽1J)文があいている。 a面左U)ものは自然にあ

いたものと思われるか、 a面右のは、有孔部の 1・ト｀に穿孔した時の溝

が残っており、全体に汁＇｝らかで人工的に整形していると考えられる。

20. 骨製刺突具 （第47図） （図版18B)

包
二二m

第46図 有孔石製品実測図

シカの左側大腿骨の近位部を利用したものである。 黒色土層より出土したため、全体に腐蝕が

著しく脆くなっている。加工痕と使用痕が腐蝕のため明瞭でないこと、 出土層位が黒色土層上部

であることから、 現代のシカの骨が混入した可能性があり、骨器であるかどうかは疑間が残る。

しかし、時期はともかく、 シカの大腿骨を人窃的に斜めに切断したものであることはIIJJらかであ

る。 切断面はよく fff耗しており、他の自然面と比べてこの部分が、とくに磨擦を受け--cいること
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を示している。 とりわけ、その先端部付近は側面からみると

浅くくぼんでおり、 刺突具としての特徴を備えている。以上

の観察から、ここでは一応「骨器」と考えておきたい。 切断

面の状態からみて金属器によって切断されたものとぢえられ

る。 陸獣の四肢骨を利用したこのような形態り小lj突且ば類例

が少なく、 この什器が当遺跡においてどの文化に属するかぱ

明らかではない （この骨器iこ関しては、西本他弘‘｛兄の教

示をえた。）

本遺跡出土の石器について、 若干ぢ空を加えてみたいと思

う。 比較の対象は、糧文中期以降の単一土器型式とッー）共伴1'il

係がかなりはっぎりしに遺跡を中心に行なった。 た］こし、仝
第47図骨器庚測図

体に出土点数の少ない閲奸巾に関してしま、福広い時期の追跡を対象にした。

1. 石鏃

門遺跡から出士した石鏃は、第 1号ピノト出土の 1点の無茎鏃を乃そいて、すべて有茎である。

適内の縄文中期以降の遺跡を通観ずるに、 円筒上層式土器群でよ、亀田郡桔梗村サイベ沢遺跡

（児玉・大場・武内 1968)第 1地点第 5層（サイベ沢第VI類）、函館市見晴町遺跡（高橋 1966)、

同サイベ沢B遺跡（森田・高橋 1967)からは、木遺跡で第 1-1類と第 1-3類と分類した石鏃

がみつかっている。余山八土闊群では、 石狩瓢当別町伊達山遣跡（第 1地、I’l、) （岩崎・三室・室

田 1970)、同郡厚田村緊い（万崎•藤村 1964) から、缶逹IU式土器と共に鳩― l- 1類こ第 1-3

類の石鏃が出土している C，亀川郡亀田町煉瓦台遺跡（大場・蛯子 1965)から，主、入正第m類の土

器と共に、第 1-1類の石鏃が出ている。北筒式土器群でしま、 営呂郡営呂町朝日トコロ貝塚（虔

大文学部 1963)のAトレンチ第 6層（貝層）、同じく Eトレソチ冶 4層（貝層）から、 トコロ第 6

類土器と共：こ出土した石鏃は、数、文少ないか各々第 1-1類、 第 1-3類である。後期では、札

幌市手伯退跡（．大場・石川 1956)から、元 l-2類の石鏃が出土している。静内郡静内町舗殿I[J 

遣跡（藤本編 1963)から出土した石鏃は、第 1-2類が主体で、内数点が吊 l l煩の形態であ

る。夕張郡長沼町幌内堂林遺跡（野村・宇田川 1967)の堂林式土器に共伴した石鏃ば、策 1-2

煩が多く、それこ第 1-1煩と無茎鏃がある。 1い］郡由仁町東三川遺跡（野村 1969)の後期末から

晩期初頭の土器群、こ（半っ fこ〗ま、第 1-2 類 □抄 1 -1類、第 1-3類の石滋てある。 なお第 1

-2類の内 1点は、尖頭部ぱ五角形で、本遺跡の第37図28の資日に近い。 晩期でしま、夕張郡栗山

町鳩山遺跡（野村 1964)第 3地点の、タンネトウ L式を主体とする1：器群に伴った石鏃は、無茎

狭長の石鏃である。また、雨竜郡妹背牛町メム川遺跡（高橋・野村 1972)の夕` ノネトウ L式を中

心とする士器群に伴出したのも、やはり無茎狭l:り伍鏃が主である。 ただ、第 1-:n月）タイプ

が若干ある。上磯郡木古内町札刈遺跡（札刈追跡，u,11介団 1971)からぱ、大洞A式上'i:'iと共に、第

1-1類の有茎鏃が出土している。 続縄文時代ては、白径郡白老町虎杖浜アヨロ遣跡（名取・
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峰山 1962)り卜層から、恵山式土器と共こ第 1-1いのイ註族が出土している。また、網走郡女満

別町住吉遺跡（大場・奥田 1960)C竪穴から、チプスケ I式上器と共に、数多くの無茎狭長鏃と

第 1-3類、第 1-2類の有茎鏃が出土している。

以上を人ると、本遺跡の第 1-1類、弟 1-3類のイ廿族は、 縄文時代中期のサイヘ沢り3•VI 類、

見賭町式、サイベ沢第VII類、伊達山式、 人」第III類をして出士点数が少ないがトコロ第 6類土器

などに多い。ただ、後期末から晩期、続縄文時代にも若干あるが、 主体を占めるものではない。

第 1-2類の石鏃は、手稲式、御殿山式土器などの後期に庄伺的に多い。 しかし、第 1-1-a類

の中でも、比咬的尖頭部の長さと幅の比／ 1こ近いも 7)よ浚期にもちる 3 中期ば、 —般：：：：大き

く、後期：［小形の鏃が多いともいえそ,-!-:ーしわる。

本遺跡から出土した石鏃の中で、 1つの特徴と思われるのば、 第37図16例に端的に示されるよ

うに、素材を折りとって、大まかな石鏃の形を作るという技広である。 これらの切断面が、欠損

面でないことは、その面に加工が施こ心れていたり（第37図16例）、そこを打面とし―-（欠加工が施

こされている（同1部34、35、37、38例） という点から区別される。この技法を有する例は、 周

辺加工の石鏃に多いが、 33、38例の如く、半両面加上の石鏃にもある。 これに類した技法で作ら
） 

れた石鏃は、釧路市東釧路貝塚（河野・沢はが 1962) の第 V群の押型文土器（朱円 j〖、温根沼式

と共に、多量こ出土している。．本文の兄鴨こ，まないが、 同報告第33区］，ご小された資且，よ、多くは

切断することによって大まかな形態を整えている。 ただし、すべて無茎である。また「表裏 0)逆

の方向のみ再加工」 (p. 52)するという例も、本遺跡でみとめられる。

石鏃の重量ぱ、 ヒストクラフをとるとかなりまと主りがあることがわかる。 0. 3~0. 7g ぱ 1

個。 0.8~1.2gは 4個。 1.:1~1. 7gぱ4個。 1.8~2. 2gは2個0 3. 3~3. 7g!J、、 1個。 3.8g以上が 1僭

てある。特別に屯い 2個を除いて、 1士gの所iこ梨中している。弓矢のような投獨体の刺突効果を

培ずには、石川元助（石川1963)によれば以下の 4つがあるといわれる。

(1) 先（尖）頭部の鋭れl『|▲

(2) 投摘体の璽量

{3) 発射速度

(4) 毒物との結合

石鏃の重量ぶ (2lとl3}に関直する。 矢を水平飛行させ、命中度を翡めるという点では、鏃は重

い）jが、矢全体の重心も先端部に移動し、 理論的にはいい。しかし、弓矢の構凸上、極端こ重す

ぎては、人力に頼るかぎり、 l3)の発射速度が制限され、 また本未直線（水平）的飛行をせねばな

らないものが、重いがために空中飛行軌道の孤の曲率か増し、 あまり遠くに飛ばなくなると同時

に、命中度もかえって忠くなるであろう。 従って、 '1(}）り狙さ、矢の箆の長さと重さ、狩猟方法な

どの条件から、選択的にある範囲''"i})重量の石鏃が作られ、 用いられたことは充分考えられる。

2. 石鈷（先）

石鈷（、夕し） ＇）形態の石器よ、縄文時代ては、 前期］）信＇川郡栗沢町加茂 JII遺跡（岩崎・了田川・

本田・河野1966)、東釧路貝塚())mv 群土器、名寄市日進遺跡（河野•佐藤 1963) の第 2トレン
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チ、室蘭rliナンナイ遺跡（大場、王か 1962) （円凶下屈式、円筒上野 a、b式）などで出ている。

全長は一般i=-5 ~10cmご、点数，ょ少いミく、柄荒にノ；ヂが入っていたり、 塔底が平坦なもじ万后多

いようてある 中期に入って、 円似i上層式土器叫には、 明確な伴出例はない。 北筒式士ば託て

ぱ、朝日 1、1 口貝塚Aトレンチり36層から、多散に出 1；している。 令｛本に長く、 7.5~5cm位であ

る。女満別仕古A竪穴（大場・ 1札Ill1960) からも、 1点出土している。余市式土器梢ては、伊

逹山遺跡、豪‘'［瓜跡力］ら、長ご•]」 cmの小形品が放知（：出土している。 t内部ぱ尖っている。餃．

晩期は、管見り）範訊てぷみあたら八、い。統纏文期，こ）、って、アヨロ遺跡、 な満別住吉C竪穴はど

から、石鈷（先）か出士しているか、住吉c竪穴出 1：例は、大形で、 訥部り）居底が平坦な+_)し')か

多い。通観するに、縄文時代早期、眈謁文期の資料は、大形品で、 基底か平坦なものが多いよう

てある C 本遣跡：I＇11例は余市式」描文化の伊達山式こ［＇沿に伴う例に最も近い。 トコロ第 6類上悩

i こ伴った可能I~I しいるか直央地：）］＇＿，＇）報告例がないい〉ご、比餃の対象こぱだらない。

この「石鈷」こいう名称よ、東大文＇芦部（東大文了晶編 1963)て酌 II I、コロ貝塚の位1j乞＇しと iこ

はじめて用いられたものである。それによると、長さ 5~10cm、重さ 4~20gで、 投槍あるし、よ

鈷として用いられたものという。しかし、この名称は、機能を考慮した場合、 鈷とは、回似離頭

鉗左さす⑦であ＇） rー、それ自身で柏に礼柄して「鋸］と lて用いることはイヽ可能である。 これに

介〕骨製左どのンャ］卜を、包定し匁し 1J'）、不適当匁‘↓）しりと巴われる。 矛し直l［文期の虻田郡礼叉痒

遺跡（恵山式土沿:nからは、この種イi;f出こ合う、骨製のシャフトがみつか，ー）―ごいる（渡辺 197:3)

この遺跡出土例て］しる限り、大きさのわりに厚さが薄かったり、片面が平如てあることは、 この

釉、ンャフトにセットするのに適しているとぢえられる。

3. ナイフ状石器

出りー 1類の柄を1'II出1た半両面加丁！)-/-イフ状石器、 内りー 3類のナイフ状石器ぱ、既報四

例ズは、明確に対比て'¥-るものは少ない。 その内、第38、:m1メlの52例よ、全面院耗しており、そ

の掠択 0)j]向からみて、 J＜軸方向と短軸方向の作業を行っていることがわかる。

第 5-2類とした 1石匙 Iに関しては、薗交時代に幅広く認められる。 蠅文時代中期以降の類

例亡;,: : ;いよ、中期ご、 l 、'トイベ沢遺賛第 l圃J,！；第 5喝から、サイベ沢第VI類-十r.:'iと共に周辺・片

面］JllIーし＇）炭長縦形石旦パ I',l::している ，り)j日トコロ貝ほAI` レンチ第 61¥＇］、 E トレンチ第 41,~1 、

女禍別仕古A竪穴などからは、 トコロ渇 6煩士器に、 粗製石刃を素材にした，｝古］）旦・片面加工り

長縦形イi匙を伴っている。伊逹山式土船に伴出したという恨苫例はないか、 1い］系統の煉瓦台辿跡

からけ、人江第m類士ばに、周辺加工の輻）人・矩形の石匙が伴っている。 後期では、手稲逍跡か

ら閏辺）JllL;)霰長石匙と 11hiIIII加工J》疵長］」匙か出ているっ (Ji)殿山遺跡のも 0)は、 矩形・幅｝ムの石

匙てある。 主た、堂林直隠イタljc¥)、矩形・航形-ーある。 晩期り）仕山都上ノ国村 1ー／国遺跡（大叫．

松崎・浪辺 1961)からは、 ll兒期初頚の土閻と共に、横形石匙か出ている。同時期の三石郡ご{i 

町ホロケ翌汀亦（藤本 1964)からは、幅広の糾形石匙が出土している。後期末から晩期の恵庭市柏木

川遺跡（高柏糾1971)からは、幅広の縦形石匙と横形石匙か出ている。 また、 fじ田郡尻岸内町 L_1

ノ浜遺跡（古崎1965)から：、幅広の統長石むが出土している。静内郡静内川」大狩部遺跡（藤本
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1960)以後、統纏文期には、この種の石器しtなく、「靴形石料 といわ礼るも cうが出現する。

従って、本遺跡で出士した第 5-2-a類の狭長縦形石匙は、 縄文時代中期から後期中葉頃迄0)

所産である。第 5-2-b頂の横形石匙、文、晩期の十＿器こ伴った可能I生が強い。第 5-2-b類の両

而加丁の石匙は、手稲遺跡で 1点人られたのみである。

本遺闘の石匙のつまみ闇分には、黒い物質（アルファルト？）が付着している （第38図54、56

例）。同様な付着物は、無柄の石錐、横形の削器にも認められた。他に類似を求めれば、木古内町

札刈瑣蹄で、有茎鏃の茎部にタ--9レ状物質がある位1jと見晴町遺跡て、 石斧り刃部：こタール状物質

が付沿している汎がある。着柄の問題を衿える上て重要である。 また、第38図53と55（外］にぱ無数

の擦痕がある。 53例は、先端部両面に集中してあり、 長柏と短軸方向の作吃を行っでいる。日望列

も、同様の作業を行なっているようである。

4. 石錐

本迅跡出土の石錐は、部厚い無柄の錐 1点と有砧の錐 4点である。 縄文時代中期に石錐が出l:

したという報化例は管見の範囲てはない。 後期に人って、手稲遺跡から、有柄の錐，ぅ‘,1叔、岬毀

山遣闘から幅広の有栢jグ）錐とつまみ状のhりのついに錐か出上している。 晩判Jでは、 メム川遺跡か

ら有柄の錐が出土しているのみてある。統縄文期も、報竹例はない。 この石維ぱ、加茂JII遺跡、

東釦路遺跡第 V群土器、日進嵐跡第 2トレンチ、 ヒ川郡東旭川町 II,)ー）出遺訊、（佐藤 1960)などの

綱文時代前期の遺跡て、有柄の例が多くみられる。

木遺跡出ー＋の第 6-1類ぱ、最告例は二い。 'E 6-2如は、形懇的こ、｛雌設山、 メム）II遺跡で

出土している幅広の柄を有する例に類似している。なお、席40図791ま、 扁平石核の浅核を再利用

し九ものて，乞る。同i［な例：ま、『蚤器てふみられる。 また、同図76、77例は、尖頭部、こ擦痕があ

る。 76例は、左右力向で、石錐を回転して用いたことが想像され、 77例は、刺突と同転の作業を

この石帯て行なっていたこといわかる また、 79例の先喘ニノ／よ壱耗している。 75例の無柄の

錐の基部には黒い物質が付着している。着柄し-c用いたことがはば明らかである，）

5. 彫刻刀(?)

崎遺跡からは、グレーバー・ファシット様の加工の人った石器が 2点みつかっている。

この種の石菩が人つかったといち恨岩ば、 賃見の範『11て、褪文時代早期では、』翌郡虎杖浜遺

跡（大場・扇谷・竹田 1962)、釧路市沼尻遺跡（吉崎 1965)、目梨郡羅臼町中谷遺跡（大沼 1971)

などがある。 虎杖恒遺跡例に関しては、 図で人る限り、 矢印のパされた方向こ：ま、 ファシノト

は人っておらす、彫刻刀としてぱ疑問かある。前期では、 虹田郡伊達町茶呑場遺跡（名取・峰山

1963)から、グレービイング・トウールが出土しているという。 図示された 5叔：よ従長・横艮の

刹片の一側を縦長こそいた資いである，， 内4点；よ鋭角彫刻刀に直く、 1点ぱ単打彫刻刀に辺い。

[I進遺跡の策 1トレンチから出土したという彫刻刀は、 疑問があろ。宴 2トレンチがら：ま、ヂャ

ート製の鋭角彫刻JJが 2点出ししてし，る。 1.'、Iいま 1本、もう 1},Jiは 3本グレーバー・ファシソトが

人ってしる。東旭川町日の出遺跡から（ま、神屈式士器と共に、 鋭角彫刻J]が出士している J 国辺

こ剥離が人っている。あと、幌罷文期iこ入って、目梨郡葎臼町合泊遺跡（丁田川・鶴丸・豊原 1971)
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第 2地点からも、彫器（？）が出土している。 1点は、 鋭角彫刻刀、もう 1点は通常と単打のダ

ブル彫刻刀てある。また、勇払郡鵡川町鵡川遺跡（大場・扇谷 1964)からも、黒耀石の両面体石

器の一端にファシットを入れた資料か出ている。 さらに、斜屯郡斜里町チプスケ遺跡（田沢•佐

藤・相川 1959)からも、鋭角彫刻刀が出土している。

縄文時代早期こ前期の茶呑湯遺跡の不確実た例を除いて、ほとんどのものよ鋭角彫亥lj刀 (angle

graver)である c 当遁跡のものも、ファシットは、 知かく幅広であるが、巨視的に鋭角彫刻刀の

仲間かと思われる。ただ、惰40図81例ぱ、掻器の箪なる欠担品の可能性もある。

彫刻刀は、旭本的に骨角器製作に関連した加工具と思われ、 縄文時代およびそれ以降の時期に

も、存在した可能性がある。勿論、続縄文時代以降には、 金屈器が流入し、これにとって変られ

たことしま考えられる。

6. 掻器

本遺跡からは、 先刃式掻器 (endscraper)が4点、円形 (round)ないし母指状 (thumb) 掻

器は、 5点出土してし、る。

縄文時代中期l‘ぽ条て頂例を求めると、 サイベ沢B遺跡から円形掻器、朝日トコロ貝嫁Eトレン

チ第 4層からは、幅広・矩形の先刃式掻器、由仁町東三川遺跡からば、 幅広・矩形の先刃式掻器

が、メム川遣跡からは、縦長の先刃式掻器と母指状掻器が出土している。 続纏文期に入って、女

満別住吉C竪穴からは、縦長の先刃式掻器と円形掻器が、 羅臼町合泊遺跡第 2地点からは、裏面

加工のある幅広・矩形の先刃式掻器が出土している。

本遺跡の先刃式掻器ば、概して幅広・矩形てある。 朝日トコロ貝塚、東三川遺跡などに類例が

求められるが、特定時期を限定することぱ難しい。 円形、母指状掻器も同様ごある。

なお、第 8-2煩とした石器は、既報告例じ類例を求らることは難しいが、 未発友資＇いでトコ

ロ第 6類に共伴した例かある。第 8-1類、第 8-2類の石器の腹面には、 ほとんどの例に擦痕

がある。第 8-1類のぱ短かく、長軸および短軸、 斜め方向の擦痕であり、第8-2類は、長目

の長軸ないし短軸の擦痕である c 両者ぱ機能が異なると思われる。

縄文時代において、掻器に類した資料が存在することに、 はじめに気がついたのは八幡—一郎

（八幡 1935)でもった。夭：之、日本における中石菩交化の追求の中で、 東北地方に多い箆状石器

を、ヨーロッパの旧石器時代、 とくにアシュール期以降(J)scratcher (keeled scraper)に類例

を求めている。この「石箆」といわれる石器は、 北品道でii、その出土ぱ不顕著である。逆に、

1日・中石器時代の endscraper, round scraper, thumb scraper に類したものバ、北海辺では椰

文文化、続縄文文化、オホーツク文化などに顕著に認められる。 東北地方では、これほど定形化

したものはないと思われる。

7. 削器

第9-2類に分類した仙型の削器の類例は少 9:＜；い。 見ii丘町遣跡、女満別｛主吉C竪穴ばどで、輻

広・矩形の削器ぶ報苫されている程度である。 一方、第 8-1類の類例は、見防町遺跡、朝日ト

コロ貝塚Eトレンチ;B4悩、伊達山遺跡、豪富遺跡、手稲遺跡、 栗山町鳩山遺跡第 3池点、斜里
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町チプスケ遺跡など、道東域を中心に縄文～続罷文時代まで、 一般的に認められる。 トコロ第 6

類土器、伊達山式土器には多いようである。 この内、朝日トコロ貝塚のトコロ第 6類士器に共伴

した縦長刻片は、大井睛男（大井 1965)によれぼ、石刃技法の所産とみなされている。

第 9-3類の例は、明確なものはない。

8. 扁平石核

本選跡出土の扁平石核は 3類に分類できた。扁平石核の報告例ば、 縄文時代中期以降ては、朝

日トコロ貝塚Aトンンチ第 6層から、 円礫を素材に鋭角な角度で剥片を生産したものが出士して

いる。下部は原石面である。大井睛男（大井 1965)によると、粗製石刃を生産した円錐形の石核

も、 トコロ沼 6類に伴ったものという。 伊達山遺跡では、打角が直角な扁平石核が数多く報告さ

れている。生産している条l片は、ここで数多く出土している継長倒片である。 本遺跡出士の第

11-1類に類似していな また、朝日トコロ貝塚て出土したのと同様な円礫を北材；こした石核も

1点図示されている。羅日町合泊遣跡第 2地点の資料＇は、 打角が直角なものて、幅広・ }0形の剥

片を生産している。

第11-2類に類似の資叶は、明確なものはない正、 しいてあげるとすれば、叫日トコロ貝塚、

伊達山遺跡などで出土している前述の円礫を利用した石核であろう。

なお、本遣跡からは、 第11-1類の石核から剥がされたと思われる crestedflakeが 3点出土

している。また、数多くの縦長剥片も出土している。

本遺跡および伊達山｝費跡出土の扁平石核ほ、 朝日トコロ貝塚で発見された円錐形石核ほど、規

則性をもって縦長倒片を生産しているとは考えがたい。 fj343図に示したのは、 rnc 81ズ．から出上

した一括剣片である。 ・般に、矩形の幅広剣片をIL産しでいる。

9. 石斧

第14-1類、第14-2類とした石斧は、両者セットで幅広い時期にある。 羅文中期以降では、

朝日トコロ貝塚Eトレンチ第 4層、伊達山遣跡、手稲遺跡、堂林遺跡、 女満別住吉C竪穴などが

ある。

第14-2類は、いわゆる扁平片｝］石斧で手斧である。第14--1類の両刃の石斧も、 一面：ま曲面

ぱ弱く平坦であり、刃部の横断面も少し非対称形である。 着柄の仕方を考えるとこれも、第14-

2類と同様、手斧の可能性もある。しかし、両贔よ、 l)J刃享さ、 大きさが退なり、用途が違って

いたと思われる。

第14-3類は、 1点しか出土していたいが、侠長で、叫の狭い刃祁をもち、 横断面形が少し非

対称形の両刃の石斧である。 類例は、邁文前期では加茂川遺跡、名寄日進遺跡第 2トレンチ、東

旭川町日の出遺跡、岩内郡岩内町東山遺跡（大場・桐井 1968)第 1地点第4-5層（円筒下層 d

式）、同遺跡第 2地点第 3層、サイベ沢遺跡第 1地点第16層たどで出上しており、中期でば、サイ

ベ沢遺跡第 2 地内、〗3. 3-1罰（サイベ沢第vm)など。後期から晩期にかけて、ま、 堂林遺跡、東

三川遺跡などから出土している。

以上から、第14-3類0)石斧は、縄文前期の加茂JI!_r¥、神居式、円筒下層 d式、 縄文中期のサ
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イベ沢第v類など、それに縄文後期末から晩期初頭に出現することがわかる。

一方、同様の形態をもち、刃部に浅い扶ぐり込みを入れた資料ぱ、 本田栄作ら（本田•藤村・

河野 1964)によると石狩川流域を中心に21カ所から出土しているという。伴出閃係は明らかでな

いらしい。これ以外では、雨竜郡雨竜町内から 7 点出土している（岡部・南•本田 1967)。 しか

し、これも時期は不明である。加藤晋平（加藤 1963)は、浜益郡浜益村、空知郡音江村などの資

料をもとに、 北筒式土器群の内で古い時期の一群（トコロ第 6類）に伴出するものと考えたいと

いう。また、大塚和義（大塚 1966)は、金属性丸のみに類似を求め、続縄文時代以降、それも擦

文時代の所産てあるとしているが、根拠が全く示め心れていない。

この丸のみ形石斧と称される扶ぐりの入った例と第14-3類の石斧とが阿様な「のJ,,_i として

の用途であると仮定することぶ許されるならは、 弔14 3類の石斧ぱ「平の，人形石斧 1 とでも称

すべきであろうか。従って、丸のみ形石斧の出現時期も、 この平のみ形石斧との関連において考

えなければならないかもしれない。

本遺跡出土の石斧は、その未成品てみると、磨製石斧の製作こあたって、 研磨に先だち、まず

素材に粗い剥離を入れ、ほぼ全体形を整え、しかる後に、 緑色片岩・細粒砂岩のような比較的軟

弱な石質が素材の時には、さらに敲打器で、 角がなくなるまで繰り返しの敲打を行なって最終的

な整形をしたことがわかる。その上で研磨している。この技法は、第45図 194、196、201例など

に顕著にみられる。加茂川遺跡の報告（岩崎・宇田川•本田・河野 1966) では、 「背部の一部を

残して細かい啄敲により整形された大形の石斧形を呈するものが一例ある。 この啄敲のテクニッ

クは手持石杵に施された手法と一致する。」 (p.41)とある。同趣の技法があるのであろうか。

10.すり石

1点出上したすり石は、高橋止勝 (Mi橋 1971a)の分類の第 I類に形態ぱ近いが、使用面は、 [l

然石の稜tこけではなく、全面を利用している。また、 立てても利用しており、類例は、管見の範

囲ではない。擦痕の方向が長軸方向のみであることからみても、 石皿とセットになる石杵とも考

え難い。

11. ＜ぽみ石

くはみ石は、加茂川遺跡、 朝日トコロ貝塚Eトレンチ第 4層、伊達山遺跡、煉瓦台遺跡などで

認められる。岩崎隆人ら（岩崎・宇田川・本田・河野 1968)によると春日町式、静内中野式、加

茂川式土器との伴出が最も多いという。

即ち、現在の資料では、縄文時代前期初頭と中期後半にあるということになる。

12.有孔石製品

本遺跡出土例の如く、二孔ある扁平なものは類例がないが、 自然石の虫食いをそのまま利用し

たり、これを箇単に整形した一孔の資料は、サイベ沢遺跡第 1地点第21-20陪（サイベ沢第1I類）、

名寄日進遺跡第 1トレンチ、岩内町東山遺跡第 2地点第 3層（サイベ沢第V、VI類、 トコロ第 6

類）、宗谷郡猿払村浜猿払遺跡（松下•石川 1966)、上ノ国遺跡、チプスケ遺跡などにみられる。

幅広い時期に亘ってあるようで、装飾品ないしはその未成品と思われる。
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最後に、本遺跡の石器群の特徴は、石鋲（先）、縦長剣片、定形化した掻器類を多く伴うことか

ら、道東域の綱文時代中期～後・晩期の石器組成と近似するといえる。 （上野秀一）
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結 語

以上、各項目に述べた如く、白石神社遣跡は、 縄文時代中期より後期、晩期、続縄文時代、擦

文時代の各期にわたって営まれた複合遺跡であることが解明された。 惜しむらくは、本追跡は、

後年の神社建築、境内整備等の作業により良好な包含層を残しておらず、 長期間にわたっての土

器が雑然と発見された。故こ本報告作製では、 時代の同定、編年確立へのための積極的な作業を

行なわず、事実報告を韮調とする態度で臨んだ。

遺構としては、纏文時代中期に属し、道央部で｝ま、 平岸天神山遺跡出上土器の系譜を有する土

器を出土する竪穴住居跡の発見がなされた。 当該時期の住居跡は、全道的に見て道南地方で、こ

れに平行期ともえられるサイベ沢VII式、見帖町式期の発掘報告例がある。 道央部における発掘例

ぱこれをもって初めとする。 たとえその半ばを欠失するものであっても高く評価できよう。更に

続縄文時代、或ぱ、それ以降と思われる数基のヒn‘ノトが発見されている。 これを続栂文時代に比

定し得る確たる証は4；し、ハ類似ヒ°ヅトは、 江別J方主山遺跡、紅葉山第33号遺跡等より発見され

ている続掴文時代にJ出する土漿墓に、やや類似点を見い出すことができる。 白石神社遺跡発見の

ピノト類が当該時期のものであれは、土壌募であると考えられよう。

今回の発掘例では見られなかったが、北面遁の編文時代晩期、 続縄文時代の墓より石鏃を多数

副非する例が多く見られることは、 即ち当該時代の生業基盤のあり方を的確に示す事例といえよ

.> 

)。

更に明治・大正年間列箱り神社土台についても、 J-r-iここれが失なわれゆく前ll¥：紀の遺構であ

るとの考えに従い、記鉗ここどめた。

出土追物は、 特に縄文間代中期のサイベ沢＼1l式土器｝に近い土器が多数発見され，L二 当該文化

は、消央においては、 平岸天神山烹跡出土遣物によって代表芯れていたが、その出士数の僅少さ

から、組成内容については不明とずるところが多く、 研究上の空白が多かった。今回の資料が、

研究進展の一端を荷う資料となるてあろう。 更に、道南のサイベ沢VII式土器の新しいとこらと併

行するであろり道東北祁を代表するトコロ第 6類土器が発見された。 この事実は、ここ道央地方

が、 北海道の考古学研究上の重要な地域をしめるものC‘あり、今後当地域の組織的な調査いかん

によっては、 欠きt.i:.期待のかけられるところであろり。

出土石器は、縦長の剥片か多く出土し、 素材としこ用いられている点が注目どれよう。石器組

成を総合的にとらえれば、 直東北部を中心に広がりを見せるトコロ第 6類土器文化の影響を強く

受けるものである。 トコロ第 6類土器と円筒土器系にともなう石器組成には、 大きな差異が見ら

れる。両文化の生業形態の相違を端的に表わすものとして、 今後より正確な基礎作業を通して、

両文化の内容を明確に把える手段として一層の注目が必要となろう。

以上、良好な遣跡であるとは言えないが、 札幌地Jjにおける従来の発掘調査例の貧弱さと相ま

って、遅れを見せていた研究への一助として何らかの役胄ljを果たす資料となるであろう。

最後に、反省と [l戒をこめて、 札幌市の急速な発展にともない、破壊されゆく退闘の数は今後
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とも培大しよう。 従凍は、かかるれ態にわげる調介体制1ま、必ずしも 1仙足のてぎる状態てあった

こば、＼、えない。この調青を契機こして、 より前進I『J/'豆屏決）］去が得らいるよう‘州に研鍛を重ねて

行く心算である。 （石附凸―＿て男）
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大場利夫・蛯 f千代志 l!l65「函館巾郊外煉瓦台追跡」『北方文化研究報告』 20所収

大げ 忠春： 1!171「中谷追訊」『羅臼J]／リぶ

岡部伊冶． i汀 恵•本 1fl 栄作 1967「雨竜郡雨危町の遺跡・遺物の紹介」『北紺道の文化』11所収

加）飲晋平 1963「丸のみ）診石斧について」『考古学雑誌』 48-4所収

菊地 俊彦 1967「札幌市平岸犬神山出土の土器について」『北海迫朽占学』 3所収

桑原 護 l'.応4「北筒式土器ーその研完史こ現状，こ/Jいて」『考古オ雑誌』 51-4所収

桑厭 護 1967「余市式土器一その研究史こ現状、円詞1屑にこ器との関連こついて」 『考古学雑乱JI54-1 

所収

河野）人道・沢 四郎・岡崎由夫・山口 敏・小沼宗心 1962『東釧路』

河野 1バ道・佐）比忠雄 1%3『日進j]

河野本道・宇田川 洋・岩崎隆人 1970「先史肋iし」『江月1J巾史』所収

児玉作左衛門・大場 禾1j夫 1952「礼文島船泊砂丘遺跡の発掘について」 『北方文化研究報告』 7所収

児玉作 左衛 門・ 大島利夫・武内収太 1958『サイベ沢遺跡』

小山臼 呈・杉本 良 也 ・ 北 Ill 芳 男 1%6『5万分の 1氾質図幅詞11JJ書ー札幌ー』北海道地下賢抑凋査所

佐藤 、忠雄 1960［北海道上川郡東旭川町日の出遺跡略報」 『北海道考白'--f五も』 1-IJ:Ii収

斎藤 傑他 1968『嵐山追跡』

札苅遺跡澗査団 1971「木古内町札刈遺跡の発掘調在」『北詢迫開拓記念館だより』 1-4所収

高橋稀ー・野村 崇 1972『味背牛町メム）II遺跡』

高 橋正 勝 1966「困館市見晴町遺跡の資料」『北海道青打人f'科学研究公公誌』 8所収
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高橋 il:．暁 1971a 「北怖道におけろ擦石、右冠につして」『北洞道の女化』 22)齊収

高橋正勝 1971b 『北広島[J1地第 1遺跡』

高 稿正勝編 1971『柏木）I[.!I

高 橋 止勝 1972a 「北誨道，こおげる縄文時代中叫の終末(1}」『北海迅青年人知科学研究公会認』 No.9所収

高 柄 II 勝 1972b 「北甜道における絣：文時代中期の終末(21」『北海直青年人類科学研究会会誌』 No.I(）所収

田沢 巌・佐藤忠雄・相）II 正義 1959『知休半島チプスケ過跡発掘調査報告』

千代 肇・大場利夫 1966「周辺池域の情吟、 1. 北海追」『日本の考古学』 III所収

東大文芦部 1(l(う3J'＊ホーツク海泊岸、知床半島り遺恥』上巻

名取武光・峰山 巌 1958「入汀貝塚」『化方支化研究報告』 13所収

名収武光・峰山 巌 1962「アヨロ瑣跡」『北方文化研究報告』 17所収

名取 JlI~ 元・峰山 販 1963「茶呑場追跡」『北万文化研究報告』 18所収

野村 崇 1962「長沼町の先史II＼代」『長；日町の歴史』下所収

野村 似 1964「栗山町旭山遺跡の発掘調査報告」『栗山町の文化財』所収

野村 娯・宇IUJII 祥 1967『長沼町祝内堂林遺跡調在報告』

野村 加 ］969「由仁咀東三）1［以跡」『由仁明の先史遺趾』前収

藤な ，＇だ丈 1960「日喜こおげる縄文間代末期の墳墓」『北海道考古学且」 1-11り［収

藤本英夫編 1963 "GOTENYAMA-Plates" 

藤本 失夫 1964「北海道:=-,石町ポロケ台J也墳墓群追跡」『考古学雑誌』 49-4所収

本田栄作•藤村久和・河野本直 1964「丸のみ様石器新資科」『北海道の文化』 6所収

胚下 丑•石川辰也 1966「宗谷郡浜猿払遺跡」『It海道考直学」］ 2所収

森田 知忠 1967「北海道の続縄文文化」『古代文化』 19--2所収

八幡 ーJ¥li 1935「奥羽地方発見の箆状石器」『人類学雑誌』 50----5所収

山崎噂 に 1966『智東Bi』点区l録篇』

山崎 I専仁・長谷川 功 1968『智東B地、古本文節』

古崎 昌一・ 1965「縄文文化の発展と池域性 I、北梱道」『日木の芯古’f"』 III所収

浪辺 ，，成 1973『縄文時八の油業』
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第 1表 遺構 IIl土石郡一覧表

畠唇 I出土地区 1 名 称 1全:I<l最人幅1最大厚1屯 量石質＼ 備 考
- -

I 
9-1 i 1号ピヅト 1石 鏃 I！ 2222..~0 l 1117.. r0 l 55.. ~ o I 1. g sl ob. I無茎

2 ! " I縦反船j 片！! （27) 14.5 I 2.3 I 
I 

1.11 ob. I上部欠損

3 l 2号ピ、＇，卜 1ナイプ状石器 45,0 28,0 6.2 6.6, ch. 

4 ! ” I縦長剥片 I(22) 17.0 I 3.4 I 1.1! ob. I下部欠担

5 ” 
// (20) 19.0 4.81 2. 11 ob. 11 

6 ! 5号ピノト i横長保I] 片 I35. 0 I 43. 0 i 9. 9 I 9. 31 ob. I 
16-] I 1号竪穴，す り 石 I 81.5 1 I 82.0, 24.0 ! I 290.0 ho.＇褐色土層出士

' )  と 1 II 掻 器 32.0 16.s ¥ 6.8 3.sI i ob.1 11 

l̀ : ！ ” 石錐 13s.sI 3o.o ! 9.5 i 9.81 I ob. 1I 床面出土

4 ” i 縦長倒片 31. 5 13. 5 :3. 3 1. 4 ob. 11 

5 ! 1号遣溝 1、石 斧 I (79) ¥ 39. 5 I 19. 0 ¥ 104. Oi gre. I覆土出土
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1

ob. 11 

ob. I 1-3-b類

ob. 11-l-b類

ob. ! 11 

ob. I l-2-b類
oh. 1 1-2-a類

ob. I 1-3-b類
ob. :鋸街刃

ob. I 1-l b類

ob. 
/I 

I ob. 1 1-2-b頂

ob. I 

考

祠部欠損

柄部欠損

柄部欠損

柄部欠損

柄郎、逆刺欠損

柄部欠損

先端欠損

柄部欠損
焼けている

ob. I 
ob. I 1-3-a類

ob. I下部欠損

ob. I 1-2-a類先端、逆刺欠損

ob. j 11//  
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第 3表右揺—a 覧表 (2)
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53IIIB91B 

54 : III B 5 i B 
l 

55 i III F 8 ; B 
I 

561lllG61B 

57 j Ill E 3 I S 

58 j Ill(_‘,6 I s 
59 I JJl D 7 I B 

60 i II J 6 I S ! 

61 1ll I 7'B' 
I 

62 : lil D 10 i S 

63 I IIID 8 I B 

64 I Ill B 1 I B 

65 I IVF 6 I S 

66 mH10 : S 

67 i I¥'E 7 i B 

68 mD  8 I S 

69 r me 4 i B 

B 70 I ill H 3 

削

掻

削

低

削

71 I IIID 8 I B 

72 I NF  2 I B 

73'IVF10'？ I石

74 I IllD 8, B iり］
39-75, IIIB3 I B 1石

l 

” 
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” 
” 
” 
// 

” 

” 

囚て 1 全長 1最人翡凡「最大厚1 重量 I石質 1 備
I 

mml mml mml gj 
鏃 (28) （l2) 3. 9 (1. 5) ob. I 

I 

(27) I 16. 0 I 4. 8 I (1. 7)j ob. j 1-3-a類先端欠担

31.0jl4.oj 3.91 ul ob.I 11 焼げてし、 99,J
I I 

29. 0 ; 1 5. （） 5. 2I 1. 9 ob., 

:9.51 7.5 [ 2.41. 0.31 ob. ! 
(16) I 9.5 I 2.2 I (0.3)1 ob. ! 1-3-b類先端欠損

20.0 f 10.0 f 2.0 f 0.41 ob. 

(16) I 7.5 I 1.s 1 (o.:nl ob. I下部欠損

36. 0 I 16. 0 I 7. 7 I :ul ob. ! 

46.0 ! 27.0 I 5.6 l ;,.O ob. 1 

44. 0':26. 5 i 9. 6 I 7. 2 ob. 

石鋲先

11 I C 3:o). 21. o 1 6. s I C 4. 1) 

" 145.o 120.51 6.3 i 5.:,1 
,ii 槍先 47.5I 17.0 I 8.8 I 6.31 ob. 

尖頭器破片 '(24) （17) （10) （4.l) 

// I (20) i (13) ! (5) I (1. l)! ob. 

石檜先！ （44) I (25) : 9. O i (9.] 1 ob. 

尖頭器砧片： 17) ＼へ 17) （4), （／（）． 6●i 

11,  C26J c20). (6) I C1.8) 

” I  (17) 1 (12) （4) （O. 7) 

11 I c22) I Cn) I (4) I o.u 
石槍先 I83. o I 34. o I 12.3 ! 29_:) 

ナイフ状石器・ i %.0 36.0 | 7.6 1 21.0' 

11 : 73.0. 33.0 I 9.9. 17.61 
| ” ,  7 7. 5 2 1. 5 6, 3 9. 8' 

I 
11 ; 61. 5 ! 17. o 1 7. 6 i o. ol ob. 

11 I 21.0 i 43.0 I 3.4 ! 3.01 ob. 

I1 (25) （16) 8. 9 1 (2. 3)I ob. 

11 1(25)1(13)1 4.6.(l.l)I ob. 

ob. 先端欠損

ob. I焼けている

ob. I柄部破片

”
 ”
 

ob. i先頭部破，1,

ob ” 
ob. I柄部破片

ob., 11 

ob. I 
I 

ob. I 5-1類

ob. i 5-2-c類

sh. : 5-2-a知

焼：t:＇s，乙

” 

” 
5-2 b類

5-2-c類？、柄部破片

5-2-a類先湖煎破片

31. 0'25. 0 9. 3, 7. 9 ob. 5-3類

31. 5 2.5. 5 8. 6 I 6. 8 ob. 11 

i 39.0 30.0 i 9.2 i 10.01 ch. i 11 

(24) I (26) I (7) J (3.2)J ob. J s-1類柄部破片

(34) （24) 8. 1 (8.8)| sh. /／ 胴部破片

盛 I39.0 I 24.0 I 8.8 I 5.91 ob. I 9--3類
I 49.0 I 24.0 i 7.3 ! 8.51 ob. I// 

器 45.0 ! 30. 0 I 1. 0 8. 9 ob. : 8-~類
器:37. 0 ! 16.:,..,.8 3. 91 ob. 1 9--1-b類

20.5132.0; 7.4 i 4.31 ob. i 9-2類

器 ~5-~ 123.~ I 6.0 I (4.2)1 ob. j 8-1類側面欠担

器 34.0 42. 0 11. 5 21. 2ish. | 9-2類
11 I 52.0176.0 113.21 53.9j ob. [// 

29.0 ! 28.0 1 2.8 ~ 2.81 ob. 1 11 

鏃？:31.5 j 23..5 i 10.1 ! 5.3 ob. I // 

器 32.5, :J3.5 _ 5.0: 5.11 ob. 未成品

錐 59.o I 15. （）| 8.6 | 9.81 sh. 9-2類

考
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第4表石堺一覧表 (3)

図版出土 1層／
番り地区位一 行

761 IV F 2 I s I石

77 I IJIE 5 I S 

78 I II I 10 I S 

79, IIIC 3'S, 
I 

80 i mH  1 B 
81 I IVClO I S 

82 I IVE 10 I ? 

s 83 lII FlO 

84, I¥'F 1 : S 

85IIIIH21S 

86IIIII51S 

87 I III C 7 I B 

88 l!I D 6 B 

89 i IIIE 6 I S 

90 I IIIG 7 I B 

91 I JIIA 3 I B 

92!VDl!S 

93 I Ill I 8 I B 

94 i IlIE 3 : S 

95 I illH 9 I B 

96IIVH2 IB 
I 

97!IlIIliS 

4(） -98'IIIB 4 S 

99 i IIIG 6 i S 

100 I IVG 1 I B 

101 ! IVE 9 j Y 
I 

102'III B 7 S 

103 IIA7・S, 

l(）4 rnD10 S 

105 I VE 2 i S 

106 I mA7 I B 

107 I II I 9 S 

]()8 j IlIB 4 I B 
I 

109IIIIJ31S 

110 I ill F 6 I B 

111 I IlIB9 I? 

ll2 IIIA 3 I B l 
| 

1B ! IVG 3 I B 

114 I III?? I? 

115 I III J 9 I B 

11G i IIIA 1 ! B 

118 i III B 7 
B

B
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1
 

ーー
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B

 

JIIIll 

119120 
41-121 I IITA 1 

怖全長最大幅最大厚重量，右質 1 備 考

143.~i 32.:1 11.:1 11.t: 錐 43.0I 32.5 I 11.4 I 11.oi ob. i 6-1類
I 

11 I 41. o I 26. s I 11. 2 I 9. o; ob. I 6-2類

11 I 34.0 ! 26.0 ¥ 13.1 I 12.41 ob. I // 

11 ・ 10.0 I 28.0 I 11.1 I 11.61 ob.: " 

距刻刀？ 42.0¥ 19.0 i 11.s I gふ ob.I 11 

11 I (33) I (32) I s.s I (9)1 ob. 

11 I 51. 5 I 17. 0 I 9. 5 I 7. SI ob. 下部欠損

掻器 57.5I 25.5 [ 8.8 [ 15.11 ob. [ 8-2類

11 27. 0 ・ 16. 0 I J. 8 I 2. l oh. i 8-1類

// i 40.0 i 35.0 I 13.5 I 13.0, ob. I II 

11 I 51.0 I 30.0 I 9.0 I 13.01 ob. I 11 

11 I 45.0 I 36.0 I 12.8 I 19.3! ob. I 11 

// 1 48.5 I 36.5 I 4.81 10.61 ob. I // 

11 : 27. 0 ! 37. 0. 8. 6 i 7. 7[ ob. ! " 一部焼；ナてし、る

11 I 24.5 i 27.0 I 7.8 I 6.21 ob.// 

I1 (20) 32. 0 5. 6 (4. 6)I ob. // 刃部破J1
I1 24. 0 26. 0 5. 7 2. 6|ob. II 

削器 I35. 1) 26, 0 | 9, 6 7. 3| ob. 9-2類

(33) I 24.5 ・ 11.9'(8.7) ob. 11 

掻器 57.0 30.0 11, 2 I L7.3I ob．ふ2類

削器 60.0I 26.0 ¥ 14.5 i 20. 1[ ob. I 9-1-b類

" I (17) I 8.0 I 3.4 I C0.5)1 ob. I 9-3類下部欠損

扁 ‘I'イ［咳 43.0I 38.0 i 18.0. 30.91 ob. : lH類

” 
” 
” 
” 
I/ 

” 
” 
” 
” 
” クレステット

フレーク

” 
縦長斜片

掻器

縦長倒片

~
 り

ヽ

9
.
B
 

I/ 

”
 ”
 

” 
” 
” 
// 

// 

24.0 ・ 50.0 1 12.4 

24.0 I :33.0 I 14.1 

20.0 i 3:3.0 112.5 

25. 5 | 3()．0 110.4 

1s.o I 2,.0 I 14.3 

23.0 i 30.0 I 13.0 

35.o 142.0 I 20. 2 

49.0 I 47.0 I 18.2 

34.0 i 36.0 I 15.3 

17. 0 1 38. 5, 16. 8, 
I 

43.0 I 27.0 I 14.4 

37. O I 17. o I 11. 1 

64.0 I 36.5 I 15.8 

51.0 j 28.0 i 10.4, 

37.Q I 51.(J i 2.9 

42.0 I 17.0 I 6.8 

(41) I 15. o I 3. 5 

59.5 ! 23.0 I 3.4 

39.5 I 17.0'2.8 

27. 5 i 11..5 3. 9 
l 

(22) I 9. o 
(18) I 9. o 

邪！ 39.0I 28.5 

16. 21 ob. : 

9.61 ob. 
I 6.7i ob. 

8.51 ob. 

4.7 ob. 

I.8 ob. l” 
I 24. 9! ob. I 11-2類

33. 71 ob. I 11 

14. 9! ob. I 11 

12.5 

14. 3 

4. 3 

27.91 sh. 

16. O'ob. 

1. 5, ob. 

b

b

o

h

 

o

o

b

o

 

5

印

3
:
）

）

7

8

)

 

•8 

.•. 

6

4

.

 

4

.

5

2

1

 
•. 

5
 

1

0

0

 

（

（

（

 

5

3

8

 

．
．
．
 

2

2

4

 

” 
” 
” 
” 
/I 

ob. 11 3類

ob. 

ob. 

大形、幅広

ob. 

ob. 小形
I 

ob. I 11 

ob. I// 

” 

擦痕あり

擦痕わり

中形

8-2類

中形上部欠損

” 
焼げている

9-2類
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第 5表石堺一覧表 (4)

図版 1出土 1 層 I I I I 
•I 

番号地区位
名 杓、 全長殻大輻最大厚爪II_ 石質| ロ―-―佃考

I IVD 4 I S I 
「 mmI nnnmmi g 

122 I IVD 4 I S 削器 138. 022. 0 5. 6 1 3. 2i ob. 1,-2娯

123 m B 7 B : ／／ 36. 51 24. 5 8. 2 6. 8 0b. I II 

124 mA  3 I B し 11 80.0 33.0 12.4 20.8 ob. 9-l-b類

125 I IVG 1 I B//52.0  I 27.5 I 7. 7 I 11.6I ob. I 11 

126 I m J 9 I s I II I 38. o I 18. o I 7.1 I 5. 5: ob. I 11 

127 I IIIE 9 I B I 11 34.0 I 16.0 I 6.7 I 4.01 ob.'11 

128 ! IIIE6 I BI // I (42) I 22.0 j 5.9 I (6.d ob. i 9-1-c類

129 I IIID 6 I s I II I (36) I 26.0 I 7.8 I (8.6)1 ob. I 11 

130 I rrrc s I B I II I (35) I 21.0 I 9.8 I cs.9)1 ob. I 11 

131IIVD21Bi // 134.ol1,.017.3! 6.9 sh.!// 

132, III J 1 S II 、(37)1 12.5 3. 8 ¥2). ob. 9-1-b類

133 I IVE 8 I s I II I (19) l 17.0 I 3.3 I Cl.2)1 ob. I 11 

134 IVC 8 S // （20) I 14.0 4. 5 (1.4) ob. 1 //  

135 I IIIA 3 I B j " i (20) ] 14. 0 ! 5. 4 i (1. 6) ob. I 11 

1:JG I III J 10 I S ” (El) I 18.0, 2.4 1 (1.2)1 ob. I 9-1-a類

137IIVG1 I BI II l30.0118.01 4.71 2.51 ob.I 11 

138 I fill 8 I BI 11 150.0 127.0 I 3.71 5.61 ob. I 11 

139 (II J 6 I BI 11 1 52.0 i 26.0] 6.9 1 8.0: ob.: 9-1-b類

140 I III J 10 I B I 11 41.0 : 18.0 i 7.7, 5.4; ob. i 9-1-d類

141 I IDE 7 I B I II I 45.0 I 15.0 I 8.9 I 5.21 ob・// 

142 I illD 8 I BI II I 29.0 I 20.0 I 7.1 I 5.11 ob. I 9-1-c類

143 I III E 9 I S ! 11 i :J2. 5 I (23) I 8 li ! (7. 6) ob. I 9-2類

144 I III G 8 I B 
I 

// i (22) [ 3L5 I 8. 1う！ （5.5)1 ob.19-l~b類
145 I II I 5 I B 縦長倒片 43.0 i 23.5 I 6.0 [ 5. 7] ob. 中形擦腹ある

146 I II B 9 I B 削 器 (28)I 18. 0 I 6. 4 I (2. 9)1 ob. I 9-1-b類

147 I IVG 5 I B I II i (28) I 19.0 I 3.4 I (2.3); ob. i 11 

148 I IIIF6 I BI 11 1 54.5 ! 19.0 i 7.9 ・ 5.1, ob.• 9-1-d煩

149 I III B 7 I B クレステッ
ド・フレーク

! 21.0 I 11.0 I 6.3 i 1. II ob. 

150 mA  2 B 削 器 (25) （14) （5) （2.3) ob. 1 9-1-C知欠損してし、る

151 I III G 9 I B 縦長剥片 30.5 I 14.0 j 1.4 I 1.91 ob. 中形

1521 IDA 3 I B : 削器 27.0 • 13. 5 I 5. 6 [ 1. 8 ga. I 9-1-d瓜I 
42-153 ! III C 8 I B ;一括剥片 21.0 1 33.0 I 5.0 I 2.9I ob. 横長k11)i•

154 I II I B I II I I I I I I 153と155の接合図

1551 11 I B I II j 25.5 I 23.0 I 5.5 I 2.8! ob. 幅広0)閉片

156 ! 11 ・ B i 11 :32.0 i 47.0 i 6.0 I n.,, ob., I 
:32.0 ! 47.0 I 6.0 i n.,1 ob． 横長；廿片

157 : /9 : B: ／1 ,  36. 0 24. （）, 4. 5' I 4.01 ob. 縦長制片

158 I II I B // 26.5 I 37.0 I 7.0 I 6.51 ob. 枇長闊片

159 I II I B // 23.0 I 25.0 I 4.5 I 2.5! ob. 幅）入の飼片

160'11 I B 11 20.0 26.0] 6.5 ! 1.9, ob. 11 

161 ; // I B. 11,  22. 0 1 21. 5 I 5. 0 I 1. 9; ob. 

162 i”I  BI I/ 1 16. o I 14 1 

163 I II I B I II I 13. 0 I 1:l •. 1 

164 I II I B i 11.  23. 0 I 2(i..  1 

焼け（“し、る

” 

B

B

B

 

9

,

 IIII” 

ヽ5

6

7

 

6

6

6

 

1

1

1

 

”
 ”
 ”
 

.5 I 5.0 
| 

.0 I 3.5 
I 

. 0 5 ・ O 

1 18. 0 I公:3.5. 4.0 

! 15. 5 I 26. o I 5. o 
I 21.0 I 16.0 I 9.0 

1. 4i ob. 

1. 21 ob. 

2. 71 ob. 

” 
” 
// 

” 
II 
”
 ”
 

- 97 -



第 6表 石 器 既 表 (5) 

図
番 号

出
地

土
区

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

176 

177 

178 

179 

180, 

181 

182 

183 

184 

185 

43-186 

187 

188 

189 

190 

191 

192 

193 

44-194 

195 

196 

197 

198 

199 

200 

201 

45-202 

203 

204 

205 

206 

207 

46-208 

47-209 

mC  8 

” 
” 
” 
” 
” 
II 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
// 

“ 
IVGJ 

illCJ 

illG9 

mA  3 

IIl J 9 

IIIHIO 

illF7 

wc 7 

mD  8 

IVD 2 

II C 10 

mD10 

mB  2 

ill I 9 

IIT I 9 

川HlO

illA3 

illC9 

illF7 

IVElO 

mHlo 
IVF 2 

mG8 

illJ 10 

片

片

馴

片

刻

片

5

馴
竺
疇
”

幅

横

幅

縦

碩

血

曲

血

曲

血

⑮

こ

こ

Ob

曲

血

呼

g
o
b
曲

T
呼

ご

i

g

匹
血
迫

dL

ロ
竺

i

曲

SC

匹

m
恥

匝

血

g

9

3

5

2

3

0

4

8

2

3

6

6

6

0

1

4

9

1

0

0

6

)

）

）

6

)

）

0

)

）

6

)

）

0

)

0

0

)

）

7

1

 

量

ふ

6

L

2

5

4

L

L

L

L

0

O

O

L

1

L

2

2

孤

立

⑲

125
⑱

⑮

紅

102
国

叫

国

⑲

料

225160
直

200
邸

直

210120
訟

江

重

ー

（

（

凡
皿

0

0

5

5

0

5

0

5

J

O

O

O

5

5

0

0

5

0

0

0

5

0

5

5

5

5

)

0

5

5

0

3

5

)

0

0

0

0

[

O

O

O

O

8
6
4
6
8
8
4
3
3
4
2
3
2
3
9
7
6
9
2
0
1
9
9
9
8
9
8
9
C
l
1
8
3
1
8
1
4
6
2
7
⑬

6
2
3
3
3
8
3
0
4
3
4
3
2
5
1
1
3
1
 

入

ー

’
 

最軋

血

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

5

0

0

5

0

5

)

0

7

0

)

0

5

0

0

0

0

)

0

0

0

り

）

）

0

0

ブ

2
3
4
4
2
6
1
7
2
1
2
0
2
0
1
2
1
9
2
1
1
2
1
1
2
0
1
6
2
6
1
7
2
1
2
6
4
8
4
8
3
9
2
8
⑭

4
1
3
0
1
8
⑬

3
6
4
8
3
6
4
6
3
2
4
4
c
s
6
9
4
3
5
9
6
8
⑯

⑯

3
5
3
5

昴

0

)

ノヽ

5

)

）

0

)

）

0

)

0

0

5

)

5

0

長

m

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

幻

即

⑮

⑱

⑧

国

n
g
僑

紅

112
⑯

⑳

clO
邸

印

譴

g
⑮

血

全

2
9
2
8
2
0
2
5
3
6
3
0
2
7
3
1
3
1
1
7
2
1
1
4
1
0
2
0
3
6
1
8
2
3
1
8
3
3
8
7
7
9
7
0
(
（

（

1

1

(

1

1

1

，
 

[
-
[
I

ー

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

S

B

B

S

S

B

S

B

B

S

B

S

B

B

B

B

B

B

?

B

B

B

B

 

1」

礫

石

す

凹

礫

砥

” 
” 
”
 ”
 
Il

ゲ

I
l
”
 
// 

”
 ”
 ” 
” 
” 
”
 ”
 ” 
” 
” 
” 
” 
// 

” 
” 
” 
” 
I/ 

？
斧

器

ク

II

り

” 

石

石

器

石

” 
有孔石製品

骨器

sa. 

sa. 

sh. 

備 考
. | 

” 
” 
“ 
” 

幅広の知J片

” 
” 

横長剥片

縦長剥片

石核の残核？

II 

幅広の糸Il)：
石核の残核？

14-1類

II 

14-2類

II 

未成品

14-2類

” 
14-3類

未成品

14-1類

未成品

14-2類

14-1類

下部欠損

柄部破片

刃部破片

下部欠損

胴部破片

柄部破片

刃部破片

未成品

” 

索材は鹿の左大腿骨

（略号） 〔層位］

［石質J

s:摺胤層、 B:県色土層、暗褐色土層、暗茶褐色土層、

ob. (obsidian)：焦耀石、 sh. 

Y ：暗黄褐色土層

(hard shell)：碩質直岩、
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ch. (chert~quartizte) ：珪岩、 ga. (gasper) :ジャスバー（玉髄質）、

tu. (tuff)：凝灰岩、 ho. (horenblende andesite)：角閃石安山岩、

di. (diabase)：輝緑岩、 sc. (schistose amphibolite)：片状角閃岩、

gra. (graucophane schist) :藍閃石片岩、 gre. (green schist)：緑色片岩、

ph. (phyllite)：千枚岩、 sa. (sand stone)：砂岩

［計測値〕 （ ）で、くくった計測値は欠損lーていること示す。

--99 -



渡瀬荘三郎

高畑宣ー

伊藤正三

新岡 武彦・久保田誠二

河野広道

高倉新一郎

後藤寿一

北大調査団

河 野 広 道

大場利夫•石川 微

大場利夫

大場利夫

愛下 淳

森田知忠

君 引~彦

札幌四高郷上研究部

札幌市関係考古学文献目録 （羽賀憲二編）

「札幌巾近傍ピット其他古跡の事」 『東京人類学会報告』 1-11886 （明19)年

「石狩）II沿岸穴届人種遺跡」 『東人誌』 10-103 1891（明24)年

「先住民族篇」 『札幌区史』 1911（明44)年

「札幌巾外月寒遺物散布地」 『究古』 1-3 1929（昭4)年

「発寒村発掘記」 『蝦夷往来』 10 1933（昭 8)年

「発寒村発掘の遺物について」 『蝦夷往来』 10 1933（昭 8)年

「札幌巾及び其附近の遺跡・遺物の二、＿＾，こ就→：」 『考古学雑誌.!127~9 

「北）＜逍跡，こついて」 『北方文化研究報告』 10

「先史時代篇」 『琴似町史』

『手稲遺跡』

「北油道札幌市北大遺跡」 『日本考古学年報』 5

「北海道札幌郡手稲遺跡」 『日本考古学年報』 7

「f-稲遺跡調脊報告」 『郷上の今竹』 8

1937（昭12)年

1955（昭30)11 

1956（昭31)年

1956（昭31)年

1957（昭32)年

1957（昭32)年

1958（昭33)年

「石狩附近の遺跡とその分布」 『郷土の今廿』 8 1958（昭33)年

「札幌市出土のプレード」 『北悔迅字芸大学名古学研究会連絡誌』 5

1958（昭33)11 

「札幌市郊外白石で発見されに旧い器のプレード」 『郷土の科学』 21

札幌光星高社会利研究斤15 「札幌白石出上のプレート＼こつし、ご」 『m、i腐伝』 11

1958 （昭，33〗年

1959（昭34、)年

1959（昭34)年鈴木係平・面 統 「先史時代篇」『豊平町史』

岩田嘉鼠

札幌四高郷土研究部

宇田川洋

「真坑内火山灰丘陵よりの逍物，―/八、こ」 『ウタリ』 3-5-47 1960（昭35)打

「厚別・野幌間表採の資料報告」 『黒耀心△』 17 1960（昭35)'I

「札幌市石山に於ける表l(n採集・池買構造及び地史」 『ウクリ』 5--2 

1963（昭38),,

岩崎・宇HIJ/1・河野・直野 「札I滉市附近の遣跡伽収録篇・分布凶篇」 『郷土の科学』 41.421963（昭38),,

札幌南高郷上研究部 「平岸及びその附近のニ・ ．の追跡について」 1964 （昭39),,

岩的降J＼・ニ室俊昭 「札幌市附近の追跡 資料篇 l-、札幌市発寒小学校裏遺跡」

『北海道の文化』］0 1966〈昭41,I;1-

大塚相義 「石狩・花畔出土のL};i」“Field" 3 1%6 〖昭41,1 年

畑 'k II/J 「札幌市附近の追趾—資引篇—-II 、札幌市平岸坊主山遺跡」・'Aynu Moshiri" II 

1966 （昭41)年

石 JII 故 「札滉郡手稲町妙山出上の土器，こついて」 『北海道考古す』 3 1967（昭42)年

菊地 俊彦 「札滉市平芹大神山出土の土器こついて」 『北海道考古学』 3 1967（昭42)年

和附占、：男 「札幌市北栄追跡0)，J訃行」 『古代文化』 19-2 1967（昭42)年

閤船・字田川・加藤・河野 「札幌市附近の遺跡―考察篇 Iー札幌扇状地における遺跡の先史地押了的考察」

"Aynu Moshiri" III 1968（昭43)年
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図
版

A 追跡発掘前の状態 （北東より）

B 湧水
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図
版

A 第 1号竪穴住居跡 （北西より ）
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＊ヽ

B 第 1号竪穴住居跡セクション
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図

版

四

A 第 1号竪穴住居跡状造構 （北西よ り）

B 第 1号竪穴住居跡跡状追構土器出土状態
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図

版

五

A 第 1号ビッ ト （南東より）

B 第 2号ピッ ト （南東より）
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図
版

六

A 第3号ピ ット （西より）

B 第4号ピッ ト （南より）
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